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昭和48年度の新収作品について　　　　　　　Nouvelles　acquisitions・
　　　　　　　　　　　　　　　山田智三郎　　　par　Chisaburoh　F．　YAMADA
　国立西洋美術館は，昭和48年度に，ヤコポ・　　　ずれる男の子をかかえ，慰めている。亡くな
デル・セライオ（1442－93）の奉納祭壇画一点，　　った妻と娘の冥福を祈るために奉納した祭壇
マニャスコ（1667－1749）の油絵一点，15世紀　　　画なのである。1479年と1484年にはフィレン
のクレタ派の画家リッツォス作のビザンチン　　　ツェでペストが流行して多数の人が死んだ。
のイコンー点，合計三点の絵画を購入し，彫　　　この母娘は，恐らくこのいずれかの年のペス
刻としてはブールデルの《絶望の手》のプロ　　　トの犠牲者であろう。
ンズー点，さらにヴュイヤールの有名な版画　　　　背景には，アルノ河を中央に，当時のフィ
シリーズの中でも傑作とされる《料理する　　　レンツェ市の実景が描かれている。河にかか
女》一点を購入した。これらの作品について　　　る四つの橋の描写は，後述するハイデンライ
の詳しいデータは新収作品目録に記してある　　　ヒ教授の論文によると，1480年の実景図と比
ので，ここでは購入作品中最も重要な絵画三　　　べることによって，実景そのままに描かれた
点について少し詳しく報告することにしたい。　　ものであることが分る。河の向って左手には
　三点のうち最も古い時代のものであるイコ　　　パラッツォ・ヴェッキオの高塔や大聖堂のド
ンは，もと松方コレクションのもので，日本　　　一ムが見える。町の背後の遠景はしかし画家
のある私有コレクションのものになっていた　　　の想像図で，ここにはレオナルドの初期の仕
が，本館の越宏一氏の調査により，15世紀の　　　事（《キリストの洗礼》の遠景と，ウフィツィ
クレタ派の代表的な画家であるアンドレア　　　美術館の《聖告》の遠景など）の影響が見ら
ス・リッツォスの主要作品の一つと見なすべ　　　れる。町をはさんで左右に山の傾斜が描かれ
きものであることが分ったのて購入したもの　　　ており，山上から河岸にかけて，八つの情景
である。この作品についての越氏の精密な研　　　が描かれている。左側には，アブラハムがイ
究は，H召和49年3月に発行された本年報7号　　　サクを生賛にしようとするところ，サマリア
に掲載されている故，それを参照されたい。　　　人の慈善，キリストと洗礼のヨハネ，聖アウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グスチヌスの幻影，右側には，十戒を受ける
　セライオの奉納祭壇画（原色版）は，上半　　　モーゼ，聖ヒエロニムス，聖フランチェスコ，
に描かれた三位一体図の十字架を下に長く延　　　　トビアスと護りの天使を描いている。こうし
ばして，下半がゴルゴタ丘上のキリスト礫刑　　　た小情景を数多く背景に描きこむのは，セラ
図となっている珍しい構図のものである。こ　　　イオが特に好むところであった。
の十字架の左右には聖母マリアと使徒ヨハネ　　　　ヴァザーリによれば，セライオはフラ・フ
が描かれ，十字架の下，前方には少女とその　　　イリッポ・リッピの弟子で，二つ年下のボッ
母らしい女性の屍体が描かれている。それに　　　ティチェルリは彼の相弟子であった。後期に
向って脆き，二人の死を悲しみなげく夫に，　　　はボッティチェルリから強く影響を受けた。
聖母が背後からいたわりの手を差しのべてい　　　彼はしっかりした技術の所有者ではあったが，
る。向って右の聖ヨハネは，母の死に泣きく　　　創造的才能に恵まれず，個性の弱い二流画家
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で，ボッティチェルリのみならず，ギルラン　　　例である。
ダイオその他当時の一流画家の様式をいろい
ろと採り入れて描いている。そのため，彼の　　　アレッサンドロ・マニャスコの《嵐の海の
絵は名品ではないが，初期ルネッサンス芸術　　　風景〉は，同じ作家のK羊飼のいる風景〉と
の主流であったフィレンツェ派の15世紀後半　　　一対をなしているものであるが，一・対をまと
の様式を示すには格好の見本である。　　　　　　めて購入するだけの予算額が認められなかっ
　このたび購入した祭壇画は，ハイデンライ　　　たので，他処へ売られて了うのを防ぐため，
ヒ教授のこの絵についての詳細な研究によれ　　　取敢えずこの絵一枚だけ今年度購入したもの
ば，ボッティチェルリの影響がいまだ強く現　　　で，昭和49年度に他の一枚を購入する予定で
れぬ中期の作品である。同教授は様式につい　　　ある。
ての考究と，ヘスF流行の年とあわせ考えて，　　　この一対は，マニャスコ研究の権威，デログ
1480年代はじめの仕事としておられる。この　　　が，マニャスコの第ニミラノ時代の最盛期で
絵の主調は先生のフィリッホ・リッビの様式　　　ある1718－25年の作としている壮大な風景画
であるが，キリストにはマサッチオから習っ　　　である。彼独特の強い筆致で激しい嵐のなか
たところも見られ，遠景にはレオナルドの，　　　の海岸風景を描き出した今年度の購入作品は，
人物にはカスター二。の影響さえ認められる。　壮大な自然の美と威力を表わすと同時に，大
　本館にはイタリア・ルネッサンスの宗教芸　　　自然の前には小さな無力な存在でしかない人
術を示す見本が今迄一点もなかった。数年前　　　間の自然との果敢な戦いの姿をも示している。
入手したバルナ・ダ・シエナの《聖ミカエル　　　　マニャスコはイタリア後期バロックの特異
と竜》は，中世末期の宗教芸術の例で，ルネ　　　な風景画および風俗画の作家で，その表現主
ッサンスのものではない。また旧松方コレク　　　義とも言える，激しい動きを示すドラマチッ
ションのカルロ・クリヴェルリのく・，ある僧正　　　クな表現の故に，戦後とみに評価の高まって
の像’は，大きな祭壇画の両側を飾った四枚　　　いる画家である。ティントレットの後期の作
の翼の一つにすぎず，宗教画の例とするべき　　　品から影響を受けた（グレコの影響を論ずる
ものでないし，修復がひどくて，原画の美を　　　人もいる），力強く大まかな筆使いとハイラ
とどめていない。セライオは，大家の輩出し　　　イトの強い画法で，暗い室内あるいは風景の
た初期ルネッサンスの画家としては二流画家　　　なかに，多くの，激しい身振りをする小さな
ではあるが，彼の主要作品の一つであるこの　　　人物を描き出す彼の後期の怪奇な絵は，人間
祭壇画は，初期ルネッサンスの，それも主流　　　存在の不安を感じさせて，現代特に高く評価
であるフィレンツェ派の宗教芸術の好例とし　　　されている。しかし，私は一般の趣味を考え
て見て頂くに充分の美しさをもっている。こ　　　て，後期の作品よりは明るい，しかし，人間
の絵は今のところ，初期イタリア・ルネッサ　　　を打ちのめすような壮大な自然の偉力を表現
ンスの宗教芸術を示す日本における唯一の作　　　した壮年期の絵を選んだ次第である。
5
新収作品目録
この目録は，昭和48年度刊行の「国立西洋美術館
年報No．7」に収載分以後，昭和49年3月までに
当館予算で購入した作品と寄贈作品を含む。作品
番号のPは絵画，Gは版画，　Sは彫刻，大きさの
表示は縦×横×奥行の順，単位はメートルである。
購入作品
マニャスコ，アレッサンドロ　　　　　　　　　　P・1973－4
ジェノヴァ1667～ジェノヴァ1749　　　　　　　　　嵐の海の風景
MAGNASCO，　Alessandro　　　　　　　　　　　　1718～1725年頃
Genova　l　66～7Genova　1749　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　0．93×1．30
来歴：ウィーン，個人コレクション；チューリヒ，
ナータン画廊
文献：G．Delogu，“Vier　unver6ffentlichte　Ge－
malde　von　Magnasco”in　Pantheon，　XI　Jahrg．
1938；M．Pospisil，ル1agnasco，　Firenze　1945，　Tav．
58－59；B．Geiger，　A．ルfugnaseo，1949，　p．151．
昭和48年度購入作品
セライオ，ヤコポ・デル　　　　　　　　　　　P・1973－5
フィレンッェ1442～フィレンッェ1493　　　　　　　　奉納祭壇画：聖三位一体，聖母マリア，聖
SELLAIO，　Jacopo　del　　　　　　　　　　　　ヨハネと奉納者
Firenze　l442～Firenze　l493　　　　　　　　　　　　　1480～1485年頃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テンペラ板1．27×0．73
来歴：ミュンヘン，フォン・ミラー博士；パリ，
オットー・ヴェルトハイマー
文献：L．H．　Heidenreich，“Ein　ln－Memoriam－Bild
des　Jacopo　del　Sellaio”　in　Kunst　und　das　schb’ne
Heitn，1952，　No．7．
昭和48年度購入作品
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NOUVELLES　ACQUISITIONS
CθsUppl6〃le〃t　constitl’e　1αsuite　d〃otre　Bulletin
Annuel　No．7en　1973．∫1　co〃lpre〃d　do〃c　toutes　1θぷ
α〃vres・aehetties　et　do〃nties　depttis　cette　datejusgu’d
la／7n　du／nars　de　1974．」Le〃ttnltiro　prgeeda”t　ehaque
ceuvre　indique〃orte〃ll〃76”o　inventaire，　P　titant　po〃r
1αρθ∫〃ture，　S　pour　la　sculpture，　et　Gρo〃r　la
gravure．　Les　di〃lensio’ls・sont　donnties　e〃metres，
1α力α〃rε〃γ砺c㌦〃t　la　largeur　et　la　pr・f・〃deur．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ（EUVRES　ACHETEES
P・1973－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パw’　…
ca．1718～1725
Huile　sur　toile　H．093’L130　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　，　　　　・　　　，
Prov．：Collection　particuliさre，　Vienne；Dr．　Fritz
Nathan　und　Dr．　Peter　Nathan，　Zurich
Bibl．：G．　Delogu，”Vier　unver6ffentlichte　Ge－
malde　von　Magnasco”in　Pantheo／r，　XI　Jahrg．
1938；M．Pospisil，　Ma．gnasco，　Firenze　l　945，　Tav．
58－59；B．Geiger，　A．　Mag〃asco，1949，　p．151．
Achat　du　Mus6e　en　l973．
P・1973－5
RETABLE　VOTIF：　LA　TRINITE，　LA
VIERGE，　SAINT　JEAN　ET　LES
DONATEURS
ca．1480～1485
Tempera　sur　bois　H．1，27；L．0，73
Prov．：Dr．　von　Miller，　Munich；Otto　Wertheimer，
Paris．
Bibl．：L．　H．　Heidenreich，‘‘Ein　In－Memoriam－
Bild　des　Jacopo　del　Sellaio”in　Kt〃lst　und　das
schb’ne／7ei〃7，1952，　no．7．
Achat　du　Mus6e　en　l973．
7
リッツォス，アンドレアス　　　　　　　　　　　　　P・1973－6
カンディア（クレタ島）1422頃～？　　　　　　　　ポストビザンチン・イコン：神の御座（へ
RITZOS，　Andreas　　　　　　　　　　　　　　トイマシア）を伴うキリスト昇天
Candia（Crete）ca．1422～？　　　　　　　　　　　151｛t紀，クレタ派
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テンペラ　板0．71×0．475
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右下に署名：XEip　ANAP直6　piTZ6
来歴：松方幸次郎氏購入；東京，個人コレクショ
ンー昭和35（1960）年以来国立西洋美術館に寄託
（寄託作品番号D－13）
展覧会歴：『第三回松方氏蒐集絵画展覧会』（国民
美術協会），東京府美術館　1930年，図録番号97
（ないし98）；『松方コレクション名作選抜展』，国
立西洋美術館　1960年，図録番号143
文献：『昭和五年五月十七日ヨリ六月四日迄東京
府美術館二於テ開会　第三回松方氏蒐集絵画展覧
会目録　主催国民美術協会』，図録番号97（ない
し98）；『松方コレクシ。ン名作選抜展図録』，
1960年，図録番号143；『国立西洋美術館総目録』，
1961年，寄託作品D－13，図版；高階秀爾編『松
方コレクション』（至文堂・近代の美術2），1971
年，第66図；越宏一「国立西洋美術館所蔵のアン
ドレアス・リッツォス作のイコンについて一15
1H：紀の〈クレタ派〉の作品」，『国立西洋美術館年
報』No．7，1973，PP．8－57（独文要旨付）；Gazette
des　Beaux－Arts，　F6vrier　l　974，（La　Chronique　des
Arts），　P．202，　no．695（Fig．）．
昭和48年度購入作品
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P・1973－6
　　AICONE　POSTBYZANTINE：ASCENSION
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クDU　CHRIST　AVEC　L’ETIMASIE
XVe　siecle，6cole　cr6toise
Tempera　sur　bois　H．0，71；LO，475
Signe　en　bas　a　droite：XEIP　ANdPE6　PiTZ～∫
Prov．：Achete　par　Kojiro　Matsukata：Collection
priv6e，　Tokyo－D6pos6　depuis　l960　au　Mus6e
National　d’Art　Occidental，　Tokyo（D－13）
Exp．：Troisieme　Exposition　de　la　Collection
Matsukata，　Tokyo　1930，　n°97（ou　n°98）；Mas－
terpieces　of　the　E．x’一ルlatsukata　Co〃ection，　Tokyo
1961，n°　143
BibL　l　Catalogue　de　la　troisieme　EXposition　de　la
Collection　Matsukata，（en　japonais），　Tokyo　1930，
n°　97　（ou　n°　98）；Catalogue　de　la　Exposition：
ルlasterpieces　of〃le　Ex一ル1atsukata　Co〃ection，
（en　japonais），　Tokyo　l　960，　n°　143；　Catalogue
G6n6ral　du　Mus6e　National　d’Art　Occidental，
（en　japonais　et　frangais），　Tokyo　l961，　0euvre
d6pos6e：D－13，　Fig；Sh．Takashina，　La　Co〃ection
ル1atsukata，（en　japonais），　Tokyo　1971，　Fig．66；
K．Koshi，　Uber　eine　kretische　Ikone　des　15．
Jahrhunderts　von　Andreas　Ritzos　im　National－
museum　fUr　Westliche　Kunst　in　Tokio，（en　japo－
nais　avec　r6sum6　en　allemand），　dans　Bu〃etin　An－
nuel　duルlttstieハfatio’ial　d’／lrt　Occidenta1，　n°　7，
Tokyo　l973，　pp．8－57，　Fig．1，2，3，12，15，18　et
22；（7azette　des　Beaitx－／4rts，　F6vrier　l　974，（La
Chronique　des　Arts），　p．202，　no．695（Fig．）
Achat　du　Musee　en　1973．
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ヴュイヤール，エドゥアール　　　　　　　　　　G・1974－1
キュィゾ＿（ソ＿ヌ．エ・ロワール）1868～　　　　　　料理する女
ラ・ボール1940　　　　　　　　　　　　　　　　　　1899年
　　　　　　　　tVUILLARD，　Edouard　　　　　　　　　　　　　　　　石版　紙　0．355×0．275（版面）
Cuiseaux（Sa6ne－et－Loire）1868～La　Baule　1940　　　　　右下に署名：Vuillard
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「風景と室内」12点連作（A．ヴォラール版，パリ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1899年，100部作製）のひとつ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献：Claude　Roger－Marx，　L’（Euvre　grav6　de
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vuillard，　Monte　Carlo　1948，　no．42；Ferdinand
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Salamon，　A　co〃θctor’s　guide　to　1）rints　and　Print－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　makers∫fro〃1　Dtirer　to　Pica∬o，　London　1972，　P．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　298，P1．
昭和48年度購入作品
ブールデル，エミール・アントワーヌ　　　　　　　S’1974’1
モントーパン1861～ル・ヴェジネ1929　　　　　　　　絶望の手
BOURDELLE，　Emile　Antoine　　　　　　　　　　1893～1902年頃
Montauban　1861～Le　Vesinet　1929　　　　　　　　　　ミモントーパン記念碑一一のための習作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロンズ　0．337×0．140×0．123
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　台座に銘：MAIN　DESESPEREE／Emlle－Antoine
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bourdelle
昭和48年度購入作品
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G・1974－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　，　　　　　．，，，…；
　　　　　　　　　　　　sLA　CUISINIERE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．
1899　　　　　　　　　｝‘．　　、．．論
Lith・・u・p・pi・・H・0，355；LO，275　　　　…，暢・、　　’』灘．，・l
Sign6　en　bas　b　droite：Vuillard　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醸　　　、　　　　tt三」．　　、　　　：．、．　：懸・　・｛
ApP、・・i，n・al。、e，ie　en　12・plan、h，、・・P。y、age　e・　　・⌒・一・ミ’㌶、麸
1・t6・i・urs”（Ed・A・V・11・・d・P・・i・1899・100　ex－　　’・　、　　　・・r，・Z・，1．1．：「
・mp1・i・e・）　　　　　　　　　　、ゾ「．、、、．・一　、一．「
BibL：Claude　Roger－Marx，　L’（五〃vre　gra　i，ti　de　　　　　　l霊
Vu〃願M・nt・C・・1・1948，・・．42；F・・dinand　　’頑．　　、1，．l
Salamon，・4　co〃ecto〆58uide　lo　P〃nts　a’κ1　P〃〃1一　　　　　　ト鱒」　牽蒸□憲謬
螂・・吻・輌・・P∫・・∬・，L・nd・nl972，P．　：《繋麟議§遥「㌧．
298，P1．
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
Achat　du　Mus6e　en　l974．
S・1974－1
MAIN　DESESPEREE
ca．1893～1902
L’6tude　pour　le“Monument　de　Montaubaバ．
Bronze　H．0，337；L．0，140；P．0，123
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　「Inscription　au　socle：MAIN　DESESPEREE／
Emile－Antoine　Bourdelle
Achat　du　Mus6e　en　1974．
ト、
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寄贈作品
トレド・ピサ，ドミンゴス・デ　　　　　　　　　　P°1973”’3
カピヴァリ（サン・パォロ州）1887～1945　　　　　　静物
TOLEDO　PIZA，　Domingos　de　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　0・450×0・552
Capivari　（Estado　de　Sao　Paulo）1887～1945　　　　　　右上に署名：TOLEDO　PIZA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来歴：サン・パゥロ，P．M．バルディ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会歴：『ドミンゴス・デ・トレド・ピサの50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点の絵画』，サン・パウロ美術館，1972年4～5月
1973年P．M．パルディ氏より寄贈
グレックナー，ヘルマン　　　　　　　　　　　　G・1973－1～10
ドレスデン1889～　　　　　　　　　　　　　　　　十相の展開
GL◎CKNER，　Hermann　　　　　　　　　　　　lO点連作　1971年
Dresden　1889～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リノカット　紙　0．250×0．320
1973年国立西洋美術館協力会寄贈
ジ・ぺ繰：』ピヨ薄iジ『．：．
12
　　　　　　　　　　　グ（EUVRES　DONNEES
P・1973－3
LA　NATURE　MORTE
Huile　sur　toile　H．0，450；L．0，552
Signe　en　haut　ti　droite：TOLEDO　PIZA
Prov．：P．M．　Bardi，　Sao　Paulo
Exp．：‘‘50　Pinturas　de　Domingos　de　Toledo
Piza句’，　Museu　de　Arte　de　Sao　Paulo，　Abril－Maio
1972．
G・1973－1～10
ENTWICKLUNG　IN　10　PHASEN
l971
Gravure　sur　linol6um，　papier　H．0，250；L．0，320
Donn6es　par　la　Soci6t6　des　Amis　du　Mus6e　en
l973．
∴詫　’≡☆　・⊇1；、
　　　　　　　13
アルテンブルク，ゲルハルト　　　　　　　　　　G・1973－11
レディヒェン・シュネプフェンタール1926～　　　　　　狼の足跡を追って
ALTENBOURG，　Gerhard　　　　　　　　　　　　l968年
R6dichen－Schnepfenthal　1926～　　　　　　　　　　　　木版　紙　0．506×0．389
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右下に署名年記：Altenbourg　1968
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「流れにうかぶ枝一ボブロウスキーのために」連
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作のひとつ
1973年国立西洋美術館協力会寄贈
アルテンブルク，ゲルハルト　　　　　　　　　　G・1973－12
レディヒェン・シュネプフェンタール1926～　　　　　　根の憂欝
ALTENBOURG，　Gerhard　　　　　　　　　　　1971年
R6dichen－Schnepfenthal　1926一　　　　　　　　　　　　石版　紙　0．453×0・325（版面）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央下に署名年記と書き込み：Altenbourg　1971／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Wurzel－Melencolia
1973年国立西洋美術館協力会寄贈
14
IN　DER　WOLFE　SPUR　　　　　　　　　　　　　　／　一戴繕該　織、　　・
1968
Gravure　sur　bois，　papier　H．0，506；L．0，389
Sign6　en　bas　a　droite：Altenbourg　l　968
zweig－Blatter　zu　Bobrowski”．
Donn6e　par　la　Societe　des　Amis　du　Musee　en　1973．
G・1973－12
WURZEL・・MELENCOLIA
l971
Sign6　et　dat6　en　bas　avec　inscription：Altenbourg
Donn6e　par　la　Societe　des　Amis　du　Mus6e　en　l973，　　　　　　　　　　　　　　　　　ご’
棺、
’
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美術における日本26殉教者　　その作品　　　DIE　26　MARTYRER　VON　JAPAN　IN
カタログ　　　　　　　　　　　　　　　　DER　KUNST：EIN　WERKKATALOG
　　　　　　　　　　　　　　　越宏一　　　　　　　　Koichi　KosHI
日本におけるキリスト教の歴史は，イエズス　　　も進出して，貧民を対象とする，いわゆる〈下
会の東方伝道者フランシスコ・ザビエルがア　　　からの布教〉を活濃に行なった。イエズス会
ンジロウなる日本人を案内人にシナのジャン　　　のバテレンたちがこれら托鉢修道会士に深い
ク船に乗って鹿児島に着いた時，すなわち，　　　憂慮を示したことは言うまでもない（2）。1596
洋暦1549年8月15日，邦暦天文18年7月22日　　　年8月，日本司教ペドロ・マルチンスがイン
から始まる。以後1639年，寛永16年の鎖国に　　　　ド副王の書状を携えて長崎に到着，翌月，在日
至るまで約1世紀間，いわゆる〈キリシタン　　　フランシスコ会士の退却を命じた。折しも同
世紀〉（1）が続くことになるが，その前半はポ　　　年10月，マニラからメキシコに向っていたス
ルトガルをパックにして来日したイエズス会　　　ペインの〈サン・フェリーペ号〉が土佐の浦
のバテレンたちが九州から京畿にかけてキリ　　　戸湾に漂着，秀吉はその積荷の没収を命じた。
スト教の伝道に従事した時代である。1569年，　　この時，この処置に憤慨したサン・フェリー
イエズス会士ルイス・フロイスは織田信長か　　　ぺ号の航海士はスペインの国力を誇示し，ス
ら京都在住ならびに布教を許可されている。　　　ペイン人はバテレンを派遣して外国の領土を
翌1570年，スペイン人はマニラを占領し，シ　　　侵すと発言したと伝えられるが，これが秀吉
ナ・日本への布教を企て始め，スペイン国王　　　を刺激し（3），この放言と天正禁止令とを口実
の保護のもとにある托鉢修道会士は1584年，　　　に，彼に謁した司教マルチンスが離京した直
初めて来日した。しかしその翌年にはイエズ　　　後，1596年12月9日，京都・大阪にある修院
ス会の巡察師アレッサンドロ・ヴァリニャー　　　の包囲とバテレン・信者の名簿作製を命じた。
ノの要請によって，教皇グレゴリオ13世は日　　　間もなく捕縛が開始され，ペドロ・バプチス
本の伝道をイエズス会に限る勅書を発布して　　　タを初めとする6名のフランシスコ会士（外
いる。スペイン側バテレンの渡来によって，　　　国人）と3人の少年を含む18名の日本人信徒
布教上の混乱を来たすのを避けようとしたた　　　が縛についた。翌年1月3日，24名は左耳の
めである。しかし，2年後にはイエズス会の　　　一部を切られた上，牛車に乗せられ京都の街
バテレンたちも，豊臣秀吉によって発せられ　　　街を引きまわされ，翌4日伏見・大阪とたら
た禁教令（1587年）のため公然と布教するこ　　　い回しにされた後，1月9日堺を出発して長
とはできなくなってしまった。　　　　　　　　　崎へ護送された（4）。道中さらに2名がむりに
1591年秀吉はフィリピンに対して日本入貢を　　　加わり，一行26名は2月5口の朝長崎に着き，
促す威嚇的な書状を送った。その第2次使節　　　その日のうちに西坂の丘で礫刑に処せられ
として1593年フィリピン総督より派遣された　　　た（5）。日本暦の慶長元年12月19日のことであ
フランシスコ会のバテレン，ペトロ・バプチ　　　った。ザビエルの渡来から48年目に起きた日
スタ，同会イルマンのゴンサーロ・ガルーシ　　　本最初の大殉教である（6）。
アらは京都に上ると当初からの目的であった　　　26名の殉教者中20名は日本人であるが，その
布教活動を始め，さらに大阪・堺・長崎まで　　　うちの1人三木パウロは早くからイエズス会
16
のイルマンであり，五島ジ。アンとき斎ディ　　　る。これらの殉教に関する根本資料のうち最
オゴの2人は殉教の直前にイエズス会のイル　　　も詳細かつ正確なものは，比類なき日本通で
マンとなった。残りの17名の日本人はフラン　　　あったバテレン，フロイスの1597年3月15日
シコ会第3会員かまたはフランシスコ会の会　　　付イエズス会総長宛の書翰である。彼は刑場
友で，京都・大阪・尾張・伊勢その他出身の　　　に立合うことはできなかったが，しかし殉教
平信徒である。6名のフランシスコ会1：はパ　　　直後遺骸を仰ぎ，多数の証人から資料を集め
テレン・イルマン各3名で，そのうち4名が　　　て報告書を作製した。現在ローマのイエズス
スペイン人，残りの2名はインドとメキシコ　　　会文書館にあるフロイス自署のスペイン語書
で生まれている。これら26名の殉教者の名前　　　翰（JaP・Sin・53・ff．1－71）は，1935年に至っ
は，松田毅一氏の研究7に従うと次の通りで　　　てR．ガルドス師により公刊されたが，それ
ある。ペドロ・パフチスタ，マルティン・デ　　　に由来する刊本は，若干要約された形ではあ
・ ラ・アセンシオン，フランシスコ・プラン　　　るが，すでに1599年，ローマ（151・ミラノ（16）・
コ，フランシスコ・デ・ラ・パリラ（デ・サ　　　マインツ（17’で，さらに1628年ミラノ（18［で出
ン・ミゲル），ゴンサーロ・ガルーシア，フ　　　版されている。1597年長崎における殉教に関
エリーペ・デ・ヘスス（デ・ラス・カサス），　　　する刊本の中で最も早いものは，殉教の翌年，
三木パウロ，五島ジョアン，き斎ディオゴ，　　　つまり1598年にローマ／ペルージア（19），お
鈴木パウロ，同宿ガプリエル，絹屋フアン，　　　よびセヴィリア〈20・iで出版されたフランシス
　　　　　　　　’ス　f伊勢・談義トメ，薬師フランシスコ，同宿こ　　　コ・テーリョの報告書｛2bであるが，これは26
ざきトメ，榊原ホアキン，同宿ベントゥーラ，　　殉教者中の6名のフランシスコ会士のみに関
烏丸レオン，マチーアス，同宿アントニオ，　　　するものである（22）。1600年・1601年にはナポ
同宿ルイス，茨木パブロ，こざきミゲル，助　　リ（23；およびマドリード（24）でフランシスコ会
じ郎ペドロ，たけ屋コスメ，フランシスコ・　　　士フアン・デ・サンタ・マリアの『6名のフ
ガヨ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ランシスコ会士・3名のイエズス会士および
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17名の日本人信徒の殉教』が刊行されている。
この口本における最初の大殉教事件は，イエ　　　ー方バルセロナでは同年，フロイスの報告記
ズス会士ルイス・フロイス曲，フランシスコ　　　録と並んで極めて貴重な，26名の殉教録を含
会士マルセロ・デ・リパデネイラC・9，，スペイ　　　むマルセロ・デ・リパデネイラ（フランシス
ン商人アビラ・ヒロン｛10），フランシスコ会士　　　コ会士）の『アジア布教史』（25・）が出版され
フアン・ポーブレkll，，日本司教ペドロ・マ　　　た。
ルチンス（12［など事件当時長崎にあった外国　　　1598年から1601年までヨーロッパ各地で相次
人や，在日していたフランシスコ会士ジェロ　　　いで刊行された日本の26殉教者関係の出版は，
ニモ・デ・ジェズースq3‘の報告を始めとし　　　1627年に至って再び活瀬になる。東洋の使徒
て古今東西の幾多の文献14』に記録されてい　　　フランシスコ・ザビエルが列聖されて5年後
17
の1627年9月14日，教皇ウルパノ8世は26殉　　　ナンシー（ロレーヌ）のフランシスコ会のた
教者中のフランシスコ会士6名ならびにフラ　　　めに制作されたジャック・カロの一枚刷りエ
ンシスコ会と関係のあった日本人平信徒17名，　　　ッチング（国立西洋美術館蔵，3）も，そこ
合計23名を列福したからである。残るイエズ　　　に表わされた23殉教者たちがニンブスをつ
ス会士3名も1629年同じく福者とされた。フ　　　けているので，恐らく1627年の列福式を記念
ランシスコ会関係の23人が列福された1627年　　　したものと思われる。この作品は，17世紀か
には，マドリード（26）とミラノ（27）でこれら23　　　ら今世紀に至るまで制作された数多くの，
殉教者の殉教録が刊行されたが，一方，あた　　　1597年の殉教者を表わす作例中，芸術的に最
かもこれに呼応するかのように，翌年にはモ　　　も優れた作品のひとつであり、すでに当時か
デナ（28）とミラノ（29）で3イエズス会士の殉教　　　ら広くゆき渡っていたものと思われる。この
録が3種類も出版されている。同じ1628年に　　　作品において図像学的に注目されることは，
はまた，モンティラ（スペイン）で23殉教者　　　綜欄の枝と月桂冠とを殉教者たちに用意する
に関する殉教録（3°’，ミラノ（31，・セヴィリア（32｝　　天使ケルビムが洗者聖ヨハネに導かれている
・ ドゥエ（33）（フランス）で『26名の殉教録』　　　こと，および，十字架を，他の多くの作例の
の刊行をみている。　　　　　　　　　　　　　　ように（例えば，本カタログ8，12，38，39，44）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横一列に並べるのではなくて，二列にわけて
このように，1597年の長崎における殉教関係　　　遠近法的に重ねている点などである。これと
の書物は殉教1年後以来ヨーロッパ各地で出　　　同じような十字架の配し方は，すでに触れた
版されてきたが，殉教場面を表わす版画扉絵　　　1628年・ミラノ版のフロイスの著書に添えら
が添えられたのは，1628年にイタリアとフラ　　　れたジョヴァンニ・ピエトロ・ビアキの銅版
ンスで刊行された次の3書がその始めであっ　　　扉絵（4）や，北イタリアの画家タンツィオ・
た。すなわち，ミラノ刊フロイス著『26人の　　　ダ・ヴァラロ（1635年頃残）の油彩画（5）に
輝ける死についての報告』（本カタログ4参　　　も見られるが，特に後者は，二列の十字架の
照），モデナ刊『3イエズス会士の輝ける死　　　中央に，1597年の殉教者の頭ペドロ・パプチ
についての小報告』（19），ドゥエ刊『フラン　　スタを配する点でカロ作品により類似し，恐
シスコ会の23殉教者および3イエズス会士の　　　らくその影響を受けたと思われる（35）。
生涯と死』（2）である。これらの版画扉絵　　　カロの殉教図は殉教当時長崎にいた報告者た
（ドゥエ刊のそれには1627年の年記がある）　　　ちの記述と必ずしも一致していないが，しか
は，現在我々が知る限り，年代が確定してい　　　し却ってその故にこそ芸術的魅力を備えてい
る最も早い，1597年の殉教に関する作例に数　　　るともいえるだろう。例えば，カロの銅版画
えられる。17世紀に制作されたこのテーマの　　　では，立ち並ぶ十字架の下にひしめき合う群
作例の中で，1627年の列福式以前の確証ある　　　衆の姿が生き生きと表現されているが，しか　　　一
作品は現在伝えられていないからである（34）。　　　しフロイスは「でうすのこれら教役者はくる
18
すの用意してある現場に着いた時，半三郎は　　　の点でもビアンキの銅版画はフロイスの記述
直ちに鉄砲，槍手でくるすの立ててある周囲　　　に従っている。しかしこの扉絵において殉教
を整然と取り囲ませた。彼等はくるすから七、　　者たちは，興味深いことに，一人も，カロの
八歩離れた場所にいて，獄吏，役人の外は一人　　　版画にみられるようなフランシスコ会の服装
もくるすに近い中央部に入れなかった。武器　　　をしていない（40，。ビアンキの版画はイエズ
の他に太い棒を持った数人のものがいて，何　 ス会系の出版物に添えられた扉絵であるから
人も近づけないようその棒を振り廻した口　　　である。
（新井トシ訳，第16r；ll－，157頁）と記している　　　U本布教時におけるイエズス会とフランシス
し（36㌧また，各殉教者の配置については，　　　コ会の対立についてはすでに触れたが，それ
「名樹は各々三四歩の間隔を置き，市街に背　　　はまた，ヨーロッパにおける26殉教者関係の
をむけて，恰もでうすにその市の守護を願う　　　刊本の場合にもいえることもすでに見た通り
かのように一列にくるすに掛けられた。フラ　　　である。エミール・マールは『トレント公会
イ達の右側にト名の口本人，左側に十人，そ　　　議以後の宗教美術』（初版1932年）（41）の中で，
の中に吾らの三名のいるまんが交り，真中に　　　8点ほど26殉教者関係の作例を挙げ，そこに
六名のフライが位置した」（新井訳，第16章，　　イエズス会とフランシスコ会の対立をすでに
165頁）と報告されている（3’　7’・一方，ビアン　　　指摘しているが，事実，美術においても両修
キの扉絵はフロイスの26殉教者録のためのも　　　道会の宗派争いの反映がみられる。つまり，
のであるだけに，史実をカロより忠実に表　　　26名の殉教者全員が列聖される1862年までは，
わしている・ここでは下部の銘からも明らか　　　26人が揃って表わされることはむしろ例外的
なように，卜字架の中央部に6名の外国人フ　　　であった。列聖式以前の26人全員の殉教図
ランシスコ会上が配され，また，フロイスに　　　としては，前記のビアンキによる銅版扉絵
「例外は二人のばあでれ，即ちフランシス　　　　（1628年ミラノ刊，4），近年坂本満氏によっ
コ・ハシオとファン・ロドリゲスで，半三郎　　　て紹介された，イエズス会士ペトロ・ビィヴ
と長崎代官の許可を受けて被刑者を励ますた　　　エリウスの著作（1634年アントワープ刊）の銅
め絶えずくるすの近くにいた」（新井訳，第　　　版挿絵（6），およびメキシコのクエルナバカ
16章，157頁）と述べられているように（：18），　　　大聖堂の壁画（17世紀前半，8）が挙げられる
2名のイエズス会バテレンも描かれている。　　　に過ぎない。
刑吏の数および槍の突き方についてフロイス
は，「四名の獄吏は直ちに槍を刺すため鞘…　　　日本では17世紀に入ってキリシタンへの迫害
… を払った。……四名は走りながら全員に槍　　　はますます凄絶を極めた。日本の殉教者たち
を刺した　　二人の中の一人は被刑者の左側　　　の悲劇は次々にヨーロッパに伝えられ，カト
から，他は右側から槍を刺した．」（新井訳，　　　リック教徒の心を強くゆさぶった。迫害に直
第16章，159頁）と述べている（39）が，これら　　　面したキリシタンたちの英雄的な殉教行為
19
は，いわゆるくいけにえなるが故の勝利者ジ　　　スコ会関係23人の殉教図が描かれ，また，ジ
（Victor　quia　victima）というキリスト教的バ　　　・ヴァンニ・ランフランコ（1647年残，20），
ラドックの具現であったと同時に，エキゾチ　　　カヴァリエーレ・ダルヒーノ（1640年殼，21），
ズムの香りを放ってバロック信徒の心を奪っ　　　カニャッチ（1681年残，24・25），ロレンツォ
たのである。日本はキリシタンの殉教によっ　　　’ハシネリ（1700年残，26）といった画家も
て却ってヨーロッパ人の意識のうちに潜入し　　　3イエズス会1：の礫刑図を残している。
ていったとも言えよう．事実，日本のテーマ　　　スヘインおよびその植民地ヘノレーにおける作
はバロック劇に少なからぬ役割を演じてい　　　例については・すでにディエゴ・パチョコ師
る。イエズス会は布教地の殉教者を好んで舞　　　によってその一部が紹介されている（4㌔スペ
台にのせたが，トーマス・インモース師の研　　　インでは，17世紀に著しい発展をみせたイエ
究（42）によると，1605年から1836年にかけて、　　　ズス会の教会に3イエズス会Lの彫像が置か
高山右近，大友宗麟有馬のプロタジウス，　　　れたが’そのうち・フランシスコ・ディァス・
豊後のティトゥスなどを主人公としたrl本劇　　　デノレ・リベロ（1630年頃の作品，58）やアロ
が164回，全ヨーロッパにまたがってE演さ　　　ンソ・デ・サアヴェドラ（1670年の作品，59）
れたのであった（43・、1597年の長崎の殉教者　　　による・殉教のシンボル，一卜字架を手にして
に関しても，1628年北フランスのドゥインケ　　　いるイエズス会1：の木彫を始めとして・フア
ルケンでHet　Christen　－S　aet　van　Japonien　oft　　　ン・デ・メサ（1627年残）に帰せられる・優i
de　Martelie　van　Paulus　Michi，　Johannes　de　　　れたイエズス会1：像（81），18VI：紀に活躍した
Goto，　ende　Didacus　Guizai，　Japonosisenと題　　　マルセリーノ・ロルダン（82）やペドロ・ド
する3イエズス会1：の殉教劇が上演され，ま　　　ウケ・コルネホ（83）の手になるイエズス会
た、ベルギーのトウルネーでも1630年、［本の　　　殉教者の木彫が特に注日に1直いする。
3イエズス会士の殉教劇（Martyrium　trium　　　ベルーでもすでに1630年，ラザロ・パノレド・
eSocietate　Japonensium）が行われた記録が　　　デ・ラゴスなる画家によってフランシスコ会
残されているのである。　　　　　　　　　　　　関係の23殉教者の絵が2点（9・10）制作され
［本のテーマ，とりわけ日本の殉教者のそれ　　　ている、ヘルーでは特にリブに作例が多い。
は，17世紀ヨーロッパにおける刊本や演劇に　　　リマの聖フランシスコ修道院廻廊の柱にはめ
おけるのみならず，美術においても好んで取　　　こまれたセヴィリア製の陶板（17世紀前斗毛，
り上げられた。バロックのイタリアでは，直．　　　ll）には，礫刑にあう23人のH本の殉教者の
マール，A．ビグラー（44），　L．レオー45・など　　　姿が見出されるが，その描写は歴史的事実に
によって指摘されたように，カミロ・ラーマ　　　極めて忠実である。すなわち，フロイスが
（1622年以後残，1），タンツィォ・ダ・ヴァ　　　「主は手足を留めるに釘を刺込まれたが，彼
ラロ（1635年残，5），フランチェスコ・マフ　　　等はf’足を鉄輪で留めて傷は受’けなかった’」
エイ（1660年　4，53）などによってフランシ　　　　（新井訳、第16r；｝1・，156頁）と報告している
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ように，この陶板でも殉教者の手足は鉄の環　　　げられる。サン・アントニオの年代記に添え
で抑えられている。　　　　　　　　　　　　　　られた，フランシスコ会関係23人の礫刑を表
1597年の長崎における殉教者の姿は，1627年　　　わすこれら2点の版画は，史実に最も忠実か
・1629年の列福式以後，ローマで1646年に1：IJ　　　つ詳細な殉教図に数えられるものである。因
行されたアントニオ・フランシスコ・カルデ　　　に，フロイスは「現場にいた葡萄牙人及び日
イムの7一日本殉教精f｝覧（ヒエール・ミヨット　　　本人の情熱は信じられないものがあった。
の銅版画入り，22）や，フラハで1676年出版　　　彼等は獄吏が槍を刺した時天まで届くような
されたマティアス・タンナー著『イエズス会　　　大声で蹄泣し，未だ生々しく懐えているさん
殉教者f元（メルヒオール・キュセルの銅版　　　とすの死体から流れ出る血を手布に，或いは
画入り，29）など，ヨーロッパ各地で刊行さ　　　又着物の裾に受けんとて獄吏（監視人の殴打
れたイエズス会関係の、1物にその挿絵として　　　をものともせず）の間を疾走した」（新井訳，
登場しているが’4G・これらのうちでとりわ　　　第16r；苛、161頁）と述べ，また，「神は道rli掲
け興味深いのはミュンヘンで1674年に出版さ　　　げながら運んできたrllの宣告文を；tFいた立札
れた3イエズス会1：の殉教録にみられる小型　　　　（……）をit‘1：ちにその場所に立てるよう半三
の銅版扉絵（28）である。これは，恐らく当　　　郎に命じた」（新井訳，第16章，159頁）と
時有名であった，スヘルテ・アダムス・ボル　　　報告しているが「47ト，年代記の版画における
スヴェノレト（フランドノレの銅版画家，1659年　　　殉教者のlrlLを受ける「pi／iigL者，および宣告文を
残）による一枚刷りエングレーヴィング（国　　　詳いた立札といったモチーフのみならず，画
立西洋美術館蔵，27）を縮小コピーしたもの　　　　面前方の隅に描かれた日本司教ペドロ・マル
に他ならない。ボルスヴェルトの作品は，カ　　　チンスの姿も史実と無関係のモチーフではな
ロ（3）のものと並んで，1597年の長崎の殉　　　いのである“s，、
教者を表わす最も優れた版両作品に数えられ
る・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1861年12月2311，教皇ピオ9　lllrは1597年の長
18111：紀においては、26殉教者関係の作品：よ17　　　崎の殉教者のうち，フランシスコ会関係の23
1H：紀における程多くは制作されなかった一こ　　　名の識聖を許可する旨宣告し，翌年3月25日，
の時代の代表的作例としては，フランソワ・　　　イエズス会の3人の殉教者に対しても同様の
フーシェの初期の作品と考えられる，3イエ　　　宣言が行われた／t，次いで同年6月8H，26殉
ズス会一1：の殉教を表わす油彩画（31）ならび　　　教者の列聖式がサン・ヒエトロ大聖堂におい
にそのエングレーヴィンク・コピー（ローラ　　　て挙行された．．列聖式の模様は当時の出版物
ン・カールによるもの、32），および，マニ　　　によって知りうるが，大聖堂内部は殉教のエ
ラで1744年に1：IJ行されたフアン・フランシス　　　ヒソードを描いた多数の絵で飾られていた
コ・デ・サン・アントニオ著ごフランシスコ　　　（33・89はその一・部）という。日本のカトリ
会年代記』の扉絵・挿絵2点（13・14）が挙　　　ックの歴史を通じて初めて聖人に列せられた
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これら26殉教者に対する崇敬はこの機会に再　　　26聖人礫刑図を残した。これら石田有年によ
びにわかに高まり，1862年だけでもローマ・　　　る銅版画作品は日本人最初の26聖人殉教図と
ブレダ・パリ・リール・ルツェルン・マドリ　　　いえよう。
＿ ド・ヴァレンシア・マインツ・トゥールー　　　19　lll：紀においては，長崎の26人の殉教者たち
ズ・ダブリンなどて17種以上の書物が刊行さ　　　は聖人に列せられたとはいえ，彼等の姿は17
れた（49）。これらのうち，扉絵があるものは，　　　ilf：紀におけるようには名のある画家たちによ
アゴスティーノ・ダ・オシモ著『日本フラン　　　って描かれることは最早なかった。そして，
シスコ会23殉教者伝』（ローマ刊，ニコラ・　　　今世紀に入ってからは，岡山聖虚（91），中
モネータの銅版扉絵入り，15），ジュゼッペ・　　　Ln秀和（47・48・93），長谷川路可（50・51・
ボエロ著『日本イエズス会3聖人の生涯と殉　　　94），愛久沢勇悟（92），舟越保武（95）など
教』（ローマ刊，64），ダブリンで刊行された　　　が26聖人をテーマとした作品を残しているが，
『3イエズス会殉教者の生涯と殉教」（68），工　　　他方，外国人作家による作品は極めて少ない。
ウスタキオ・マリア・デ・ネンクラーレス著
r日本26殉教者伝』（マドリード刊，トマス・　　　本稿は，1597年の長崎における日本最初の大
カルロス・カプスおよびホアキン・マギスト　　　殉教場面およびその殉教者をテーマとする東
リスの版画表紙・挿絵入り，37・38）などで　　　西の美術作品の資料収集を主眼としたが，し
あるが，美術史的に注目されるのは，N．AA．　　かし，26殉教者を単独に表わす作品は本カタ
ァウセ！、ス著『聖ペドロ・バブチスタ伝』（プ　　　ロクから割愛した。例えば，ペドロ・パプチ
レダ刊，39），D．ブイー著r口本26聖人史話』　　　スタを称える作品はその生地スペインに多く，
（パリ／リヨン刊，40），および，M・ド・モ　　　　また，フェリーベ・デ・ヘススを表わす作例
ントロン著『日本聖殉教者』（リール／パリ　　　はメキシコに少なくないが，これらについて
刊，41）の版画扉絵である。これら3点の作　　　は別の機会に譲りたい。ただ，ここでは，近
例のうち，後の2例はいずれもオーギュス　　　年日本にもたらされた2点の油彩画（挿図参
ト・ポントゥニエなるバリの複製木版画家の　　　照）について触れておきたい。日本26聖殉教
手になるものであり，それらは，アウセムス　　　者を保護の聖人とする東京・本所教会の聖堂
の著書の扉絵とほぼ完全に一致している。こ　　　には現在，ペドロ・パフチスタおよびフェリ
れらのうちのどれかは，明治の中頃日本にも　　　一べ・デ・ヘススの半身像油彩画（カンヴァ
知られていたとみえ，1887年（明治20年）大　　　ス，905×68・5cmおよび76・5×65・5　cm）が
阪で刊行された『日本廿六聖人致命略伝　全』　　　掛けられているが，これらは元アッシジ近郊
（42）の扉絵にコピーされている。この銅版　　　のポルツィウンコラの修道院にあったもので・
扉絵の彫師は石田有年であるが，彼はまた，　　　一説に列福式（1627年）のとき制作されたも
同年京都で出版されたビリヨン師の『日本聖　　　のといわれているく5％
人鮮血遺書』（43）のために極めて日本的な
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E↓b；’（・本所教会蔵（ア…シジ近郊ホノレツfウンコラ修道院旧蔵）油：彩画（17111：紀？）：ペド
ロ・パフチスタおよびフェリーペ・デ・ヘスス
Tokyo，　Kirche　von　Honjo：Olgemalde（17．　Jh．？）aus　dem　Kloster　Portiunkula　bei
Assisi－Pedro　Baptista　und　Felipe　de　Jesus
註Anmerkungen　　　　　　　　ゴ・パチ。コGl浴一仁：郎訳）r［・1本二．【・六聖殉教者の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旅路に関する覚えIl｝」，『キリシタン研究』VIII，1963
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年，40－86頁］；片岡勃：ll「［．．最後の道」，『キリシタン研
（1）CR・B・xe・・　The　C1・’・i・tiatl　C・nrtirs　i’i／apan，　　　猫V川，1963年，87－105頁；デ，エゴ・パチ。コ
1459－1650・Berkeley　1951（Second　edition．1967）．　　　　　町ミ崎への道　　1．1本二卜六聖人』，二．卜六聖人記念館，
キtJシタンill：紀の、il三価についてはJ．　Wh．　Hall、　Das　　　　　1971年に詳述されている．
ノapa’iische　Kaiserreic／1．　Frankfurt　a．　M．1968（J．ホ　　　　　（5）　殉教の場所が今日の西坂公園のところであるとの
一 ル苫：尾鍋輝彦・ill：「B↓一くの歴史　Il：、講、i炎社」970年，　　　　　考証については，片岡弥llf　r　ll・六聖人殉教の位置とその
220頁）の興味深い指摘を参照・　　　　　　　　　　　　　　崇敬」、r長崎談叢』第37輯，藤木博英堂，1955年を参
（2）　この修道会同1：の争いの問題については，岡本良　　　　　照。
知「日本耶蘇会とフf　t」・ピンの諸修道会との論争．一　　　　　　　　（6）　1597勾三の長1碕における殉教に関する1868年（明
26聖人殉教の遠因として一、：＝キ・1シタン研究二III，　tfi　　　　　治元年）以後の国内外の磐しい文献については，松田毅
川弘文館，1948年，および，松田毅・ア南蛮のパテレ　　　　　ー・編r日欧交渉史文献U録』11965年，および松lll毅一・
ン　　東西交渉史の問題をさぐる：1NHKブックス　　　　　「EI欧交渉史文献ll録続篇」，　r清泉女子大学紀要』16，
122・1970年を参照一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17，18，19，20号，1968－1972年を参照。欧文による紹
（3）　この事件については、松田毅・’サン・フェリー　　　　　介書としては，E．　Hamaguchi，　The　Twenty－six　Marty”s
ぺU’事件の再検討二、二清泉女r大学紀堤14り・，1966　　　　　0f／apan，　Nagasaki　l949；G．　Huber，　Kreuze　t？ber
年を参照一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nagasaki－Den　sechsundzwan－7ig　Erstlings’11al‘り・rern
（4）京坂で捕えられて長崎iこ送致された経過と路程に　　　　　Japans　z〃’n　Ge（1dichtnis，　Werl　1954；D．　Pacheco，
っいては，D．　Pacheco、　Notas　sobre　ta’‘ttta〔de　los　26　　　　　Nagasaki－La　colina　de　los　Martires，　Separata　de
∫antos’ndrtii・es　de　Na8asaki，　Madrid　1960［ディェ　　　　　M∫∬ionalia　Hispanica　XVII－51，　Madrid　1960；J．
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Escobar，　Los　Veintiseis　Martires　de　Japon，　Delega－　　　　　de　Nippon　por　Bernardino　de　Avilla　Giron，、Archivo
cion　General　O．　F．　M．　de　Japon　1961などがある．　　　Ibero－－Americano，　Vo1・36（1933），　Vol・38（1935）・全
（7）松［11va・「日本二卜六聖人の人名について」，『キ　　　　　23　r；定の邦訳として，佐久間II三訳・註，会田由訳，岩生成
リシタン研究』V川，1963年，3－39頁。　　　　　　　　　　　　一・註「アビラ・ヒロン　1・1本」三国記」・『大舟」聞lj時代叢書』
（8）　Re1αc∫∂ηdel　Martirio　de　Ios　26　cristianos　　　　　　XI，岩波書店・1965｛1三がある・
ぴ〃cφcα‘∫0∫en　Nangasaqui　el　5　Febi’ero　de　1597．　P．　　　　　（11）Juan　Pobre　de　Zamora：Histoia　de　la　p6rdida
L。i、　F・・i・S．　J．（A・t・・）．　P．　R．　G・ld・・S．　J．　　yd・・cub・imi・nt・d・I　G・1・6・Sal・F・lip・・c・n　el　gl・一
（Editor）．　Tipografia　de　la　Pontificia　Universidad　　　　　riosa　martirio　del　Jap6n．　Afio　de　l597．（Ms．　en
Gregoriana．　Roma，1935．これの邦訳に新井トシ訳註　　　　　　poder　de　D・Antonio　Graifio）・
「フロイス1，1本二卜六聖人殉教記，R．　Galdos編」，　b－　11　　　　　（12）　フーペルト・チースリク「ll本二b六聖人殉教関
本文化9三：，三三，三四，三五り・（1952－1955年），お　　　　　係史料一（British　Museum所蔵），『キリシタンliJF究』
よび浦川和三郎「日本二六聖人の殉教　一フロイスの報　　　　　　VIH，1963年・111－135頁・
告書より」，r聲』第838，1947年があり，また，本書：翰　　　　　　（13）　L・Perez，　Fr・Jer6nimo　de　JesUs・restaurador
の研究に次のものがある。D．　Schilling，　Zur　Ge－　　　　de　las　missiones　del　Japon：sus　cartas　y　relaciones
schichte　des　Martyrerberichtes　des　P．　Luis　Frois，　　　　　（1595－1604），　Archivu’11　fi’anciscanum　Historicttm，
Archivum　Historicttm　Societatis　Jestt，　VI，　R．oma　　　　　XVI、1923，507－544・1・d、1｝の中にあるH本26殉教者に
1937、107＿113．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関する記録の月；訳に，佐久間正1一西班牙【lr文・f『　日本二
（9）　Historia　De　Las　Islas　Del　Archipelago，　Y　　　　　　i・六聖人殉教録（ジエロニモ・デ・ジエスス・｛‡翰並びに
R，y。。、　D，　L・G・an　China，　T・・t・・i・，　Cvchi・・hi・・，　　鮒）・，『横洞fぴ学繊・，　N・・26，1954がある・
M。lacu，　Sian，　C。mb。xa　Y　I・pP・n＿C・mp…t・　　（14）頻蜘1・：後・マ・ラにおい一（　rl製されメキシ・に送
P。，F，ay　M、，cell。　D・・ib・d・n・y・a・・mp・ne・・d・　　付された殉教報；1譜にS・n　F・lip・d・J・・a・・P「°t°‘’
10s　sey　frayles　hijos　de　la　misma　Prouincia　Martyres　　　　　martir　Mexicano（Extracto　de　Ias　Informaciones
gl。，i。、issim。、　d。1。pP。。＿Em　B・・ce1・na＿Afi・　　aut6・ti・a・p・・a　l・Beatificati6・d・1・・v・i・ti・ei・
M．DCI．［Laures（文献略1ナ表参1！（｛）253（151）］．なお　　　　　Martires　del　Jap6n・publicado　por　primera　vez　en
本、llは1947年マドリードで新たに公｜：］jされている。邦訳　　　　　la“La　Semana　Cat61ca”・M6xico　1898）があり・そ
に次のものがある。佐久間正（訳）「H本一：t六聖人伝　　　　　　の邦訳に，佐久間正訳「サン・フェリーペ・デ・ヘスー
記」，『横浜大学論叢』人文科学系列第10巻（1958年）　　　　　　ス　　日本二卜六聖人殉教録」，『キリスト教史学』lV，
第2｝ナ；同第ll巻（1959年）第1UJ．・第2U・一。佐久間　　　　　1953年がある・その他の史料に関しては，松川毅一「日
正訳「マルセーロ・デ・リパデネィラの報告記録」，『横　　　　　本二b六聖人の人名について」，『キリシタン研究」VIII，
浜ll∫立大学論叢』第12巻（1960年）人文科学系列第1　　　　　1963年，3－10頁を参照・日本側の記録については・海
号，第2，3り・合併号；第13巻（1961年）第1号，第2，　　　　　老沢有道「26聖人関係日本文献」，『望楼』IH，1947
3．り・合併U－；第14巻（1963年）第1サ，第2，3号合併　　　　　　年；海老沢イi道「日本二i’六聖人関係日本文献」，『キリ
号；第15巻（1964年），第1弓・n佐久間IE訳「マルセー　　　　　　シタン研究』VIH，1963年，137－175頁を参照。
ロ．デ．リパデネィラの報告記録t一　日本二卜六聖人殉　　　　　（15）Relatilone　Della　Gloriosa　Morte　Di　XXVI
教後の経過（．．・），⊂）、，・キV・ト教史学、XVIII，　　P・・ti　l・C・・ce…Mand・t・d・I　P・L・igi　F・・i・alli
XEX，1966年。マルセロ・デ・リパデネイラは，殉教　　　　　25・di　marzo…Et　fatta　in　Italiano　dal　P・Gasparo
当時長崎に滞在していたのであるが，禁足を命ぜられて　　　　　　Spitilli　di　Campli…・In　Roma…1599・［Laures
ポルトガル船内に留まっていた。ここから彼は殉教をH　　　　　237（141）］・一一一Trattato　D’Alcvni　Prodigii　Occorsi
撃したc　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L’Anno　M．　D．　XCVL　Nel　Giappone．　Mandato　da1
（10）B・・na・di・・d・A・il・Gi・…　R・1・・i6・d・l　　P・L・igi　F・・i・…T・ad・tt・i・lt・lian・d・I　P・
R。i。。　d。　NipP・n・q・・11・man　c・rrupt・m・nt・J・p－　　　F・ance・c・M・・cati…1・R・m・…M・D・XCIX・
pon．全編23章からなるこのrH本王国記』の第15～ε　　　　　［Lattres　239（142）］・
半ばまではシリング師とレハルサ師により1：II行されてい　　　　　（16）Relatione　Della　Gloriosa　Morte　Di　XXVI・
る。D．　Schilling－F，　de　Lejarza，　Relaci6n　del　Reino　　　　　Positi　in　Croce…Mandata　dal　Padre　Luigi　Frois…
24
In　Milano＿1599．：Lattres　238］．　　　　　　　　　　　　Religiosos＿que　el　dicho　Rey　mand6　crucificar　en
（17）De　Rebvs　Iaponicis　Historica　Relatio，　Eaqve，　　　　　la　ciudad　de　Nangasaqui．　Madrid，　en　Mayo　de　l599．
Triplex：LDe　gloriosa　morte　26．　crucifixorum．　IL　　　　　　二Lattres　241］．
De　Legatione　Regis　Chinensium　ad　Regem　laponiae，　　　　　（23）Relatione／Del　Martirio／Che　Sei　Padri　Scalci／
＿川．De　rebus　per　Iaponiam　anno　1596．　a　PP．　　　　　　di　San　Francesco、／E　20．　Giapponesi　Christiani　pati－
Soc．　lesv　durante　persecutione　gestis．　A　R．　P．　Lvdo－　　　　　rono　nel　Giappone，／じAnno　MDXCVII．／Scritta　dal
vico　Frois　Societatis　Iesv＿Mogvntiae＿M．　D．　　　　　R．　P．　F．　Gio．　di　S．　Mara＿Edapoi　tradotta　da11a
CIX．［Laures　235（139）．243］．　．Drey　Japponische　　　　　　lingua　Spa－／gnuola　nella　ltaliana，　Per　ordine　del　R．
Schreiben．〃Das　erst．，／／Was　massen　26．　Geist〃liche　　　　　P．！F．　Gioseppe　di　S．　Maria．．．1n　Napoli，　Appresso
vnd　Weltliche　Personen／vmbμChristi　willentam　　　　　Antonio　Pace．　MDC．［Laures　246（146）］．
Creutz　get6dt．IDas　ander．L／lnhalt　etlicher　Wunder　　　　（24）Relacion　Del　Martirio　Qve　seys　Padres　Des－
vnd　schreck－／”／lichen　fOrgelauffenen　Zeichen．ノ．／Das　　　　　　calCos　Franciscos，　tres　hermanos　de　la　Compafiia　de
dritt！／jahrschreiben’was　die　Societet　Jesu　im　96．　Jahr　　　　　　Iesus，　y　decisiete　Iapones　Christianos　padecieron　en
in　deB，t／Heren　Weinberg　auBgericht．i’！An　den　E．　P．　　　　　Iapon．　Hecha　por　F．　luan　de　Sancta　Maria．．．　En
Claudium　Aquauiuam∫der　Societet／，iJesti　Generaln，！　　　　　Madrid＿1601．［Laitres　248（148）］．
durch　Ludouicum　Fros　auB〃JapPon　gethan・〃AuB〃　　　　　（25）註（9）参照．　Siehe　auch　Anm．（9）．
ltalienischer／in　die　Hochdeutsche〃Sprach　vbersetzt．　　　　　（26）　Relacion／Svmaria　De／Vida，　PrisionYY　GIo－
〃Getruckt　zu　Meyntz・’bey　Johan　Albin．，！1M．D．　　　　　riosso　Martirio／de　los　veinte　y　tres　Martyres，　que
XCIX．　［Lat（i・es　240（143）］．　　　　　　　　　　　　　　　　　　de　la／magnifica　Religion　de　nuestro　Padre　san／Fran－
（18）　本カタログ4参照一Siehe　Kat・Nr．4．　　　　　　　　　　cisc6　sembraron　las　Indias　de川apon／con　su　sangre：
（19）Relatione　Mandata　Da　Don　Francesco　Teglio　　　　　los　quales　canonizo　este　pre／sente　afio　de　I6271a
＿intorno　al　Martirio　de　i　sei　Frati　SpagnolL　de1ド　　　　　cabeza　de　la　Iglesia／de　Christo　nuestro　Redemptor．
Ordine　di　S．　Francesco．．．Crocefissi　Nel　Giappone　　　　　　Vrbano　Papa　Octauo，　de　eterna　y　feliz／memoria
じAnno　l597＿Ristampata　in　Perugia＿Stampata　　　　　Ano　1627／Con　Licencia／En　Madrid．　por　la　viuda　de
in　Roma，　Et　in　Perugia（1598）．：Latt’・es　233（138）：．　　　　　Alδso　Martin．［Lattres　371（244）］．
（20）Relacion　Qve　Don　Francisco　Tello＿embio　　　　　（27）Breve　Compendio　Del　Martirio，6　Morte　Delli
de　seys　frayles　espafioles．．．　que　crucificaron　los　dこl　　　　　Ventitre　Martiri　dell’Ordine　Minori　di　San　Fran－
Iapon＿：＿En　Seuila　a　treze　de　marCo　de　m川y　　　　　　cesco．．．della　Prouincia　di　San　Gregorio　delle　Filip－
quinietoy　y　noueta　y　ocho　anos＿：Lattres　234　　　　　pine，　e　del　Giappone＿ln　Milano＿1627．［Lattres
（138a）］・　f左ク×llllIE　ttキ　リ　シ　タ　ン～了ド：ト（1）　　．一日J4〈26隅1～　　　　　　　　　373（246）］．
人殉教に関する報告、lr（1）」，三スヘィン図、1｝：≡VI，1962　　　　　（28）　本力タログ19参照．　Siehe　Kat．　Nr．19．
年も参照．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）Breve　relatione　della　gloriosa　morte　di　Paolo
（21）　1599｛トには・い」でフランス訳も出ている．Rela－　　　　　Michi，　Giovanni　Goto，　e　Giacomo　Chisai＿Cauata
tion　Envoyee　Par　Don　Francisque　Tello．．．　Tou－　　　　　　da　una　lettera　del　P．　Pietro　Gomez　Viceprovinciale
chant　le　martire　de　six　Religieux　Espagnols．．．　A　　　　　　al　P．　Generale　della　medesima　Compagnia，1’anno
Paris＿M．　D．　XCIX．［Lα〃r∩242二：．なお，テーり　　　　　1597．　In　Milano．　apPresso　Gio．　Battista　Bidelli，　M．
ヨは，殉教事件後日本へ使節を送り，サン・フェーベリ・　　　　　DC．　XXVIIL　［Laui・（）s　391］．　Breve　Raggraglio
の積荷の返還および殉教者の遺骸の’jlき渡しを求めたフ　　　　　Del　Glorioso　Martirio　Di　trさReligiosi　della　Com一
イリビン総督である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pagnia　di　Giesv，　Paolo　Michi，　Giouanni　Goto，
（22）6名の外国人フランシスコ会」：に関しては，1599　　　　　Giacomo　Quisai＿In　Milano．．．1628．［Laures　392
年マドリードでも報告、」｝が刊行されている7Uber　die　　　　　（261b）］．
sechs　Franziskaner　vgL　auch：Dos　In　f（）rmaciones　　　　　　（30）　Fiestas／Qve　Celebro　La　Noble／Villa　De　Vaena
hechas　en　lapon：vna　de　la　hazienda　que　Taycosama　　　　　ALa　Canoniza／cion　de　los　Gloriosos　Martires　del
＿mandO　tomar＿yotra　de　la　muerte　de　seis　　　　　　Iapon，　S．　Pedro／Bautista　i　sus　22　Companeros　de　la
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25
Religion　de／San　Francisco：desde　26　de　Febrero　　　　　一人に脇腹を二突きして，からだを串ざしに突き通させ
desto　Afio．／Por　don　Gabriel　Ioseph　d’Arriga　natural　　　　るのだが，それは左脇から槍がはいれば右肩へそれが突
de　Granada，　Secretario／del　Sefior　Don　Lvis　Manuel　　　　　出るし，また右からはいった槍は左へ突き出るのだから，
Cordora　i　Figuer6a．　Afio　de　1628．／Montilla．［Laures　　　　　つまり一人一人の胸の内部で十文字ができることになっ
387（258）］．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。」（佐久間・会田訳，第8章，261頁）と述べている。
（31）本カタログ4参照。　Siehe　Kat．　Nr．4．　　　　　　　　　Vgl．　heizu　auch，、Relacion　del　Reino　de　NipPon＿”
（32）Svmaria　Relaci6n　de　los　Protomartyres　de　la　　　　　　（Kap．8）von　Avilla　Giron（siehe　Anm．10）．
Iglesia　del　Iapon＿Sacada　de　las　Historias　del　　　　　（40）　フロィスは殉教者たちの服装に関しては「くるす
Iapon，　escritas　por　los　Padres　de　la　Compafiia　de　　　　　上の主の着物は裸に近いまで取上げたが，彼等には肉体
Iesus，　Luys　Froes，　Gaspar　de　Espitilli，　Luys　de　　　　　を覆う一枚だけを残した，」（新井訳，第16章，156頁）と
Guzman，　Luis　Pifiero，　Ant6nio　de　Vasconcelos，　　　　　記しているにすぎない。なお，ビアンキの版画では3イ
Bartolome　Ricio＿En　Sevilla＿1628．［Laures　　　　　エズ会士の姿が，下部の銘から明らかなように，右側の
385（256）］．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最前部にまとめて配されているが，この点，フロイスの
（33）本カタログ2参照。Siehe　Kat．　Nr．2．　　　　　　　　　記述（第18章）とは異なる。フロィスの記す十字架の順
（34）1627年以前という可能性が考えられうるのは，本　　　　　　列は東側から次の通りである。1）Francisco　Adaucto；
カタログ1および77であろう。Es　k6nnte　die　M69－　　　　　2）tagueja　Cosme；3）Suqui　Jiro　Pedro，　Adaucto；
Iichkeit　bestehen，　daB　die　beiden　Werke　Kat．　Nr．1　　　　4）Cosaqui　Miquel；5）Quisay　Diego；6）H．　Miqui
und　77　vor　I　627　entstanden　sein　sollte．　　　　　　　　　　　　Pablo；7）Ibaraqui　Pablo；8）H．　Juan；9）Luis；10）
（35）これについては，本カタログ5を参照。Vgl．　　　　Antonio；11）Fr．　Pedro　Bautista　Comisario；12）Fr．
hiezu　Kat．　Nr．5．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Martin；13）Fr．　Felipe；14）Fr．　Gonzalo；15）Fr．
（36）ヒロンの『日本王国記』にも「日本人たちは近く　　　　　Francisco　Blanco；16）Fr．　Francisco；17）Matias；
にこそ近づけなかったけれど，大勢の者がじっと見まも　　　　　18）Corasumaru　Le6n；19）Ventura；20）Tomas；
っていた・・一」（佐久問・会田訳，第8章，257－258頁）　　　　　21）Sacaquibara　Joaquin；22）Francisco；23）
と記されている。Vg1．hiezu　auch，，Relacion　del　Reino　　　　　Tomas；24）Quimiya　Juan；25）Gabriel；26）Fun－
de　Nippon＿”（Kap．8）von　Avilla　Giron（Siehe　　　　　　zuqui　Pablo．
Anm．10）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（41）Male，　Apres　Trente，118－ll9．
（37）　リパデネィラの報告記録にも「葡萄牙人はくるす　　　　　（42）T・インモース著・尾崎賢治編訳r変わらざる民
が樹立される前に六名の宗教家を中央にして両側に十名　　　　　族／演劇・東と西』，南窓社，1972年，46－80頁（「スィ
づs日本人を配するように頼んだ」（原書，532頁）とあ　　　　　スのバロック演劇にあらわれる日本のテーマ」），81－88
る。VgL　hiezu　auch，，Historia　de　las　Islas＿”（P．　　　　　頁（「高山右近とハイドンー宝さがし奇諦」）；トーマス・
532）von　Marcello　de　Ribadeneyra（siehe　Anm．9）．　　　　　インモース「ドイツのバロック舞台における日本劇」，
（38）ジェロニモ・デ・ジェススの殉教記録にも「二人　　　　　『本の手帖』1963年12月号，26－35頁；トーマス・イン
のパードレ・フランチェスコ・パシオ及びジ・アン・ロ　　　　　モース「豊後のティトゥス　　ヨーロツパのバロック劇
ドリゲスのみが十字架の近くへ来た」（佐久間訳，第11　　　　　の大立物」，『キリシタン文化研究会会報』第15年第3号
章，164頁）と記されている。Vgl．　hiezu　auch　den　　　　　（昭和47年12月），234－243頁；Th．　Immoos，　Japanese
Martyrerbericht（Kap．11）von　Jer6nimo　de　JesUs　　　　　Themes　in　Swiss　Baroque　Drama，　Studies　in　J砲α一
（siehe　Anm　12）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nese　Culture．　Sophia　University．　Tokyo，1963，79－98；
（39）　ヒロンも『日本王国記』の中で「…すべての一卜字　　　　　Idem，　Japanese　themes　in　the　European　Baroque
架がすっかり立てられたのを見とどけると，［検視役は］　　　　　Drama，　Transaction　of　the　lnternational　Conference
すでに手まわしよく袖をくくり上げてそこを歩いていた　　　　　of　Orientalists　in　Japan，　No．　VIII，1963，（The　T6h6
あの死刑執行人を幾人か呼んだので，その中の四人が聖　　　　　Gakkai），26－33；Idem，　A　Treasure　Hunter’s　Ad一
者たちのところへ行った。そしてまず列の道路に一一eS近　　　　　venture，　KBS（Kokusai　Bttnka　Shinko－kai）Bulletin
いところへ近づき，二人はガヨから始め，あとの二人は　　　　　On　Japanese　Culture，　June／Juli　l　969，96，10・13．
反対の側へ行き，聖人たちを槍でつきさし始めた。一人　　　　　（43）J．MUIIer（Das　Jesuitendra〃la　in　den　Ldindern
26
deutscher　Zttnge　yOIII／lnfang（1555）bis　Zttlll　Hoch一　　　　　びその他のジェスス会のパードレ達はi’1分の教館及び天
barock（1665），　Augsburg　1930，　I　I，111ff．）も，17世　　　　　　主堂から見ていた。」（佐久間訳，第11～；’i：、163頁）と記
紀に日本の殉教者劇が少なくとも421・il、1700－67年に25　　　　　されているが，しかし，ヒロンのr日本Il国記』（第8章）
回ヨーロッパでヒ演されたことを指摘している．J・　　　　　によれば，司教は諸聖人天k堂にあって殉教が終ったこ
MUIIer　hat　darauf　hingewiesen，　daB　Dramen　mit　　　　　とを知らなかったという．Hiezu　vgl．　auch　den　Bericht
dem　Thema　der　japanischen　Martyrer　mindestens　　　　　（Kap．11）von　Jer6nimo　de　JesUs（siehe　Anm．12）
42mal　im　17．　Jahrhundert　und　25　mal　zwischen　　　　　　und，，Historia　de　las　Islas＿”（Kap．8）von　Avilla
l700　und　1767　in　Europa　gespielt　wurden．　　　　　　　　　　Giron（Siehe　Anm．9）．
（44）　Pigler・BarocA’〃re〃len，　Bd・L434・　　　　　　　　　　　（49）　それらについてはLai’res：741（512），743（513），
（45）　R6au，　Iconograρhie　111，921．　　　　　　　　　　　　　　　　　744（514），745（516），746（517），747（518），748
（45）　バチェコttエスパニアの日本殉教者像」；パチェ　　　　　　（519），749（520），750（521），751（522），752（523），
コ「リマ植民時代の美術に現われた日本の殉教者」－Die　　　　　753（523a），754（523b），755（523c，）756（523d），
beiden　Artikel　von　D・Pacheco　erschienen　1963　auf　　　　　757（524），758を参照．
Japanisch・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50）rカトリック新聞』1975年2月2日，挿図。
（46）ただし171H：紀に1：llfiされた次の2、｝『には扇絵・挿
図はない．Folgende　zwei　BUcher，　die　im　l7．　Jahr－
hundert　ver6ffrentlicht　wurden．　haben　weder　Titel－
bild　noch　Illustration．　Vita　E　Martirio　De’Beati
Paolo　Michi，　Gio．　Soan，　e　Jacopo　Ghisai　della
Comagnia　di　Gesth、　martirizzati　nel　Giappone＿
Da　Un　Sacerdote　della　medesima　Compagnia．　In　　　　謝辞　Dank⑨agung
Venezia　MDCCXXIV・［Lau’・es　589（401a）］．一一　　　　　　く西洋美術における日本の殉教者〉という研究テーマへ筆
Vita　E　Martirio　De’Santi　GiapPonesi　Paolo　Michi，　　　　者を導いて下さったのは，ウィーン大学のAlexander
Gio・Soan　di　Goto，　e　Jacopo　Ghisai　della　Com－　　　　　Slawik；ヒ生（日本学）である。ここに心からなる感謝
pagnia　di　GiesO，　martirizzati　nel　Giappone＿In　　　　　を捧げたい．
Ferrara…1725・（Pietro　Bresciani，　S．　J．）．［Laures　　　　　本稿を．1’f‘1：する1こ・i3り，御教示頂いた7i　q、とりわけ，
590（402）］・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Diego　Pacheco　Bili（長崎・26聖人記念館），　Hubert
（47）　ヒロンの『日1・〈1：国記』によれば「宣告文を、｛『い　　　　　　Cieslik師（1：一智大学），　Thomas　Immoos師（上智大
た掲示板は，空ざまにきし、l！：てられ，　tt・人の日本人の両　　　　　学），片岡弥占氏（長崎・純心女子短期大学），菅野陽氏，
r・に掲げられて，検視役の前にあt・た…一（佐久間・会　　　　　坂本満氏（お茶の水女了大学），福永重樹氏（サントリー
川訳，第8章，261頁）という．殉教者のlllLを受けるll　　　　　．美術館），また，図版の人丁に関して御協ノJ下された方々，
撃者に関しては，ヒロンは「ポルトガル人たちと，いく　　　　　特に，Erich　und　Hertha　NUrnberger（オーストリア・
人かの日本人とは散々に棒でたたかれたかわりに，死刑　　　　　トラウンキルヘン），Jaime　Coelho師（L智大学），
執行者との間にたち混って，このlflL潮の流れをT一に受け　　　　　　酒井善孝氏（ヒ智大学），神｜li敬三氏（．ヒ智大学），北村
た」（同、262頁）と記している、Hiezu　vgL　auch　　　　　芳郎氏（大1坂・南蛮文化館），富沢孝彦師（カトリック
，，Relaci6n　del　Reino　de　Nippon．．∴（Kap．8）von　　　　　札幌司教館），谷津良勝師（札幌・フランシスコ修道院），
Avilla　Giron（Siehe　Anm．10）．　　　　　　　　　　　　　　下山IE義師（東京．本所教会），高草茂氏（岩波書店），田
（48）1597年2JI　22日付長崎発のローマ教皇宛、｝｝翰で　　　　　中千禾夫氏（桐朋学園大学），並びに，　Museo　ProvinciaI
日本司教ペドロ・マルティネスは「…私は群衆の前でそ　　　　　de　Bellas　Artes／Sevilla，　Kunsthistorisches　Institut
れに、’Lち合うことが許されませんでしたので，・卜’j’架の　　　　　der　Universitat　Wien，ヒ智大学吉利支1’1・文庫，．L智大
場所から少しばかり離れた或る家の窓からこの光景を眺　　　　　学聖三木図鳥館，長崎・日本26聖人記念館，長崎県、11二図
めておりました。…」（チースリク訳，118頁）と、」｝き、　　　　　　、1『館，天理大学付属天理図、1｝館，国立国会図書館，東洋
また，ジェロニモ・デ・ジェススの殉教録にも一彼等が　　　　　　文庫，．東京大学付属図書館，カトリ・ク新聞社に衷心よ
ト字架へ到着するとこの状景を，司教と彼の宗教判‘1汲　　　　　　り謝意を表する次第である。
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ResUmee：
DIE　26　MARTYRER　VON　JAPAN　IN　DER　KUNST：EIN　WERKKATALOG
Koichi　KOSHI
Die　Geschichte　des　Christentums　in　Japan　　　Dreimaster，，San　Felipe”gesichtet，　dessen
beginnt　mit　dem　Zeitpunkt，　da　Franz　Xaver　　　Pilot，　zornig　auf　die　Beschlagnahme　der
aus　der　Gesellschaft　Jesu　am　l　5．　August　l　549　　　Schiffsladung，　den　berUhmten　Ausspruch
in　Kagoshima（SUdjapan）an　Land　ging．　　　getan　haben　so11，　die　Missionare　seien　die
Seitdem　dauert　das　sogenannte　christliche　　　Wegbereiter　fUr　die　Soldaten　des　spanischen
Jahrhundert‘i’bis　zur　AbschlieBung　des　　　K6nigs．　Im　Dezember　l　596　wurde　dann　von
Landes　gegen　die　AuBenwelt　im　Jahre　1639，　　　Hideyoshi，　den　jener　Kraftausdruck　zum
die　es　fast　250　Jahre　unm6glich　machte，　daB　　　Zorn　reizte．　unter　dem　Vorwand　des　Verfol－
ein　christlicher　Missionar　japanischen　Boden　　　gungsedikts　von　1587　der　Befehl　erteilt，　die
betritt．　In　der　ersten　Halfte　beschaftigten　sich　　　Hauser　der　Missionare　in　Kyoto　und　Osaka
die　Jesuitenmissionare，　die　faktisch　unter　　　zu　bewachen　und　ein　Namenverzeichnis　der
portugiesischem　Patronat　standen，　mit　der　　　Christen　anzufertigen．　Folglich　wurden　in　der
Ausbreitung　des　Christentums　von　der　Insel　　　Tat　sechs　auslandische　Franziskariermjssio－
Kyushu（SUdjapan）bis　zu　den　Gegenden　um　　　　nare，　darunter　auch　der　Kommissar　Pedro
Kyoto，　die　damalige　Hauptstadt　des　Landes．　　　Baptista，　und　l8　japanische　Christen　ver－
Im　Jahre　l　584　traten　auch　die　Franziskaner，　　　haftet．　Am　3．　Janner　des　folgenden　Jahres
die　unter　dem　Patronat　des　spanischen　　　wurden　in　Kyoto　diesen　24　Auserwahlten
K6nigs　standen，　in　die　Japanmission　ein，　　　zumZeichen　der　Schmach　die　linken　Ohrlapp－
jedoch　wurde　schon　im　folgenden　Jahr　auf　　　　chen　abgeschnitten，　die　Gefangenen　wurden
Ersuchen　des　Visitators　der　Gesellschaft　Jesu，　　　auf　die　Ochsenkarren　gesetzt　und　durch　die
Alexander　Valignano，　das　Breve，　in　dem　die　　　　StraBen　der　Hauptstadt，　am　nachster［Tag
Missionierung　Japans　auf　diesen　Orden　　　auch　von　Fushimi　und　Osaka，　gefahren．　Am
beschrankt　wurde，　von　Papst　Gregor　XIIL　　　　9．　Janner　fUhrte　man　dann　die　Verurteilten
verkUndigt．　Zwei　Jahre　spater，1587，　erteilte　　　　aus　der　Stadt　Sakai　auf　die　lange　Reise　nach
Hideyoshi　Toyotomi，　der　damals　die　h6chste　　　Nagasaki（SUdjapan），　wo　das　Christentum　die
Macht　des　Landes　ill　Handen　hatte，　das　　　meisten　Anhangcr　zahte‘’1‘．　Wahrend　der　Reise
Verfolgungsedikt，　durch　das　die　Jesuiten　auch　　　　traten　noch　zwci　christliche　Laien　der　Schar
nicht　mehr　6ffentlich　Mission　betreiben　　　der　24　Gefangenen　bei，　so　daB　sich　die　Zahl
konnten．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　schlieBlich　auf　26　belief．　Am　Morgen　des　5．
1593kam　der　Guardian　des　Franziskaner－　　　Februars　kamen　die　26　in　der　Hafenstadt
klosters　St．　Georg　zu　Manila，　Pedro　Baptista，　　　Nagasaki　an，　und　an　demselben　Tag　vergossen
als　das　Haupt　der　zweiten　Gesandschaft，　die　　　die　Glauヒenshelden　auf　dem　HUgel　von
der　Statthalter　der　spanischen　Philippinen　an　　　　Nishizaka　ihr　Blut　am　Kreuze．　Sechs　aus－
Hideyoshi　schickte，　nach　Japan．　Pedro　Bap－　　　landische　Missionare，　je　drei　Patres　und
tista　und　seine　Mitarbeiter　begannen　bald　　　Fratres，　geh6rten　dem　Franziskanerorden　an，
nach　der　oMziellen　Audienz　bei　H▲deyoshi　　　drei　von　den　20　Japanern　waren　Jesuiten，　und
eine　Uberaus　rUhrige　Missionstatigkeit　bei　den　　　die　tibrigcn　l4christliche　Laien，　die　entwcder
armen　Einwohnern　zuerst　in　Kyoto，　und　　　Franziskanerterziaren　oder　nachste　Mitar－
dann　anch　in　Osaka，　Sakai　und　Nagasaki．　　　beiter　dieses　Ordens　waren↓6’，．
DarUber　machten　sich　freilich　die　Jesuiten
groBe　Sorge，　im　September　l　596　befahl　der　　　Dieses　furchtbare　Ereignis　des　ersten　groBen
Bischof　von　Japan，　Pedro　Martinez，　ein　　　Martyriums　in　Japan　wurde　in　der　Hauptsache
portugiesischer　Jesuit，　die　Ausweisung　der　　　von　vielcn　Auslandern，　die　sich　damals　in
Franziskaner．　Im　Oktober　desselben　Jahres　　　Nagasaki，　dem　Ort　des　Martyriums，　auf－
wurde　in　der　Nahe　von　Urado　in　der　Provinz　　　hielten，　wie　z．　B．　Luis　Frois」8’1　aus　der　Gesell－
Tosa（lnsel　Shikoku）ein　groBer　spanischer　　　schaft　Jesu，　Marcello　de　Ribadeneyral91　aus
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dem　Franziskanerorden，　von　dem　spanischen　　　im　gleichen　Jahr，1628，　in　Mailand（：31），
Kaufmann　Bernardino　de　Avila　Giron”io［，　　　Sev川a（・3：，　und　Douai　L　：i　：i　／）Berichte　Uber　das
Juan　Pobre　de　Zamora［11．　aus　dem　Fran－　　　Martyrium　der　26，　ferner　in　Mont川a‘llo．　ein
ziskanerorden　und　von　Bischof　Pedro　Mar－　　　solcher　Uber　die　23　Martyrer．
tinez　aus　der　Gesellschaft　Jesu，　sowie　von　dem
Franziskaner　Jer6nimo　de　Jes血s‘13‘，　der　zu　　　　Von　diesen　zahlreichen，　genannten　Publika－
der　Zeit　des　Martyriums　in　Japan　war，　in　　　tionen　Uber　das　groBe　Martyrium　von　Naga－
Briefen　und　Berichten　dokumentiert｜14．．　　　saki　im　Jahre　1597　sind　nun　aber　nur　drei
Davon　geh6rt　der　Martyrerbericht（Archivum　　　BUcher，　die　1628　in　Mailand，　Modena　und
Romanum　Societatis　Iesu，　Jap．　Sin．53　ff．　　　Douai　erschienen，　mit　einem　Titelbild　verse－
1－77）des　unvergleichlichen　Japan－Kenners　　　hen：Kat．　Nr．4，19　und　2．　Diese　drej　Titel－
Luis　Frois，　den　er　am　l5．　Marz　1597　in　　　bilder　mit　der　Szene　der　Kreuzigung　der
Nagasaki　unterzeichnete，　zu　den　umfang－　　　japanischen　Martyrer（eines　davon，　Kat．　Nr．
reichsten　und　wertvollsten　SchriftstUcken　Uber　　　2，　tragt。ogar　das　Datum　vom　Jahre　l　627）
die　Verfolgung　und　das　Martyrium．　Der　　　geh6ren　zu　den　frUhesten　fest　datierten
Bericht　dieses　Jesuitenpaters，　der　zwar　erst　　　Beispielen　der　Darstellung　des　Martyriums
l935　von　R．　Galdos　S．　J．　ver6ffentlicht　wurde，　　　vom　Jahre　1597，　die　uns　erhalten　sindl34‘．
wurde　aber，　wenn　auch　in　verkUrzter　Form，　　　Die　Radierung　von　Jacques　Callot（Kat．　Nr．
schon　1599　in　Rom（15」，　Mailandd61　und　　　3），　die　fUr　die　Franziskaner　von　Nancy
Mainz‘’i7，，　ferner　1628　in　Mailandli8，，　in　　　geschaffen　wurde　und　daher　die　Kreuzigung
verschiedenen　Sprachen　gedruckt．　Zu　den　　　bloB　der　23　von　den　26　Martyrern　darstellt，
frUhesten　Drucklegungen　Uber　den　Marty－　　　kann　auch　zu　den　frUhesten　Beispielen　gezahlt
rertod　vom　Jahre　l　597　geh6rt　aber　der　1598　　　werden，　sie　dUrfte　anlaBlich　der　Beatifikation
in　Rom／Perugial「19‘und　Sevillal2〔1℃rschienene　　　vom　Jahre　l　627　entstanden　sein，　weil　die
Berichttzi‘des　Gouverneurs　auf　den　Philip－　　　Martyrer　hier　mit　Nimbus　dargestellt　sind．
pinen　Francisco　Tello　Uber　das　Martyrium　　　FUr　diese　Radierung，　die　zweifellos　eines　der
der　sechs　Franziskaner　‘　L’　2　，．　1600　und　1601　　　　kUnstlerisch　hervorragendsten　Beispiele　von
wurde　dann　in　Neapel’23，　und　Madrid［24　p　das　　　den　zahlreich　vorhandenen　Darstellungen　des
Buch　des　Franziskaners　Iuan　de　Sancta　Maria　　　Martyriums　von　Nagasaki　im　Jahre　l597　ist
Uber　das　Martyrium　der　sechs　Franziskaner，　　　und　sich　damals　verbreitet　haben　dUrfte，　ist
der　drei　Jesuiten　und　der　l7　japanischen　　　es　charakteristisch，　daB　die　23　Kreuze　nicht
Christen　publiziert＋25）．　　　　　　　　　　　　　　　　quer　in　einer　Reihe，　wie　in　anderen　Beispielen
Im　Jahre　1627，　als　die　sechs　Missionare　des　　　（Kat．　Nr．8，12、38，39，44　usw．），　sondern
Franziskanerordens　und　die　17　japanischen　　　　perspektivisch　in　zwei　Reihen　aufgestellt
Laien，　die　mit　diesem　Orden　zu　tun　hatten，　von　　　sind．　Eine　ahnliche　Aufstellung　der　Kreuze
Papst　Urban　V川．　seliggesprochen　wurden，　　　findet　sich　auch　in　dem　Titelkupfer（Kat．　Nr．
wurde　das　Verlagswerk　Uber　die　japanischen　　　　4），　das　Giovanni　Pietro　Bianchi　fUr　die
Martyrer　wieder　aktiv：in　Madridt261　und　　　mailandische　Ausgabe　des　Martyrerberichtes
Mailand〔27，　erschienen　die　beiden　Berichte　　　von　Luis　Frois　schuf，　und　in　dem　61gem創de
Uber　diese　23　Seliggesprochenen．　Im　folgenden　　　（Kat．　Nr．5）von　Tanzio　da　Varallo（gest．
Jahr　wurden，　gleichsam　in　Erwiderung　darauf，　　　1635）．　Das　letztere　von　diesen　beiden
von　Seiten　der　Jesuiten，　drei　Arten　von　　　oberitalienischen　Werken，　das　in　der　Mitte
Berichten　Uber　den　Martyrertod　der　drei　　　der　beiden　Reihen　von　Kreuzen　das　Haupt
Jesuiten，　die　ihrerseits　erst　1629　ebenfalls　　　der　Erstlingsmartyrer，　den　Franziskaner　Pedro
seliggesprochen　wurden，　in　Modena（28］und　　　Baptista，　zeigt，　ist　besonders　eng　mit　der
Mailand‘　29，　publiziert．　AuBerdem　erschienen　　　Radierung　von　Callot　verwandt，　was　uns　mit
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tE．Male　einen　EinfluO　von　ihm　vermuten　　　religieux　apr∂s　le　concile　de　Trente（1932）（41），
laBt（35）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wo　allerdings　nur　acht　Beispiele　der　Darstel－
Das　Martyriumsbild　von　Callot　stimmt　　　lung　des　japanischen　Martyriums　im　Jahre
zwar　nicht　immer　mit　den　Schilderungen　der　　　　1597　angefUhrt　sind，　hingewiesen　hat，　ist
Berichterstatter，　die　sich　zur　Zeit　des　Marty－　　　dieses　GegenUberstehen　der　beiden　Orden
riums　in　Nagasaki　aufhielten，　Uberein，　aber　　　tatsachlich　auch　in　der　Kunst　zu　beobachten．
man　k6nnte　sagen，　daB　es　gerade　darum　　　Bis　zur　He川gsprechung　von　allen　26　Marty－
einen　kUnstlerischen　Reiz　hat．　Nach　dem　　　　rern　im　Jahre　l862　sind　sie　namlich　aus－
Martyrerbericht（Kap．16）von　Luis　Frois　　　nahmsweise　vollzahlig　zusammen　dargestellt
z．B．　sollen　namlich　viele　Soldaten，　mit　Lanzen　　　　worden．　Die　Ausnahmen　vorder　Kanonisation
bewaffnet，　den　Richtplatz　rundum　abgesperrt　　　bilden：das　schon　erwtihnte　Titelbild（1628）
haben，　und　auBer　den　beiden　Jesuiten－　　　von　Bianchi（Kat．　Nr．4），　eine　Kupferstich－
patres，　Joao　Rodrigues　und　Francisco　　　　illustration　zu　dem　1634　in　Antwerpen　er－
Pasio，　soll　jedem　das　Betreten　des　Richt－　　　schienenen　Buch　von　Petro　Biverius（Kat．　Nr．
platzes　verboten　gewesen　sein（36、；Die　26　　　6）und　das　Fresko，　wahrscheinlich　aus　der
Kreuze　sollen　in　je　drei　oder　vier　Schritten　　　　ersten　Halfte　des　l　7．　Jahrhunderts，　in　der
Abstand　in　einer　Reihe，　und　zwar　in　deren　　　Kathedrale　von　Cuernavaca　in　Mexiko（Kat．
Mitte　die　sechs　Kreuze　fUr　die　auslandischen　　　Nr．8）．
Franziskaner，　aufgestellt　worden　seinv37、．　Im
Vergleich　mit　der　Radierung　Callots　stellt　　　In　Japan　kam　im　17．　Jahrhundert　die　grauen－
das　Titelkupfer　Bianchis，　in　dem，　wie　die　　　　hafte　Verfolgung　der　Christen　unter　den　drei
Inschrift　unten　am　Rande　zeigt，　die　Kreuze　　　Shogunen（Herrscher）aus　dem　Hause　Toku－
fUr　die　sechs　Franziskanermissionare　in　der　　　gawa．　Die　Trag6dien　der　japanischen　Marty－
Mitte　aufgestellt　sind　und　die　beiden　Jesuiten，　　　rer　wurden　eine　nach　der　anderen　dem　Abend－
die　die　Martyrer　ermutigten，　zu　sehen　sind，　　　1ande　berichtet　und　erweckten　elne　starke
den　historischen　Tatsachen　getreuer　die　　　RUhrung　der　Katholiken．　Die　heldenhaften
Kreuzigungsszene　dar，　weil　dieses　eben　fUr　　　　Taten　der　japanischen　Christen，　die　sich　der
den　Martyrerbericht　von　Frois　gemacht　　　greulichen　Verfolgung　gegenUber　sahen，　stellen
wurde．　Das　Titelbild　stimmt　ferner　in　der　Art　　　die　Verk6rperung　jenes　christlichen　Para－
der　Hinrichtung　mit　der　Beschreibung　von　　　doxons，，Victor　quia　victima”dar　und　fes－
Frois　Uberein，　daB　sich　vier　mit　Lanzen　　　　selten　daher　die　Christen　der　Barockzeit　mit
bewaffnete　Schergen　zu　je　zweit　vor　ein　　　exotischen　Reizen．　Man　k6nnte　vielleicht
Kreuz　stellten，　indem　sie　ihre　Lanzen　vor　der　　　ruhig　sagen，　daB　Japan　durch　das　Marty－
Brust　des　Opfers　kreuzten↓39’）．　In　dem　fUr　das　　　rertum　doch　den　Europaern　naher　bekannt
Buch　des　Jesuiten　Frois　bestimmten　Bild　von　　　wurde．　Es　ist　schon　von　J．　MUIIerl4：“皿d　jn
・Bianchi　sind　jedoch　interessanterweise　die　　　　letzter　Zeit　auch　von　Th．　Immoosl42・hinge－
Martyrer　nicht　zu　finden，　die　sich　mit　dem　　　wiesen　worden，　daB　das　Thema　Japan　im
KostUm　des　Franziskanerordens，　wie　in　der　　　Barocktheater，　besonders　im　Theater　der
Radierung　von　Callot，　bekleiden．　　　　　　　　Jesuiten，　die　mit　Vorliebe　die　Martyrer　ihrer
Es　war　schon　von　der　Rivalitat　der　Gesell－　　　Missionaslander　auf　die　BUhne　brachten，　eine
schaft　Jesu　mit　dem　Franziskanerorden　in　　　nicht　geringere　Rolle　spilete．　Nach　den
der　Missionszeit　in　Japan　die　Rede．　Diese　　　Studien　von　Th．　Immoos　wurden　Dramen，
zeigt　sich　ebenso　in　dem　Fall　der　Druckschrif・－　　　die　Japan，　vor　allem　japanische　Martyrer，
ten　Uber　das　Martyrium　von　Nagasaki　im　　　wie　z．　B．，，Christianomachia　Japonensis”，
Jahre　l　597，　was　wir　schon　gesehen　haben．　　　，，Protasius　Rex　Arimae”，，，Justus　Ucondonus”
Wie　schon　E．　Male　in　seinem　Buch　L’art　　und”Sieben　japanische　Martyrer”，　zum
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Thema　haben，　zwischen　l　605　und　1836　in　　　　es　vor　allem　in　Lima　viele　Beispiele．　Z．　B．
ganz　Europa　l　64　mal　gespielt．　Was　die　　　finden　sich　unter　den　insgesamt　40　Martyrern
Martyrer　von　Nagasaki　im　Jahre　1597　betrifft，　　　des　Franziskanerordens，　die　im　Kreuzgang
haben　wir　auch　Dokumente，　daB　l　628　in　　　des　Franziskanerklosters，　je　einer　auf　jedem
Duinkerken（Nordfrankreich）und　l　630　in　　　　Pfeiler　in　Kachelnbildern（Sevjllianer　Kacheln
Tournai　Dramen　Uber　das　Martyrium　der　　　aus　der　ersten　Halfte　des　l7．　Jahrhunderts）
drei　Jesuiten一，Het　Christen－Saet　van　Japo－　　　zu　sehen　sind，　die　23　Martyrer　von　Nagasaki
nien　oft　de　Martelie　van　Paulus　Michi，　　　（Kat．　Nr．1D　den　historischen　Tatsachen
Johannes　de　Goto，　ende　Didacus　Guizai，　　　getreu　dargestellt：die　Hande　und　FUBe　der
Japonosiseバ　und　，，Martyrium　trium　e　　　　Martyrer　z．　B．　sind　hier　mit　eisernen　Fesseln
Societate　Japonensium”－gespilet　wurden．　　　　　ans　Kreuz　geheftet，　wie　Frois　uns　berichtet
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Kap．16）．
Nicht　nur　in　der　Publikation　des　17．　Jahr－　　　　Von　den　Titelbildern　der　wahrend　des　17．
hunderts　und　im　Barocktheater，　sondern　auch　　　　　Jahrhunderts　erschienenen　BUchern　Uber　die
in　der　Kunst　des　Barocks　wurde　das　Thema　　　Martyrer　von　Nagasaki　im　Jahre　1597（Kat．
Japan，　vor　allem　das　von　den　japanischen　　　Nr．22，29　usw．）sei　hier，　auBer　den　bereits
Martyrern，　oft　aりfgenommen．　In　Italien　　　erwahnten　Beispielen（Kat．　Nr．2und　4），　nur
wurden，　wie　schon　E．　M創e，　A．　Pigler（Bat・ock－　　　eines　erwahnt：das　Titelkupfer　zu　dem　1674
the〃le〃，1956／1974）und　L　R6au（1co〃ographie　　　in　MUnchen　publizierte　BUchlein　Uber　die
de　1’art　ehrtitie〃，　III，1958）aufmerksam　　　　drei　Jesuitenmartyrer（Kat．　Nr．28）．　Dieses
gemacht　haben，　das　Martyrium　der　23　von　　　Titelbild　ist　nichts　anders　als　eine　Kopie　nach
Cam川o　Rama（gest．　nach　l　622，　Kat．　Nr．1），　　　dem　Kupferstich　von　Schelte　Adams　Bols－
Tanzio　da　Varallo（gest．1635，　Kat．　Nr．5）　　　wert（gest．1659，　Kat．　Nr．27），　das　sich
und　Francesco　Maffei（gest．1660，　Kat．　Nr．　　　damals　verbreitet　haben　dUrfte．　Das　Werk
53）dargestellt，　w2ihrend　Giovanni　Lanfranco　　　dieses　flandrischen　Kupferstechers　kann　neben
（gest．1647，　Kat．　Nr．20），　Cavaliere　d’Arpino　　　　dem　von　Callot（Kat．　Nr．3）ohne　Zweifel　zu
（gest．1640，　Kat．　Nr．21），　Cagnacci（gest．　　den　besten　graphischen　Werken　gezahlt
l681，　Kat．　Nr．24　und　25）und　Lorenzo　　　werden，　die　die　japanischen　Martyrer　dar－
Pasinelli（gest．1700，　Kat．　Nr．26）die　Kreuzi－　　　stellen．
gung　der　drei　Jesuiten　malten．　　　　　　　　　　　Im　l8．　Jahrhundert　machte　man　nicht　so
Die　Beispiele　in　Spanien　und　in　seiner　　　viele　Kunstwerke　wie　im　17．　Jahrhundert，　die
Kolonie　Peru　sind　teilweise　schon　von　D．　　　die　Martyrer　von　Nagasaki　im　Jahre　l597
Pacheco．45’bekannt　gemacht．　In　Spanien　　　　zum　Gegenstand　haben．　Als　Beispiele　hiefUr
wurden　vor　allem　viele　Holzstatuen　der　drei　　　seien　hier　nur　das　Gemalde　mit　der　Szene　des
Jesuitenmartyrer　geschnitzt，　von　denen　die　　　Martyriums　von　den　drei　Jesuiten（Kat．　Nr．
von　Francisco　Diaz　del　Rivero（um　l630，　　　31），　das　von　H．　Voss　als　FrUhwerk　von
Kat．　Nr．58），　Alonso　de　Saavedra（1670，　Kat．　　　Frangois　Boucher　anerkannt　wurde，　und
Nr．59），　Marcelino　Roldan（1732，82）und　　　dessen　Kupferstichkopie　von　Laurent　Cars
Pedro　Duque　Cornejo（gest．1757，　Kat．　Nr．　　　（gest．1771，　Kat．　Nr．32），　sowie　das　Titelbild
83），sowie　die　Juan　de　Mesa（gest．1627）　　　（Kat．　Nr．13）und　die　Illustration（Kat．　Nr．
zugeschriebenen　sch6nen　Statuen　aus　Holz　　　14）zu　dem　dritten　Band　der　l744　in　Manila
（Kat．　Nr．81）besonders　bemerkenswert　sind．　　　ver6ffentlichten　Chronik　des　Franziskaneror－
Auch　In　Peru　wurden　schon　1630　zwei　　　dens　angefUhrt．　Diese　beiden　graphischen
Gemalde（Kat．　Nr．9und　10），　die　die　23　　　Werke，　die　die　Kreuzigung　der　23　Martyrer
Martyrer　darstellen，　von　einem　Maler　namens　　　wiedergeben，　k6nnen　zu　den　Beispielen
Lazaro　Pardo　de　Lagos　gemalt．　In　Peru　gibt　　　gezahlt　werden，　die　die　Szene　des　Martyriums
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vom　Jahre　l　597　am　ausfUhrlichsten　darzu－　　　Unterschied　von　dem　17．　Jahrhundert　nicht
stellen　versuchen．　Wie　Frois　schildert，　sind　　　mehr　von　dem　mehr　oder　weniger　groBen
hier　die　Augenzeugen　des　Martyriums　zu　　　maler　der　Zeit　gemalt，　und　in　diesem　Jahr－
sehen，　die　nicht　vor　dem　Schlag　der　Schergen　　　　hundert　hat　das　Thema　der　26　Japanischen
zurUckweichen　und　die　TUcher　in　das．Blut　　　Heiligen　Martyrer　zwar　japanische（Kat．　Nr．
der　Martyrer，　das　in　Str6men　floB，　tauchen；　　　91，47／48／93，50／51／94，92　und　95），　jedoch
in　der　Mitte　des　Richtplatzes　ist　das　Schild　zu　　　nicht　so　sehr　auslandische　KUnstler　interes一
丘nden，　auf　dem　das　Verurteilungsdekret　　　siert．
geschrieben　stand↓47‘．　Urigens　ist　in　den
beiden　Werken　rechts　unten　der　Bischof　von　　　Die　vorliegende　Arbeit　hat　sich　zur　Hauptauf－
Japan，　Pedro　Martinez，　dargestellt，　der　nach　　　gabe　gemacht，　Kunstwerke，　die　die　Szene
seinem　Brief　vom　22．　Feberuar　l　597　von　dem　　　des　Martyriums　von　Nagasak口m　Jahre　l　597
Fenster　eines　Hauses　die　Martyriumsszene　　　zum　Thema　haben，　zu　kata｜ogisieren，　wobei
gesehen　haben　sol1．　　　　　　　　　　　　　　allerdings　Werke，　die　einzeln　jeden　Martyrer
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wiedergeben，　ausgenommen　sind．
Im　Jahre　l862　erfolgte　am　Pfingstfest　die
feierliche　Heiligsprechung　aller　26　Martyrer
in　St．　Peter　zu　Rom：sie　wurden　zum　ersten
Mal　in　der　Geschichte　des　japanischen
Chistenturns　von　Papst　Pius　IX．　kanonisiert．
AnlaBlich　dieser　Heiligsprechung　wurde　die
Publikation　der　BUcher　Uber　diese　japanischen
Heiligen　wieder　aktiv，　allein　im　Jahre　l862
wurden　in　Rom，　Breda，　Paris，　Lille，　Luzern，
Madrid，　Valencia，　Mainz，　Toulouse，　Dub－
lin　usw．　mehr　als　l7　Arten　BUcher　Uber　alle
26　0der　Uber　die　23　0der　die　drei　Jesuiten
oder　Uber　Pedro　Baptista　ver6ffentlicht‘49・‘，
von　denen　mindestens　sieben　mit　einem
Titelbild　versehen　sind：Kat．　Nr．15，66，67，
37／38，39，40　und　41．　Von　den　Titelbildern
dieser　BUcher　sind　das　Titelkupfer　zu　dem　in
Breda　erschienenen　Buch　von　N．　A　A．　Aus－
sems（Kat．　Nr．39）und　der　Holzstich　von
dem　Pariser　reproduzierenden　Holzschneider
Auguste　Pontenier（Kat．　Nr．40）zu　dem　Buch
von　D．　Bouix　in　der　Hinsicht　interessant，　daB
eines　von　diesen　Titelbildern，　die　die　Kreuzi－
gung　der　26　Martyrer　darstellen，　in　Japan　von
einem　japanischen　Kupferstecher　namens
Aritoshi　Ishida　in　einem　Titelbild（Kat．　Nr．
42）zu　dem　l　887　in　Osaka　publizierten　Buch
Uber　das　Martyrium　der　26　Heiligen　kopiert
wurde．
Im　I　9．　Jahrhundert　wurden　die　26　Martyrer，
wenn　sie　auch　kanonisiert　wurden，　zum
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日本26殉教者作品カタログ　　　　　　　　Katalog　von　Darstellungen　der　26　japa－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nischen　Mlirtyrer
1．1597年の長崎における殉教場面を表わ　　　　1．Werke，　die　die　Szene　des　Martyriums　von
　　　　す作品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nagasaki　im　Jahre　l　597　darstellen
i・フランシスコ会関係23人（フランシス　i’㌫蕊1濡；「7謬認：1隠）1
　　　　　　コ会」：6名およびEI本人平信徒17名）　　　　　　und　Beispiele　der　Kreuzigung　von　allen
　　　　　の礫刑図，および、列聖式（1862年）　　　　　　26　Martyrern，　die　vor　der　Kanonisation
　　　　　以前の26人全員の礫川wl　　　　　．．（1862）entrtanden　．．
ii・3イエズス会1・の礫刑i×l　　　i；；：911隠愁1舗；ll＝iligen
　iii・列聖式（1862年）以後の26聖人全員の　　　　　　（Beispiele　nach　der　Kanonisation　im
　　　　　礫斤1」1ヌl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jahre　l　862）
i。．殉教場1時表わすその他のf闇，　　　iv・Ande「e．Beiミpiele．；e「Ma「ty「i・m・zene．
　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　II．　Werke，　dle　die　Martyrer　von　Nagasakl
II・1597年の長崎における殉教者を表わす　　　　　im　Jahre　1597　darstelien
　　　作品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v．　Die　drei　Jesuiten，　die　das　Kreuz　halten
　　v．－1・字架を持つ3イエズス会士　　　　　　　　vi・Andere　Werke・die　die　drei　Jesuiten
・i・3イエズス会1繊わすそのfUlの作品　。ii．　C：216，　di，、ech、　F，an。i、kan，，　die
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うvii・　フランシスコ会1：　6人・フランシスコ　　　　　　23　Martyrer，　und　alle　26　Heilige
　　　　　会関係23人，および，26聖人全員を表　　　　　　darstellen
　　　　　わす作品
文献略号　Abgekifrzt　zitierte　Literatur　　　　　　Eine　Aus“・’ahl　v・n　Ver“’eichnissen　zur　Ik・n・graρhie
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cles　17．　und　18．ノahi・hun（lei’ts，2．　erweiterte　Auflage，
Froi・s’－Gaidos，1～（・1αc’∂’1‘ノelルfartit’io＝Rela（・∫∂〃‘ノel　　　　　　　Budapest　1974，　Bd．1－II、　Tafelband．
ルlartirio‘／ρlos　26　cノ・istianos　crllci．ficat／os　en八「anga－　　　　　　R40～’．1co〃o．ot・aphie〃1＝L．　Reau，　Iconogt’aphie　de
saquiε／5Febt’ei’o　de／597．　P．　Luis　Frois　S．」．　Autor．　　　　　1’art（・ノire’tien，Tom：III，　Paris　l958．
P．Romualdo　Gardos　S．　J．　Editor．　Roma　l935．　　　　　　　　Tli　ie〃1：・－Becke，・＝A〃gρ〃1㌘〃～ク∫Le．vikon∂er　bildenden
ル1Cl／e，　Aprc＞s　Trente＝E．　Male．　Lqart　，・eligieu－x’‘de　／a　　　　　Kii’nstle，・VOtl　de，’Antike　bisご，〃’（7egen　VVat・t，　hrg．　VOn
fi’n（／u　XWe　sic｝cle．‘ttt．Yレ〃e　sic｝（’1e　et　c’lit　XVI〃e　　　　　U．Thiem：und　F．　Be：ker（und　von　H．　Vollmer），　Bd．
si～cle．　Etude　sttt・／’iconog’・aphie　api’Os　te　eon（・ile（／‘・　　　　　　1－XXXVII，　Leipzig　l907－1950．
Tt’ente．　Itatie－Ft“ance－　Espagne－F／ati‘li’es、　Paris　　　　　「ll本：卜六聖．ノ＼・長崎』＝「H本二・卜六聖人・長崎』，
1951（Deuxiさmeξdition）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二【・六聖人資料館，1962年．
Latti’es　＝J．　Laures，　Kii’ishitan．8〃〃んo．　A　iN4anitel　　　　　パチ．．．コ「エス・vニアのH本殉教者像」＝Diego　Pache－
of　Books　and　I）OCUill〈’11tS　OII　thρρai’IS　chi’i、S’tia’1　Mis－　　　　　co　lエスパニァのH本殉教者像」，『キリシタン研究』
、s’ion　in　Japan　lt’ith　spe（’ial’‘efet‘e〃c‘J　to　t／1　（．1コi’i’1（’ipa1　　　　　　　　　　算＞81間：，　11汀ll’五、文負∬，　1963《ド，　202－205｝1↓．
Lib「aries　in／apan　and”10”eρa「ti（’ula’カ’to　the　col一　　　　　パチェコ1‘IJマ植民llS代ρ）．美術に現われたH本の殉教
lection　at　Sophia　Universit．i・，　T6ky6，　third．　revised　　　　　　者」＝ディエゴ・パチェコ（岩t谷．1▲二郎訳）「リマ（ぺ
and　enlarged，　Edition．　T6ky61957．　　　　　　　　　　　　ノし一）植民時代の美1’lllに現われたト1本の殉教者」，『キリ
」ρif？’1et・，80”oc〃17ε〃7（り7＝A．　Pigler，　Ba’・oc々1π・〃len．　　　　　シタン研究，t／第8刷，　ilf川弘文館，1963年，｜79－184頁．
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1．1597年の長崎における殉教場面を表わす作品　　　　　3
　　Werke，　die　die　Szene　des　Martyriums　von　Naga．　　　　ジャック・カロ
　　saki　im　Jahre　1597　darstellen　　　　　　　　　　　　　　Jacques　Callot（Nancy　l　592－1635　Nancy；Thieme・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Becker，　V，406－408）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング（16．7×ll．3cm），1627年以後
i．フランシスコ会関係23人の礫刑図，および，　　　　　Radierung（16．7×11．3cm），　nach　1627
列聖式（1862年）以前の26人全員の礫刑図　　　　　　　第1ステート1．Zustand
　Die　Kreuzigung　der　23　Milrtyrer　und　Beispiele　　　　左下に署名Signiert　links　unten：Callot　fec．
　der　Kreuzigung　von　allen　26　Martyrern，　die　vor　　　　下部余白に銘Inschrift　unten　am　Rande：Le　Pourt’
d，，Kamni、ati。n（1862），nt，t。。d，。　　　　　・ai・t　d竺P・emi・・23　M・・ti・e　mi・en　C「・ix　pa「↓竺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　predicaon．　de　la　S．　foy　au　Giappon／soubs　rEmpe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Taicosam　en　la　Cit6　de　Mongasachi，　de　lordre　des
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　freres　mineurs　Observantin　de　S．　Francois．
1
カ，。．，一マ（ブ、。シ。の醐，1622年以微）　　国・晒鞍蝉蔵（G’1971－1；昭和4i年離入」F品）
C。m川。　R。m。（M。ler　v。n　Bre、ci。，9，、t．　n。、h　1622；　　T°ky°・Nat1°nalmuseum　fU「Westllche　Kunst（Inv・
Thi，m，．B，。ker，　XXVII，584）　　　　　　N「・G’1971’5）
ブレッシァ，サン．ジュゼッペ聖堂：油彩画　　　　　　　　　　フランシスコ会関係23人の礫刑
B，e、ci。，　Chi，、a　di　S．　Gi。、epP，、　Olg。mald。　　　　Die　K「euzigung　de「23　Ma「ty「e「
フランシスコ会関係23人の礫刑　　　　　　　　　　　　　　　このエ・チングは・ロレーヌ（ナンシー）のフランシス
Die　Kreuzigung　der　23　Martyrer　　　　　　　　　　　　　コ会のために制作されたもの（この修道会とカロとの関
文献Li・．・G．・．　C・・b・ni，・Le　P・tture　・　・culture　di　係！こついては・E・Ma「tin・J・ρall°t　et　1’；「ζ「e　de
Brescia，1760，21；C。t．　de〃。　M。吻4．1ぬ輌，。　a　　Sa’nt　F「ang°is・S・maine．「eligieuse　d”　di°cese　de
Bresci。・。，1・600・。　700，　B，e、ci。1935，63；Thi。me－　　Nancy・1929鯵照）で・E・マールのいうように1627
Becker，　XXV・1（1933），584；Pigler，　Bar。。k，h。men，　　年の列福式後間もない頃のイノ品と考えられる・J・リゥー
Bd．1，434　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルは1628年の初め，　Th・シュレーダーは1629年頃の制
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作としている。レニングラード（エルミタージュ美術
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館）には，このエッチングのための部分習作のデッサン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が4点残っている（D．Ternois，　Catalogue　des　dessins
2　　　　　　　　　　　　　　de　Ja。ques　C。〃。t，　Pa・i・1962，1102－IIO5；Th．
ドゥエ（フランス）’1628年刊『フランシスコ会23殉教　　　　　Schr6der，　Jacques　Ca〃ot，　MUnchen　1971，Bd．1，651
者および3イエズス会士の生涯と死』の銅版扉絵（1627　　　　　を参照）。本図と関連する諸作例（本カタログ2，4，5）
年の年記）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　については本文18－19頁を参照。なお，本図は後に，アン
Titelkupfer（datiert：1627）zu：La　vie　et　la　mort　　　　トニオ・フランシスコ・カルディム著r日本殉教精華』
de　vingt’trois　martyrs　de「ordre　de　Saint－Frangois　　　　（ロ＿マ・1646年刊，本カタログ22）の挿図としても使
et　de　trois　j6suites・tous　crucifiez　et　transpercez　de　　　　　われたらしい（これについてはJ．　Lieure，　Jacques
lance　au　Japon・Ensemble　les　prodiges　et　miracles　　　　　Callot，　Paris　1927，　V，89参照）。
a「「ives　devant　e‘　ap「es　leu「ma「ty「「ec°gnu　pr「　　Di，、e　R。di，，ung，　di，　J．　C。ll・・fU，　di。　F，an。i、k。ner
ド・S・P・U：ban　VIII・en　Julllet　de「an　1　628…D°ua1・　　。。n　L。rrai・，、ch。f，，ch，i。・b。ld　nach　der　B，atifika－
1mp・de　Ple「「e　Au「oy・1628　　　　　　　　　　　　　　　tion　der　23　japanischen　Martyrer（1627）entstanden
フラシンスコ会関係23人（？）の礫刑　　　　　　　　　　　　zu　sein，　wie　E．　Male　meint．　J．　Lieure　datiert　dieses
Die　Kreuzigung　der　23（？）Martyrer　　　　　　　　　　　Werk　um　den　Anfang　des　Jahres　1628，　Th．　Schr6der
この銅版扉絵とジャック・カロの銅版画（本カタログ　　　　　um　I　629．－ln　Leningrad（Eermitage）gibt　es　vier
3参照）との関連は，J・リウールにより指摘されている。　　　　　Vorzeichnungen　dazu（Ternois　1102－1105）＿Sptiter
J・Lieure　hat　auf　die　Beziehung　dieses　Titelkupfers　　　　　　scheint　diese　Radierung　Callots　auch　als　Illustration
zu　der　Radierung　von　Jaques　Callot（siehe　Kat・Nr・　　　　　zu　Fasciculus　e　iapPonicis．f70ribus．．．　von　Antonio
3）hingewiesen．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Francisco　Cardim（Rom　I　646，　siehe　auch　Kat．　Nr．
文献Lit．：J．　Lieure，　Jacques　Ca〃ot，　Paris　1927，1，　　　　　22）verwendet　worden　zu　sein（vg1．　darUber　J．　Lieure，
100，note　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V，89）．－Siehe　auch　den　Text　S．29－30．
34
文献Lit．：EMeaume，　Recherches　sur　la　vie　et　les　　　　　Ternois，　L’art　de　Jacques　Ca〃ot，　Paris　1962，　p．176，
oui・・rages　de　Jacques　Cα／10ちNancy　1853，　No．155；　　　　　pl．60b；Th．　Schr6der，　Jacques　CaUot．　Das　gesamte
J．Lieure，　Jacques　Callot，　Catalog　of　the　Graphic　　　　　Werk，　MUnden　1971，　Bd．1，627－628，　Bd．2，1481；
Works・New　York　I　969（Reprint：Paris　1927），　VoL　　　　　r国立西洋美術館年報』No．5／1971，58－59（新収作品
V，88－89（No．594），　Vo1．1，100；Mcl　te，　Ap”¢s　Trente，　　　　日録），挿図
118－Il9，　Fig．63；ノ～tial，，　Icono8raphie〃1，921；D．
・・ua・∫毎・・嚥鰻嫉’凌協典in；・de・1・・d…de・！一禰竺・』〃鰯元湯疏興・
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4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する天使ケルビムのモチーフなどの点で密接な関係にあ
ジ。ヴァンニ・ピエトロ・ビアンキ（1625年頃ミラノで　　　　　る（これについては本文29－30頁参照）。
活躍した銅版画家）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dieses　Titelkupfer　von　G．　P．　Bianchi，　das　eines　der
Giovanni　Pietro　Bianchi（Kupferstecher，　tatig　in　　　　　　frUhesten　Beispiele　von　der　Darstellung　der　Kreuzi－
Mailand　um　1625；Thieme－Becker，　III，583）　　　　　　　　gung　aller　26　Martyrer　ist，　hat　enge　Beziehungen　zu
、レイ。．。。イ。著・26殉教稔、（，ラ，・1628年　　d・・R・di・・ung・・n　Call°t（Kat・N「・3）：i”　de「
刊）の銅版扉絵（12・9、m）　　　　　　persp・kti・i・ch・n　A・fstellung　de「K「euze　und　in　dem
Ti，，lk。pfe，（12・9、m）。u・R・1・・i・n・／D・ll・gl・・i・・a　　M・・i・d・・Ch・・ubinen・die　gen　Ma「ty「em　Palm’
m。，，，／Di　XXVI．　P。、，i　l。　C，。ce／P，，　c。mmanda－　　zw・ig・・d　L・・bee・k・anz「elchen・Vgl・auch　den
m，nt。　d，1　Re・di・Gi。pP。ne，。11i・5．　di　F・b・ai・／1597．，　　T・xt　S・29’30・
de　quali　sei　furno（sic！）Religiosi　di　San　Francesco，
tre　della　Compagnia　di　GiesU，　e　diecisette　Chri－l
stiani　secolari　GiapPonesi，　posti　nel　numeroi’de　SS．
Martiri　da　N．　S．　Papa　Vrb．　V川．／alli　I5．　di　Set－
tembre　ranno　I627．IMandata　dal　Padre　Luigi　Frois
alli　15　di　Marzo　ristessolanno　1597．　al　R．　P．　Claudio
Aquauiua　Generale／di　detta　Compagnia／Tradotta
in　Italiano　dal　P．　Gasparo　Spitilli／di　Campli　de11a
medesima　Compagnia．／ln　Milano．／Per　Gio：Bat－
tista　Bidelli．　M．　DC．　XXVIIL　［Laures　386（257）］．
下部余白右に署名Signiert　rechts　unten　am　Rande：
G．P．　Bianchi　F．　in　MiL
下部余白の銘　Inschri　ft　unten　am　Rande：Vintisei
Santi　Martiri　posti　in　Croce　nel　Giappone　a　5　di
Febraro　ranno　l597／A．　Li　6．　Frati　Franciscani
Scalzi，　B．　i　tre　Religiosi　della　Compa．　di　GiesU　Giap－
ponesi／Compagni　di　120　della　medesima　Compagia
di　Varie　nationi　che　stauano　in　quel／tempo　Sparsi
nel　Giappone；nel　quale　Regno　i　detti　Padri　prima
di　tutti，　e　longo　tempo　soli　hanno　piantato　la
nostra．　Sa．　Fede，　et　al　presente　la　conseruano　tra／
Mille　trauagli，　pene，　e　morti，　C．　li　17　Christiani
secolari　Giapponesi，9de　quali　fuxo＝／no　conuertiti
alla　Fede　dai　Padre　di　S．　Francesco，　et　8　da　quelli
Guadia　Moscheltleri　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る滋鎌灘…講鍵｝灘竪羅、鰻　酪”・　．・弓’・灘泡　捲襯ぽ．
銘帯　Auf　der　Banderole：Christo　confixi　sumus
Cruci・ad　Gal：2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
東京大学付属図書館（AlOO／826）蔵　　　　　　　　　　　　　　タンツィオ・ダ・ヴァラロ，本名アントニオ・デンリコ
Bibliothek　der　Universitat　Tokyo　　　　　　　　　　　　　　　　　Tanzio　da　Varallo，　eigentlich　Antonio　d’Enrico
26人全員の礫刑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Alagna　um　l575－1635　Varallo？；Thieme－Becker，
Die　Kreuzigung　aller　26　Martyrer　　　　　　　　　　　　　XXXI　I，436－437）
本図は，26人全員がそろった殉教図の最も早い作例のひ　　　　　　ミラノ，ブレラ美術館．油彩，カンヴァス，115×80cm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ　とつであり，J．カロのエッチング（3）と，十字架の遠　　　　　Milano，　Pinacoteca　di　Brera，　Nr．385：01　auf
近法的配列法および，椋欄の枝と月桂冠を殉教者に用意　　　　　Leinwand，　I　I5×80　cm
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フランシスコ会関係23人の礫刑　　　　　　　　　　　　　　　　6
Di・K・euzigung・d・・23　Ma・ty・e・　　　　　　ペト・・ビヴ。リウス（イエズス会1，）著r－i－’・i；：架の聖
この油彩画は，181　Ml－i、ヴァラロの修道院からプレラ夫　　　　　所並びにト字架にかけられた人及び十字架を負った人の
術館に入・1たものであるが、タンッィオはヴァラロで　　　　　忍耐s（アントワープ・1634年1；rj）の銅loえ挿絵
1628年以後まで仕「IIをしている．カロのエッチング　　　　　　Irlustration（Kupferstich）zu：　Petro　Biverius（S．　J．）：
（3）を思わせるこの作品についてE・マールは，タンッ　　　　　　Sanctuarium　Crucis　et　Patientiae　Crucifixorum　et
イオはカロの版画を知rていたのであろうと推定してい　　　　　　Cruciferorum，　Antverpiae　1634
る。本文18頁参照　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド部余白の銘　Inschrift　unten　am　Rande：Cedite
　　　　　　　　　　　　　　　　tゆDleses　Olgemalde　erwarb　die　Pinakothek　Brera　l811　　　　　　nunc　Fotoqui，　Christi　vicere　tropaea．　Germinat　ex
aus　dem　Convento　delle　Grazie　in　Varallo，　wo　　　　　　nostro　Sanguine　diva　fides．
Tanzi°bis．nach　1628　a・b・it・t・・－E・　Mal・ve・m・・…　　一・，国、・咽繍芋蔵P・・i・，　Bibli・・heq。，　N。ti。nale
謝。蕊1ぷ；S蒜竺，㌦蕊蒜，還　幽1ぐ供・坂轍）
29．　　　　　　　　　　　　　　26人全員の噺l」
㍑㌫竺・灘纂ご＝㍍・・㌘　：：躍n㌶惣㌻・．
4・4，T・f・lband、・T。f．　142、　E．　M。d・gli。nL伽1。，。　　文献Llt・：J・B：．　Kp1PPing・1・・n・・励’Of　the
d。〃a・Pi＿＿1、8，・e，。1“M“。“。，　Milan。1966、　　C°ttnter　Ref°rmation’in　the　Netherlands－Heaven・’1
77（N，．385）、坂醐一、イ、キ，ス，教働教i。1のr．：、　　ea”th，・Nieuwk°°P－Leid・n　1974・V・L　I・137・坂
三について、、・剤史．，74、V。1．　XIX、iN。．2，1969　　ご1・lili．II　．／－〈キリスト縦殉教図の二年ついて・・咲
・1・1，68－69頁（第、1・、1、，i総会蹴触要旨）、坂イ、満　　　波74・V°1・XIX・N°・2・　1969年，69頁
「三人たりない殉教者’＿、≡1：術日ll切1．：1969年11JPJ’，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　、
1　08　　L『↓、　　　　　」一，li　「k’i　　：　　　∫反　　イ＿〈　言llt：」　　・　　　、｜f－　／－」．　ノ亡　1’：ii…　　　　　1　i｛’i　2，（　　戊ミ　｛イ；i、：　、　　　　　ノJ　、　’、｝rl：禽‘｛
（ll本ノ．）美日f34）　1974、　94日，　i『，fi［マ13
繁⑩蹴～鹸勉焔・・屍繊・葺
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7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
パリ国立図書館蔵の銅版両（1684年）　　　　　　　　　　　　　クエルナパカ（メキシコ），司教座大聖堂：フレスコ壁
Kupferstich　aus　dem　Jahr　1684（Paris，　Bibliothさque　　　　　　画、17世紀前半（1627年以後？）
Nationale）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cuernavaca（Mexico），　Catedral：Fresken　aus　der
デ＿タ不明　　Genaueres　unbekannt　　　　　　　　　　　　ersten　Halfte　des　17・Jh・（nach　1627？）
（図版提供：坂本満氏）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本26殉教者物語（26人の礫刑図を含む）
下部余白の銘Inschrift　unten　am　Rande：Il’Glorioso　　　　　Die　Geschichte　der　26　Japanischen　Ma「ty「e「
Pfe：F．　PIETRO　B1iftt　lita：della　Prousa：di　S．　Gioseppe　　　　　（mit　der　Kreuzigung　der　26　Martyrer）
fondata　da　S．　Pietro　d’Alcantara　in　Spagnaldella　　　　　クエルナパカ司教座大聖堂は，16世紀にフランシスコ会
piu　stretta　O…del　P．　S．　Franc・：Ando　Comiss°：　　　　　の教会（アスンシオン）として建てられ・1891年司教座
alla　Proua　di　S：Gregorio　delr　isole　FilipPine，　Poi　　　　　聖堂となった。クエルナパカは，1613年伊達IE宗により
Am：／basatore　pil　Re；Cattco　a‘Taicozama　qua一　　　　　ローマへ派遣された支倉常長が，アカプルコからこの地
bacondono　Imperatore　del　GiapPon，　riceuuto　con　　　　　を通ってベラクルスの港に達し，ローマに出発したとこ
grand・hono／re，　e’di　suo　consenso　predicaua　pub一　　　　　ろで，また，東洋へ布教に行く∵1二教師たちの一大根拠地
blicamte：la　fede　di　Xpto：aquegli　Idolatri，　oue　　　　　でもあった。1959年の改築一1：’］川に18世紀の壁ll「∬層の
edifico・molte　chiese，　e　MonasterY：Poi　carcerato　con　　　　　下から発見された日本26殉教者物語の諸場面は・単廊式
suoi　compagni　tre　P．　P．　sacerdoti，　FRANco：FILIP一　　　　　聖堂の左右ill輌壁（高さ8m）にそれぞれ30　mにわたっ
PO，　e　MARTINO，　et　GON：／ZALO，　e　FRANco：　　　　て描かれ，荷車に乗せられて引き廻わされる場面，馬で護
laici，　con　I　7　del　3°：ordine　del　P．　S．　Franc°：suoi　　　　　送される場面，大村湾を船で波る場面，時津にヒ陸する
discepoli，　e　doppo　lungo　Martirio　furono，／crocifissi，　　　　場面，礫刑の場面が残存する，南壁の銘帯に銘の一部が
e　con　colpi　di　lancia　ne　fianchi　fatti　uolar　al　Cielo　li　　　　残っている（……RESIVENEN・JAPON……EMPE“
5Febraro　l597，　e　furono　li　seoni：／martiri　della　　　　　RADOR・TAYCOSAMA・MANDO・MARIIZAR・
Riforma，　e　da　Vrbano　VIII　Panno　l726　dichiarati　　　　　pOR＿）。北壁に描れた処刑の場面では，合計13人がは
Martiri．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りつけにされているところが残っており，あとは剥落し
フランシスコ会関係23人の礫刑　　　　　　　　　　　　　　　てしまっている・上陸する場面（北壁）で・ニンブスの
Die　Kreuzigung　der　23　Martyrer　　　　　　　　　　　　　ある殉教者が26人数えられる（ただし・船の場面では28
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人）ので，26人全員の殉教図と考えられる．はりつけの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十字架の下には布を掲げた人が一・人ずつつき，殉教者の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れていない。ルイス・イスラス・ガルーシァは，この壁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画全体の構図やディテールにおける，鎖ぷ前後のキリシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タン絵画との類似を指摘し，一方，本問II三義氏は，〈欧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　風とインデオ風のまじったメキシカン・スタイルに，さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らに日本の要素が加わって出来たもの〉とし，制作時期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を〈実際に日本人が参加し得た支倉使節団の滞留時期の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1615／16年を中心と．する頃〉に置いている。これに対し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，〈聖フェリペと共にフェリペ号に乗り合わせ，ある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いは，殉教にも居あわせたかもしれないフィリッピン人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　によって画かれた〉とする説（『キリシタン研究』VIII）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もある。なお，壁画の制作の時期については，上陸する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場面で殉教者たちがニンブスをつけて衣bされているこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とからも，1627年の列福式以後と考える方が適当であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろう。
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gemalt．　Die　Fresken、die　l959　wahrend　des　Umbaues　　　　　パチェコ・ディエゴ「メキシコの聖者フェリペ・デ・へ
unter　den　Malschichten　des　18・Jahrhunderts　　　　　スス」，　r長崎談叢』第40輯（1962年），20頁；「メキシ
entdeckt　Wurden、　sind　nicht　vollstandig　auf　uns　　　　コのB本二．卜六聖殉教者壁1両」，「キリシタン研究』VIII，
gekommen．　Erhalten　sind：die　Stadtefahrt　der　　　　　l963年，176－177頁，図版；本間正義「クエルナパカ寺
Ochsenkarren；der　Ritt　zu　Pferd　der　Gefangenen　nach　　　　　l旋での新発見・海をわたった長崎殉教者の図　　中世に
Nagasaki；die　Schiffahrt　in　der　Bucht　von　Omura；　　　　　おけるU本とメキシコの交流について」，　r三．彩』No．
di・Landung　i・T・kit・u；di・K・eu・ig・・g・Di・　　183，1965／3，9－24頁，図版・f華図；伊藤静江・E体殉教
Szene　der　Hinrichtung　ist　an　der　Nordwand　placiert：　　　　　者縁りの国　　メキシコ便り」，　rカトリック新聞』1967
heute　sind　nur　l3　Gekreuzigte　erhalten・　　　　　　　　　　　年10月22日U．．；松lll毅一r江戸・南蛮・日｛京』，読売新
文献Lit・：Luis　Islas　Garcia，，，Excelsior“（Zeitung　　　　　聞社，1971年，39－45頁，カラー図版；高山智博rマヤ
von　Mexico），11．　Feb．1962；Manuel　Qじesada　　　　　とインカの．i※術』，講談社（グランド世界美術7），1975
Brandi，　San　Felipe　de　Jesas，　Mexico　I962，　Abb．；　　　　　年，図版91
9・10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　（a－w）
ラザロ・パルド・デ・ラゴス（1628－1669年活動）　　　　　　　　IJマ（ベルー），聖フランシスコ修道院廻廊：庭園側の
Lazaro　Pardo　de　Lagos（tatig　1628－1669）　　　　　　　　　　アーチを支える柱の陶板（セビリア製），17世紀前半
クスコ（ペルー），レコレータ（フランシスコ会聖堂）：　　　　　Lima（Peru）．　Convento　de　San　Francisco，　Kreuz－
2点の絵画（油彩・テンベラ），1630年，署名人り　　　　　　　gang：Sevillianer　Kacheln（Azulejos）aus　der　ersten
Cuzco（Peru），　Recoleta（Franziskaner－Kirche）：zwei　　　　　　Halfte　des　17．　Jh．
G・mald・（i・Ol・・d　T・mp・・a），1630　d・ti・・t，・ig・i・・t　　（図版提供・テ，エゴ…チ．コ自可i）
フランシスコ会関係23人の礫刑　　　　　　　　　　　　　　　　フランシスコ会関係の殉教者23人の礫刑（23点）
Die　Kreuzigung　der　23　Martyrer　　　　　　　　　　　　　Die　Kreuzigung　der　23　Martyrer（23　Kachelbilder）
M・ソリアは・これら2点の作品が日本人を忠実に写し　　　　　この修道院の廻廊の柱には合計40人のフランシスコ会
ていると指摘し・それは多分銅版画を通じてであろうと　　　　　関係の殉教者像が各柱一・人ずつ陶板に表されているが
推定している・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（183×60cm），そのうちの23人が1597年長崎における
M・S・・i・w・i・td・・auf　hi・・d・B　di・g・t・eu・Wi・der一　　殉教者である．これらの陶板は1638＿39年にセビリア
gabe　der　Japaner　in　diesen　beiden　Gemalden　auf　　　　　から舶来された。
den　Kupferstich　zurUckgeht・　　　　　　　　　　　　　　　　　Im　Kreuzgang　des　Franziskaner．Klosters　in　Lima
文献Lit．：G．　Kubler－M．　Soria，　Art　and　Archi－　　　　　sind　insgesamt　40　Martyrer　des　Franziskanerordens，
tecture　in∫ραf〃and　I）ortttgal　and　their　ame’－ican　　　　　　je　einer　auf　jedem　Pfeiler，　in　Kachelbildern（Sevil－
doininions　1500　to　1800，　Harmondsworth　l　959，323；　　　　　lianer　Kacheln）dargestellt，　davon　sind　23　die
ハチ；コ「リマ植民時代の美術1こ現れたH本の殉教者」，　　　　　Martyrer　von　Nagasaki　im　Jahr　1597．　Diese　Kacheln
l84頁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wurde　l　638－39　von　Sevilla　importiert．
39
文献：パチェコ「リマ植民時代の美術に現われたFl本の　　　　　ド部に六行にわるポルトガル語銘　Unten　portugiesi一
殉教者」，170－181頁，図版（聖トマス談義者，聖ガブ　　　　　sche　Inschri　ft　in　6　Zeilen：Glorioso　Martirio　dos　23
リエル）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Santos　Proto－Martires　do　Japao　da　Ordem　Serafica
das　Filipinas．　Martirizados　por　Mandado　do　Im一
　　　　　　　　　　　　　　Fevereiro　de　l597．　E　canonizados　pelo　S．m°　p．
　　　　　　　　　　　　　　Urbano　8°no　Anno　de　I627．＿．．．　Tenho　con－
　　　　　　　　　　　　　　denado　estes　prezos　a　Morte　porq．　viera6　das
　　　　　　　　　　　　　　Filipinas　ao　Japa6　com　o　fingido　titulo　de　Em－
　　　　　　　　　　　　　　baixdr．s，　e　p．「q，　tem　preSist．°naS　M．as　terraS　se’
　　　　　　　　　　　　　　M．a　licenga　e　pr6gado　a　Lei　dos　Christaons　contra
　　　　　　　　　　　　　　omeu　Decreto．　Mando，　e　quero　que　seja6　cruci－
　　　　　　　　　　　　　　ficados　na　Minha　cidade　de　Nangazaqui．
き　　　　　　　　（｜ツU｝友丁是イ共：ジャイメ・コエリョ1’1］li）
　　　　　　　　　　　　　　フランシスコ会関係23人の礫刑
　　　　　　　　　　　　　　Die　Kreuzigung　der　23　Martyrer
・　　　　　　　　ポルトガル語銘文中には23人のうちの4名の名前が欠け
　　　　　　　　　　　　　　ているn画面中央部の下よりに3本の十字架のみがみえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　｝　　　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　O
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Unten　in　der　Mitte　des　Bildes　sind　drei　Ieere　Kreuze
鈴木パウロ　　　　　　たけ屋コスメ
P。ul。、　Suzuki　T。k。y。　K。、m。　　　　　fU「di・d「ei　Jesuiten　zu　sehen・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献Lit．：Gloriozo　Martirio　dos　23　Santos　Proto－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Martires　do　Japa6〔da　Ordem　Serafica　das　Filipinas，
　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Martirizados　por　mandado　do　lmperador　Tay－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cozama　em〕Nangazaqui　aos　5　de　Fevereiro　de　l　597．
12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔Ecanonizados　pelo　S．m°P．　Urbano　8°．　mo　Anno
マテウス・ファン？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　de　1627，〕Arquivos　deルfacau，　Vol・1！1，　No・1，1930，
Mateus　Van？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．21－22，　plate；1｛1111省三郎r漢111」紀行」，「『世界紀行
マカオ，貴モ稔イ壬博物院：油彩［tl．f］，176×254cm，1644年？　　　　　文学全集，第十一巻，中国篇II』，修道ll，1971年；可
Makao，　Museu　Luis　de　Cam6es：Olgemalde，176×　　　　　児弘明「マカォ買梅1．：博物院にある’五九七年長崎殉教
254cm，1644？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者図」，　『史学」第39巻第3り’，　lI5～119頁，挿図
4∩
13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献（図版掲載）Lit．（abgebildet　bei）：Bibliotheca
ラウレンチウス・デ・アトラス　　　　　　　　　　　　　　　　Asiatica　et　Africana，　London　1929，　V，　56－57
Lawrentius　de　Atlas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Kat．　Nr．521）；木村太郎訳・松崎ソミ注『li本H’六聖人
フアン・フランシスコ・デ・サン・アントニオ2ニアフィ　　　　　　殉教記』，岩波，▲｝店，1931｛お　rl絵1，（375頁）：Frois
IJピン諸島’シナ’H／sl　・其の他におけるサン・フラン　　　　　ーGaldos、　Relacio’n　del　Martirio，（133）；A．　M．　Carlo
シスコ会のサ・・グレゴ11オ管1飾1℃、；己．：第II時（マ　　　ーJ・Calv・，　Testim・〃～・s　Aurentic・s　Acerca　de　1・s
ニラ・1744｛1¶）の銅版扉絵　　　　　　　　　　　　　　　Protoma”tires　de／Japon，　Mexico　1954；M・Cooper
Titelkupfer　zu：ChronicasfDe　La．／Apostolica　Pro－　　　　　　－A・Ebisawa－F・G・Guiterrez－D・Pacheco，　The
vinciafDe　San　Gregorio，　De　Religiosos　Descalzos　　　　　　Southern　Barha”ians・Tlie　First　Ettropeans，　Tokyo
De　N．　S．　P．．S．　Francisco，IEn　Las　Islas　Philipinas，／　　　　　（講談社）1971，　Pl・33；M・Cooper，　Rod”igues　The
China，　Japan、＆C．／Parte　Tercera，　De　La　Celeber－　　　　　　Interpi’eter．・4n　Ea”Li’ノes〃it∫’1　Japan　a’π／China・New
rima　Seraphica　Mission　De　Japon：Con．’La　Des－　　　　　York－Tokyo　1974・Fig・7
cripcion　De　Aqvel　Imperio：JGIorioso　Trivumpho
De　Nvestros〆Protho－Martyres［nvictos、1’S．　Pedro
Bautista，／Y　Svs　Compafiero，　Svs　Vidas，　Sv　Beati－
ficacion，　Y　Cvltos．！A　Qvienes，「’La　Consagra　Sv
Avtor，　El　P．　Fr．　Jvan　Francisco　De　San　Antonio、ノ
Matritense、　Lector　de　Artes、　y　Theologia　Escholas－
tica，　y　Mora1，　Ca｜ificador　del　Santo　Oficio，　Ex－
Difinidor、　y　Chronista，tGeneral　dc　ladicha　Provincia．
／lmpressa　en　la　Imprenta，　de　el　vso　de　ella、　sita　en
el　Convento　de　Nuestra”Sefiora　de　Loreto，　en　el
Pueblo　de　Sampaloc，　Extra－muros　de　la　Ciudad／
de　Manila：Por」uan　del　Sotillo．　Afio　de　1744．
［Lat〃・es　614（4／8）：．
ド1’1：；の£名］｝｝に’署・7r年、記　　Auf　der　unteren　Banderole
signiert　und　datiert：Laur．us　Atlas．　Sculp．　Manilae
a．°1744
ド部の銘’：1｝の銘　　Inschrift　aufder　unteren　Banderole：
GLORIOSO　MARTYRIO　De　los　veinte、　y　tres　SS．
Protho　Martyres　il　Jap6．　S．　Pedro　Bap－tista　y　sus
Compaheros．　pertenecjetes　a　la　Orde　Seraphica，
y　Provincia，，’de　Descalzos　de　San　Gregorio　de
Philipinas
ii・Ob，lj、　26彗「ミノ＼llLL念食露：ノく貝ロノぐ』｝：：付’1瓜1マl　l辱食∬∫蔵
Nagasaki．　Museum　der　26　Martyrer；Tenri，
Bibliothek　der　Universitat
フランシスコ会関係23人．の礫刑
Die　Kreuzigung　der　23　Martyrer
卜’r七娑‖のIP却eこそ2∫ニフ2／頻り教K－　C））？r，カ㍉記さ2／てし・るf，　ノピξ播
には，長崎港に湾泊するノしイ・メンデス・デ・フィグエ
イレドのガレオン船が見え、船ヒに追放された4人のフ
ランシスコ会1：が描れている．乍文21頁参照。．
In　der　unteren　linken　Ecke　ist　die　Galeone　des　Rui
Mendes　de　Figueiredo　dargestellt、　auf　deren　Bord
die　vier　des　Landes　verwiesenen　Franziskaner　zu
sehen　sind．　Siehe　auch　den　Test　S．31－32．
41
14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pio　Papa　IX．　Roma，　Tipografia　Tiberina．1862．
マニラのフィリピン図，｝『館所蔵本：プアン・フランシス　　　　　L［a’tres　741（512）］．
コ・デ・サン・アントニオ著「年代記二（イ功タログ13　　　　　署名　Signiert：LGregori　dis．；N．　Moneta　inc．
参照），第III巻（マニラ・1744年1：［1　）のイこ版挿絵　　　　　　　　ド部余白に銘　Inschrift　unten　am　Rande：ISS．
Buchillustration（Holzschnitt）in　dem　in　der　Philip－　　　　　MARTIRI　FRANCESCANI　PIERBATTISTA
pinischen　Bibliothek　zu　Manila　befindlichen　Ex－　　　　COMMISSARIo，　MARTINo　D’AQulRRE，
emplar　des　dritten　Bandes　von：Juan　Francisco　de　　　　　FRANCESCO　BLANCO，　FILIPPO　LAS　CASAS，
San　Antonio，　Chronicas　de　Ia　Apostolica　Provincia　　　　　　GONZALVO　GARZIA，　FRANCESCO　DALLA
de　San　Gregorio　＿＿，　VoL　III，　Manila　I744　　　　　PARIGLIA，　LEONE　GARASUMA，　PAOLO
（Siehe　Kat・　Nr・13）・［Laures　614（418）］　　　　　　　　　SUZUQUI，　MICHELE　COSAQul，　PAOLO
フランシスコ会関係23人の礫刑　　　　　　　　　　　　　　　　IBARCHI，TOMMASO　IDANQULFRANCESCO
Die　Kreuzigung　der　23　Martyrer　　　　　　　　　　　　　MEDICO，　GABRIELE　DUIZCO，　BONAVEN一
本文21頁参照。Siehe　den　Text　S．31－32．　　　　　　　　　　　TURA　DI　MEACO・TOMMASO　COSAQUI・
図版掲載：アビラ．ヒロンrrl本王国記』，岩波言‡店・大　　　　　GIOvANNI　QUIzUJA・　COSIMo　TAQUIA・
航海時代i闇XI，1965・1・，260頁の挿1・l　　　　　ANTONIO　DI　NAGASACHI・LODOVICO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IBARCHI，　GIOAcc田NO　sAQUIYE，　MATTIA
DI　MEACO，　PEITRO　SUQUEZICO，　E　FRAN－
CESCO　PAHELANTE，　SCALZL　Per　la　fede　di
GesU　Cristo　crocifissi　1’anno　l597，　nel　GiapPone，　e
Canonizzati　dalla　Sta．　di　N「°．　Signore　PIO　IX．
P．M．　nella　Basilica　Vaticana　li　8．　di　Giugno　I862．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　T　　　　　　　’　　　へ　が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…灘獣欝∵慧蝿1盟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魂1｛・：1講鍵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亘脳＾　tt　パ　　　　　　　　　　　　　　　’　／”t”t’　　　　　　　　え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漂3　　　．　　　　縁　　　・購灘蕪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ簗螢　　　　宴、　　　・　　　　　　繋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、、・，，s’／／／　　　　　　　t．L　　　　　ぷ離
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織・　滋　　亘．　ct　　・仁　’1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，1　　　　　　’　　　竪　　　　iブ　　　　『・・　　’　　謝
15　　　　　　　　　　　　　　　，r．ge響鱗羅薦　Wi・
・コラ・・ネー・（19世繊半・・一マの銅酬家）　　議邊鰻糠X、懸麟灘
Nicola　Moneta（Kupferstecher　in　Rom．　zweite　　　　　櫓　　”協経㌘　　パぶ　　　　me，igl．￥ee，．．、
Halft・d，、19．　Jh．；Thi・me－Beck・・，　XXV，63）　　　：、灘・驚’「「＝・　i
ルイジ・グ・ゴ・（ポ・一・ヤの・面亥く，188・傾残）の　　1　　必・㌘ 　　．　響願による，アゴステ・一・・ダ…モ著・・本・ラ　　　、、ヨ　　．，彩　i
・シスコ会23醐都・（°一マ’］862国IJ）の銅1跡　　　　　・　　　　　　1
絵（18．4×9．5cm）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　、　　　　　　ii
灘i㌻（鷲竃蕊竃撚i　課i鱗凝li鐙；：響：澱lil醗瓢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん’シl’l’t－”l，　ttv．ブlGiapponesi　dell’Ordine　dei　Minori　Osservanti　detti　　　　　　　　　　　　「　　　　　’…「く　岬1ば
Scalzi　di　S．　Francesco．．．．．．scritta　per　la　circonstanza
della　solenne　canonizzazione　dal　P．　Agostino　da
Osimo＿．．．dedicata　alla　Santita　di　nostro　Signore
42
上智大学Sf一利支丹文庫（KB535／43／41－330）；長崎，純　　　　　　文献：『キリシタン研究』VIII，1963年，図版および図
心女子短期大学；九州大学蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　版解説
Tokyo，　Sophia　Universitat，　Kirishitan　Bunko；
oka，　Universitat　Kyushu
フランシスコ会関係23人の礫刑
Die　Kreuzigung　der　23　Mtirtyrer
16
ローマ，サン・フランチェスコ・ア・リーパのフランシ
スコ会修道1；完：油彩画、74×100cm、1862年頃
Roma，　Kloster　S．　Francesco　a　Ripa：01gemalde
（74×100cm）um　1862
フランシコ会関f系23人の礫｝『lj
Die　Kreuzigung　der　23　Martyrer
文献：「聲El942年2月り・（792りう，挿図
17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nt　　－1’　　．　　O　　　　　　l1’　　｝　　｝・裕
札幌，聖フランシスコ会修道院：油彩画，98×135cm　　　　　　　　　　　　・　　　　　　「　　　　　　　・　e　　｛
・・pP…IJ・pan・．・・an…kaner－Kl・・…，Olg・m・ld・　　　　　　　　　補｛
（98×135cm）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ny　　　　　　　　　　f’　　　　　　蟻〔　　9
フランシスコ会関係23人の｛傑斤11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
Die　Kreuzigung　der　23　Martyrer　　　　　　　　　　　　　　　才1　⇔・1　’”一．
ローマのフランシスコニ修道院所蔵のもの（本カタログ　　　　　　．　　　輪
16参照）のコピーと思われる一1910年ローマから札幌　　　　　　　〆㌧㌔　　　　　Pt
に贈物としてもたらされたとし、う．　　　　　　　幽’一一聯　一
　　　　　．ロDieses　Olgemalde，　das　1910von　Rom　nach　Sapporo
als　Geschenk　gebracht　wurde，　scheint　eine　Kopie
nach　dem　Gemalde　im　Kloster　S．　Francesco　a　Ripa
in　Rom（Kat．　Nr．16）zu　sein．
43
ii，3イエズス会士の礫刑図　　　　　　　　　　　　　　ナポリ，イル・ジェズー・ヌオヴ才一聖堂：フレスコ
　　Die　Kreuzigung　der　drei　Jesuiten　　　　　　　　　　　　　Napoli，　Chiesa　del　GesO　Nuovo：Fresco
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3イエズス会上の礫刑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Die　Kreuzigung　der　drei　Jesuiten
l9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ランフラシコは1633年ないし1634年にナポリに行き，
モデナ（イタリア）・1628相・ll・3イエズス会1，の輝け　　　ジエスー・・オーヴオー聖堂のブレス・｛』緬の制作にた
る死の小報告』の木版扉絵（13．6×10．7cm）　　　　　　　　　ずさわった。
Titelblatt（Holszchnitt：13．6×10．7cm）zu：Breve　　　　　Lanfranco　ging　1633／1634　nach　Neapel・wo　er　bei
Relatione　Della　Gloriosa　Morte．　E　Martirio　di　　　　　der　AusschmUckung　des　GesU　Nuovo　tatig　war・
tre　Religiosi　della　Compagnia　di　Gies血　Paolo，　　　　　文献Lit．：　Mtile，、4〃’～∫Trente．　118；L～αμ，　Icono－
Giovanni，　E　Giacomo＿　ln　Modona（sic！）．．．　　　　　9”aphie〃L　291
MDCXXV川．〔Laures　380（252）］．
東洋文庫（O－17－C／61）；天理大”kZ・付屈図11｝館蔵
Tokyo，Toyo　Bunko；Tenri，Bibliothek　derUniversittit
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　213イェズス会士の礫刑
Di。　K，euzig。。g　d。，　d，ei」，、uit，n　　　　　　カヴ・　’Jエーレ’ダルヒーノ，儲ジ・ゼ・ぺ’チエー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザリ纏1・‡！罐1鱈議∴17：；；六聖｝　ご・e15織蒜：・hT、：＝。r9・seil
309－312）
ローマ，イル・ジェズー聖堂：油彩1両
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　Roma，　Chiesa　del　GesO：Olgemalde
3イェズス会士の礫刑
Die　Kreuzigung　der　drei　Jesuiten
文献Lit．：　G．　Baglione，　Le　vite　de’pittori．．，1642
（ed．1733，257）二Pi．gle”，　Ba’・ocktheinen，　Bd．　1，434
　　　　　　　　22（a，b，　c）
　　　　　　　　　ビエール・ミヨット（17111：紀中葉のブノレゴーニュの銅版
　　　　　　　　画家）
　　　　　　　　Pierre　Miotte（burgundischer　Kupferstecher　um
　　　　　　　　Mitte　des　l　7．　h．：Thieme－Becker，　XXIV，584）
　　　　　　　　　アントニオ・フランシスコ・カルディム著ff日本殉教精
　　　　　　　　　～1已（ローマ・1646年rl」）の銅jVi（挿絵（3，点）
　　　　　　　　Buchillustrationen（drei　Kupferstiche）zu：Fascicvlvs
　　　　　　　　／E　Iapponicis　FloribvsVSvo　Adhvc　Madentibvs
　　　　　　　　Sangvine，／Compositvs／A．　P．　Antonio　Francisco
l　　　　　Cardim／e　Societate［esv／Prouinciae　IapPoniae　ad
　　　　　　　　Urbem／procuratore．／Qvi　Legitis　Flores／Hos　Legite，
　　　　　　　　／Sic　Qvoniam　Postiti　Svaves／Miscentvr　Odores．／
　　　　　　　　Romae，　Typis　Heredum　Corbelletti．1646／Svperio－
　　　　　　　　rvm　Permissv．　［Lattres　444（303）］．
20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各葉下部余白の銘　Inschri　ften　unten　am　Rande　jedes
ジョヴァンニ・ランフランコ　　　　　　　　　　　　　　　　Blattes：S．　Paulus　Michi　Iappon、　Societ．　IESV，
Giovanni　Lanfranco　（Parma　1582－1647　Roma；　　　　　　crucifixus，＆lanceis　transfixus　propter．　Fide　Nanga－
Thieme－Becker，　XXH，309－311）　　　　　　　　　　　　　　　　sachi．5．　Febr．1597。－S．　lacobus　Kisai　Iappon，
44
Societ．　IESV，　crucifixus＆lanceis　transfixus　propter　　　　　a）三木パウロの礫刑、　b）．E島ジョアンの礫刑，　c）き
Fide，　Nagasachi．5．　Febr．1597．－S．　Ioannes　Gotb　　　　　　斎ディォゴの礫刑
Iappon，　Societ．　IESV，　crucifixus，＆1anceis　transfixus　　　　　a）Die　Kreuzigung　von　Paulus　Michi；b）die　von
propter　Fide．　Nangasachis，　S．　Febr．1597．　　　　　　　　　　　Joannes　Goto；c）die　von　Jacobus　Kisai
長崎県、㌧二図1｝‡館（316／2／329）；ヒ智大学1｝「利支丹文庫；　　　　　これら3点の銅版111ilには署名がないが，カルディムの
東京大学付1萬図、1｝β1い東洋文庫；京都大学；天理大学付　　　　　　『日本殉教精’純に挿人された版画の多くには，ビエー
属図書館；国、ン：国フ＊1，｛｝館；慶応大学；大阪、南蛮文化　　　　　ル・ミヨットの署名（Petrus　Miotte　Burgundus　Sculp．）
館蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が入っているので，3イエズス会上を表わしたこれらの
Nagasaki，　Prafekturbibliothek；Tokyo，　Sophia　Uni一　　　　　図も彼のr・になるものと思われる。
versitat、　Kirishitan　Bunko；Bibliothek　der　Univer・　　　　　Diese　drei　Kupferstiche　tragen　zwar　keine　Signatur
sitat　Tokyo；Tokyo．　Toyo　Bunko；Universitat　　　　　von　Pierre　Miotte，　aber　sie　scheinen　von　ihm　zu
Kyoto；Tenri、　Bibliothek　der　Universitat；Tokyo，　　　　　stammen，　weil　viele　der川ustrationen　in　diesem
Saatliche　Parlamentsbibliothek；Tokyo，　Keio　Univer－　　　　　Buch　von　diesem　Kupferstecher　signiert　sind：
sitat；Osaka．　Nanban　Bunka　Kan　　　　　　　　　　　　　Petrus　Miotte　Burgundus　Sculp．
i　　1　　・　　　・　　　、・　　　　　　　　　＞R；s〈．i。芸：三1マ寸
5・pnduS．ifklal　　メ垣・1E戎偽6五丈邸．ろ』ntb・・　　　　　　こ：、1em；ne」二・撒一：二・フ，，・　・r　i三rゾ湘・：三・U’，”iA・LT’・　　　　　　ぷ18ゆ㎞狛危ム　　　烏，1εf圧扉獅丹蹴棚・rn・；・i・品’・ク・　　　　1姻・1元ぷ・！　・…二・’・三・A・・…　　　　f蜘∬汁・。，撫“鰐㍍籏ξ晦二磁ぷ呼
a）　　　　　　　　　　　　　　　　b）　　　　　　　　　　　　　　　　　c）
23
東京，1固人蔵：油彩画1（89×117．5cm』）　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　・…
Tokyo，　Privatbesitz：Olgemalde｛89×117．5cm）　　　　　　　　　　　　　　ぐ、　，　　・　　　　　　　メ　　：
枠の1、下の縁に銘1。、ch，ift。ben　und　unten。uf　　　　、　一・・　。看　　贋・
dem　Rahmen：Drij　ghekruijste　Japonoisen．　Wt　de　　　　　　　　・、　　　　　Ω、’　　　．・．
Socit．　Jesu，　den　5．　Febr．1597．　S．　Paulus　Michi．　oudt
33．S．　Jacobus　Khlsa1．　oudt　64．　S．　Joannes　Goto．　　　　　　　　　　　　　　’．ぺ　．　　そ‘』「「1・t’・’』．謡
oudt．19．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1／
3イェズスニliの｛傑刑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　．’、　　　　　　s・’・
Die　Kreuzigungder　drei　Jesuiten　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　憲
（ii；（I　H，《1’fi・fjk－：　宇1轟ノ1ぐfl，1！：1歩s↓k）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
文1駄：｜i司Bl苗1日臼訂アrピL況　　Ha・〈の1が史　　㌶llO｛き　キリシ
クンのllf：紀E，集英社1975．図lll《204（解説：福永rn：樹）
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24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献Lit．：吉浦盛純「耶蘇愈1・1本三聖人殉教厨1一リミ
カニャッチ，本名グゥイド・カンラ。シ　　　　　　　　　　　　ニ市所在一」，『日本カトリック新聞二第826号（1941
Cagnacci，　eigentlich　Guido　Canlassi（S．　Arcangelo　　　　　　　年9月14　il），16頁，挿図；L～α〃，ノconographie　III，
di　Romagna　1601－1681　Wien；Thieme－Becker，　V，　　　　92／
505－506）
リミニ，サン・フランチェスコ・サヴェリオ聖堂，内陣
右壁．油彩画
Rimini，　Chiesa　di　S．　Francesco　Saverio，　Presbys－
　　．　　　　　　　．　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26terlum（rechte　Selte）：Olgemalde　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロレンツォ・パシ不リ
3～エズ袷士の礫刑．　　　　　　　L。＿P。，in，11i（B。1。gna　1629＿17・・B。1。gna；
Dle　K「euzigung　de「d「ei　Jesuiten　　　　　　Thi，m，．Beck，，，　XXVI，269．270）
端Lit・：F・・N…k・i・・Thi・me－Beck…V（1911）・　　。。一．。，サ。タ．。チア聖・；ζ、油彩画
5°5；G”4α≡1WI　M〃9’Cξ’b　1’α1∫α〃°・Emilia　　B・1・gna，　Chi，、a　di　S．　Luci。・G，m・1d，
e　Ramagna，　Milano　1957，569；il；浦盛純「耶蘇會ILイ⊆　　　　　．一　　、
理人殉細＿リ，。市所在＿、，・日本カトリ。噺　　三イエスス熱の礫刑　．
聞。第826号（1941年9月14、，），1碩　　　　　Dle　K「euzig””g　de「d「ei　Jesuiten
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文南是Lit．：　L　Crespi，　Vite　de’pittori　bolognesi　non
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　descr．　etc．，1769，134；Pilger，　Bai・ocκψε’ηρ〃，　Bd．1，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　434
25
カニャッチ（本カタログ24参照）
Cagnacci（Siehe　Kat．　Nr．24）
リミニ，絵両館：油彩1両（120×190cm）
Rimini，　Pinacoteca：Olgemalde（120×190　cm）　　　　　　　　　27
3イエズス会士の碑刑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スヘルテ’アダムス゜ポルスウェルト
Die　Kreuzigung　der　drei　Jesuiten　　　　　　　　　　　　　　　　Schelte　Adams　Bolswert（Bolsward　um　1581一
祁｜は，リミ．のサ。．。ラ。チ。ス。．サヴ。リオ聖　　1659Antwe「pen；Th・ime－Becke「・IV・255）
堂内にある油彩画（本カタログ24参照）と大きさ・構図・　　　　　アブラハム・ファン・ディーペンベークの原画による工
色彩において極めて類似している。恐らくそのレプリカ　　　　　ングレーヴfング（43×26・8cm）
であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kupferstich（43　x　26・8cm）nach　Abraham（Jansz・）
Dieses　Werk　ist　in　der　Gr6Be，　der　Komposition　und　　　　　van　Diepenbeeck（Hertogenbosch　1596－1675　Ant－
der　Farbgebung　mit　dem　Olgemalde　in　der　Kirche　　　　　werpen；Thieme－Becker・IX・243－254）
S．Francesco　Saverio　in　Rimini（siehe　Kat．　Nr．24）　　　　下部余白に銘lnschrift　unten　am　Rande：PRIMITlAE
sehr　eng　verwandt，　was　an　eine　Replik　denken　laBt．　　　　　MARTYRUM　SOCIETATIS　IESU　IN　EC－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CLESIA　IAPONICA／B．　IACOBUS　GHISAI
LXIV．　annorum：Meditationi　Passionis　Crucis　D．
NIESU　Christi　singulariter　addictus，ノB．　PAULUS
MICHI　XXX川．　annorum：Ardens　Zelo　animarum
Iaponiae　ad　fidem　Crucis　Christi　conuertendarum，
／B．10ANNES　GOTHO　XIX．　annorum：Ab　vtero
Christianus，　i11什ore　Innocentiae　et　Adolescentiae
religiosam　Christi　crucem　portans／TRIGEMINI
IAPONES．／Anno　Salutis　MDXCVIL　regnante
mandante　Taicosama　prope　Nangasacum，　pro
nomine　Domini　IESU／in　CRUCEM　acti，1anceis
per　latera　transverati，　gloriose，　profuso　sanguine，
occubuerunt：／nunc　MIRACULIS　clari、　Pontifice
Opt：Max：URBANO　VIIL　Iubente　ac　volente，
sacris　honoribus　donati，／anno　MDCXXVIIL　natali
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die，　V．　FEBRUARII，　toto　orbe，　celebrantur．　　　　　Nr．548）蔵
RELIGIOSIS　SOCIETATIS．　IESU　COADIUTO－　　　　Tokyo，　Nationalmuseum　fOr　Westilche　Kunst（lnv．－
RIBUS　S．　A　BOLSwERT　SCULPTOR　D．D．C．Q．　　　　Nr・P－G・1971－lI）；MUnchen，　Staatliche　Graphische
Cum　priuliegio．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sammlung（lnv．－Nr．548）
右下に署名Signiert　rechts　unten：Abr．　a　Diepenbeke　　　　　3イエズス会士の礫列
delin．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Die　Kreuzigung　der　drei　Jesuiten
国立西洋美術館（G・1971－11；1971年ロジャー・キース　　　　　J．B．クニツビングは本図の制作年代を1650年頃として
氏寄贈）；ミュンヘン、国）’ノlllμ11111素描コレクシ・ン（lnv・一　　　　　いる。本図のコピーについては，本カタログ28を参照ひ
　　　　PRIMITむ£MAKTYRv♪b＄ふ、㌧ユETATIざ　1ヒs、き　1×　｝：べ＼［，ESIA　IAP＞NICA
曇：鱈濃1ミξ欝言㌫ぱll三：ニニ］㌫：・ご芸：1㌫㌫二，三鴛，㌦ζ二㍍｛1．驚瓢“’竺｛：㌫㌫ヌ；㍑ごダ．・
B・ξぼNN撚ζ：ρτξrp紅叉・s・・n・・ち市　．f’1＄r・～・，バ性’7r・鴻．・．r三’∴・t・．－iij’：・｛7ri：td・：．・’・鍼《〔w唾～ワ』‘「ら畑，〔xe・nxrrta＃s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1」∫fも：菖▲tr“「∫　　元ジ8噛‘1・V嘉．∨
　㍗ぷ漂言㌘翼ソ～～三1㌘∵1ご1弩二三：㌫1三篶∵、㌫‡：㌘：，㍑二・三三。2㍑‘二Eぶれプ
　蒜ン養饗㌫㌻ノ／’・tt：∵｛’1ご：・㌧，：1：、、ぷ・1！鷺∫ぶ⊃1㌢㌶ll；㌻・・’1∵伝τ’・“南醐ん伝わ
　　　　　fl　f－t’tt・於弓、’・、C庄1’AIlS　IESV　COADtV’8・t．1K1’≒、’S“A日01．トwジ公T　SCV‘」寸X＞R　1）．　r）．U・（ミ．　　　　　・㌔（・tT“
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なお，S．A．ボルスウェルトは，この他にも，　Johan　de
Goto（12．8×8．8cm）およびPaul　Michi（12．8×9cm）
を単独に表わした銅版画を残している（F．W．　Hollstein，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
cuts，　Vol．　III，91：Nr．336　und　339）。
Bei　J．　B．　Knipping　ist　als　Entstehungsdatum　dieses
Kupferstichs　die　Zeit　um　I650　angegeben．－FUr　die
Kopie　dieses　Werkes　siehe　Kat．　Nr．28．－Es　gibt
auBerdem　Kupferstiche　von　S．　A．　Bolswert，　die
einzeln　Johan　de　（70to　und　1）aul　Mi（・hi　darstellen
（vgl．　Hollstein，　II1，　S．91）．
文献Lit．：Ch．1e　Blanc，　Manuel　deれ4〃latettt’
d’E∫’醐ρε∫，181；A．v．　Wurzbach，　Niedei’ltindi．s’che．～’
Kiinstler－Lexikon，6；ル1‘1　le，ノ4ρr～5　Tre’lte，118；Rεα〃，
1conographie　111，921；F．　W．　H．　Hollstein，　Dutch　and
／7emish　etchin8s，　eng「avin8s　and　woodcuts　ca．　ノ450－
1700，Vo1．　III．83（Nr．255），　VoL　V，242；「国1‘11西洋
美術館年報』No．6／1972，14頁（．新収作、1」1日録），挿図；
LexiA’on　der　christlichen　lkonographie，　Bd．7，　Rom－
Freiburg－Basel－Wien　1974，44－45（Abb．）；J．　B．
KnipPing，　lconographJ・of　the　Counter　Reformation
in　the～Vetherlands－Heaven　o〃earth，　Nieuwkoop
Leiden　I974，　Vol．1，137，　Abb．
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ミュンヘン・1674年刊『Jイエズス会の聖殉教者パウロ，　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　．　　　・　”．、
イオアネおよびヤコボの聖務日課』の銅版扉絵（5．3×　　　　　．　　　　　”　　　　c
4cm）
Titelkupfer（5．3×4cm）zu：Tag－Zeiten／oder　Sie－
benstUndige　GemUts－Erhebungen／von　den　H．　H．
Martyrern　Paulo・］oanne・／vnd　Jacobo・／Der　Gesell－　　　　　29
・ch・ft　J・・u／R・ligi・・en・／W・1・h・i・J・pan／・amt／　　メルビオ＿，レ．キ。セ、レ（アウグスプ，レクの銅椥嫁）
ande「en　23　Ma「ty「e「n　den　5・／F・b・dess　l597・J・hrs／　　M，1，hi。，　Kli，el（Mitgli。d　d，，　A。g，b。，g，・K・p－
am　Creutz／wegen　dess　Christlich　Catholi－／schen　　　　　ferstecherfamilie，1626＿um　1683；Thieme－Becker，
Glaubens　gema「te「t／w°「den・／Ged「uckt　zu　MUn－　　XXIL　73．74）
chen／Sebas‘ian　Rauch／1674・［La””es　512（355a）］・　　カ、ル．シ．ト，ヴスキー．ス，、一，の卿i、による，
国立国会図書館（貴｝642｜）蔵　　　　　　　　　　　　　　　　マティアス．タンナ＿著rイエズス会殉教者伝』（プラ
T°ky°・Staatli・h・P・・1・m・nt・bibli・th・k　　　　　ハ．16764剛）の銅版挿絵
3イエズス会士の礫刑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Buchillustration（Kupferstich）nach　Karel　Sotnovskシ
Die　Kreuzigung　der　drei　Jesuiten　　　　　　　　　　　　　　　　Skreta　（Prag　1610－1674　Prag；Thieme－Becker，
S・A．ボルスウェルトの銅版画（本カタログ27）による　　　　　　XXXI，125）zu：Societas／Jesu／Usque／Ad　Sanguinis／
コピー．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Et　Vitae　Profusionem　Militans，／ln　Europa，　Africa，
Kopie　nach　dem　Kupferstich　von　S．　A．　Bolswert　　　　　Asia，　Et　America，／Contra　Gentiles，　Mahometanos，
（Kat．　Nr．27）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Judaeos，　Haereticos，／lmpios，　Pro／Deo，　Fide，ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ecclesia，　Pietate．／Sive／Vita，　Et　Mors／Eorum，　Qui／Ex
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Societate　Jesu　in　causa　Fidei，＆Vir－／tutis　progu－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gnatae，　violenta　morte　toto　Orbe／sublati　sunt．／
48
Auctore　R．　Patre　Mathia　TannerさSocietate　Jesu，／　　　　　Diese　lllustration　tragt　keine　Signatur　von　K．　S．
SS．　Theologiae　Doctore．IPragae，　Typis　Universitatis　　　　　Skreta，　aber　nach　seinen　Zeichnungen　sind　viele
Carolo－Ferdinandeae，　in　Signiert　Collegio　Societatis／　　　　　Mtirtyrerszenen　in　diesem　Buch　graviert，　die　oft
Jesu　adS．　Clementem，　per　Joannem　Nicolaum　　　　　　signiert　sind：Carro　Screta　delL
Hampel　Factorem・／Anno　M・DC・LXXV・［Latt”es　　　　　文献Lit．：Tliie’ne－　BecA’　er，　XXII（1928），74；Tliie’lle－
513（356）］．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BecA’er，　XXXI（1937），126；『lL本・：1＾六聖人　長崎』，
余白右下に署名　Signiert　rechts　unten　am　Rande：　　　　　24頁（挿図）
M．K．　f．
下部余白の銘lnschrift　unten　am　Rande：S．　Paulus
Miki・S・loannes　de　Goto・S・Iacobus　Gisai・　lapones　　　　　30
S°c・IESV・P「°Fide　Ch「isti　C「ucifixi　Nangasaki　in　　・マ，聖ペド。聖　ζパ1召1屋の澗三屋舳彩1、li，，1711［紀
1・p・・i・・A・1597・5・F・b・u・・y・　　　　　　　k？
長崎・26殉教者記念館；li智大学・lr利支月’文庫；天理大　　　　　　Lima，　Iglesia　de　San　Pedro，　Zimmer　vor　der
学日’属図‘1｝館蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sakristei；Olgemalde，　Ende　des　17．　Jh．？
Nagasaki・Museum　der　26　Martyrer；Tokyo・Sophia　　　　　卜’部の銘Inschrift　unten　am　Rande：San　Pablo
Universitat・Kirishitan　Bunko；Tenri・Bibliothek　　　　　　　Miqui，　San　Juan　Goto　y　San　Diego　Quisai　de　Ia
3イエズス会1：の礫刑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Compania　de　Jesus　primicias　de　los　martires　del
Die　Kreuzigung　der　drei　Jesuiten　　　　　　　　　　　　　　　　Japon　que　despues　de　muchas　molestias　y　afrentas
本図にスクレータの署名はないが，この1「イエズス会殉　　　　　fueron　crucificados　y　alanceados．
教者伝』に挿入された数多くの殉教場面の銅版画の原画　　　　　（図版提l！≒：ディエゴ・ハチェコ師）
は彼のT・になるものて’、しばしばCarlo　Screta　deliと　　　　　　3イエズス会Lの礫刑
いう署名がある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D｛eKreuzigung　der　drei　Jesuiten．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3っのト字架をこのように前後に頂ねた3イエズス会1：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殉教図は、この他には見当らない。
　　　　　　SムNcTl　TxEs　J…NI庄MA・・wユ　　　A。B，， di，，em　G，mald，　i、、　k，i。　B，i、pi，l　d，，　K，eu。i－
　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又1卸1：　バチJ．コ　　　リマも～〔⊥C川イkU））ミ体1｛こ」五オ）れオこ日1・〈　a）
ぶ、P劔』撫｛．ぷ・1・拠訟G・・。・51・・』“晦・・te’品・
正5rv｝rρr8壷ぐhrSi｝iCr烏・…伝・Na㌘・1’3♂‘”n　ta；・情己A・t’ア㌘
プ筆’漸脚F・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叉：、
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31　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3イエズス会士の礫刑
フランソワ・ブーシェ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Die　Kreuzigung　der　drei　Jesuiten
FranCois　Boucher（Paris　l　703－1770　Paris；Thieme一　　　　　文献Lit．：　H．　Voss，　Francois　Boucher’s　Early
Becker・IV・428－432）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Development，　Burlington　Mαβαコ’2ε，1953，　P．86，
ベルリン，プリッツ・コング＝コレクション：泣1彩画，　　　　　　Fig．50
58×73cm
D・・K・euz・…gd・・d・e・J・・・…n　　　　　es灘翻螺liilll’、　tttt・lll，’111’1／T・1，．．
：籔；1国瓢繧：z㍑；；嶽㌫し：　　　欝欝謡鍾犠欝．、懸幽
スコ会のものであることを指摘している。　　　　　　　　　　　　．’ue－「一．1蹉’　　芦　　。藪篭　　、　　　濠D…e・G・m・ld・w・・d…nH．V・ssa1・F・・hw・・k　　．．．…竃　．《，．’．　’・　嚢
Jesuiten　in　diesem　Bild　mit　dem　Habit　des　Franzis－　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　。　　　　　　閲・　．
kanerordens　bekleldet　slnd．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　．　　『　　　　　　　　　　　　　　－t　≡・耀㌢室　、v　，
．　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　篭　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　，　　ぱ　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　’
文献Lit．：　1～頭z’，1cono8t’aphie　1〃，921；H．　Voss，　　　　　　　腎・認　竺　　　E；：　　　　・．一，．、懸　　，　；，．鍵
FranCois　Boucher’s　Early　Development，　Burlington
Ma8azine，1953，　p．86，　Fig．49，　Fig．41
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エルコーレ・ルスビ（ローマの1画家）
Ercole　Ruspi（Maler　in　Rom；Thieme－Becker，
XXIX，226）
1862年の列聖式の時ローマのサン・ピエトロ大聖堂に
飾られた絵（現所蔵者不明）
Gemalde，　das　bei　der　Kanonsiation（1862）in　der
Peterskirche　zu　Rom　aufgestellt　war：jetziger　Besitzer
unbekannt
銘Inschrift：MARTYRUM．　CORPORA／FERIS．
AvlBUSQUE．　DISCERPBNDA．　RELINQUUN－
TUR　QUAE．　INGENITAE。　AvlDITATIS．　OB－
LITAE　VICTRICES．　EXSUVIAS／ATTINGERE．
NON．　AUDENT
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3イェズス会士の礫刑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Die　Kreuzigung　der　drei　Jesuiten
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献Lit．：　Descrizione　DelrApparato／Fatto／Nelia
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Basilica　Vaticana／Per　La　Solenne　Canonizzazione／
32　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Di　Ventisette　Beati／Celebrata／Dalla　Santita　Di　N．　S．
ローラン・カール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Papa　Pio　IX／Il　Di　8　Giugno　1862／Roma／Dalla
Laurent　Cars（Lyon　I　699－1771　Paris；Thieme－　　　　　Tipografia　Di　Enrico　Sinimberghi／1862，　p．38．
Becker，　VI，82－83）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Laures　753（523a）］（1：二智大学吉利支丹文庫蔵Tokyo，
フランソワ・ブーシェ原画（本カタログ31参照）による　　　　　Sophia　Universitat・Kirishitan　Bunko：KB　539／40／
エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50－4115）
Kupferstich　nach　Frangois　Bucher（siehe　Kat．　Nr．
31）
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34　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3イエズス会士の礫刑
ローマ，イエズス会の家，サン・エスタニスラオ礼拝堂　　　　　Die　Kreuzigung　der　drei　Jesuiten
（サン’アンドレアス’…キ・ナー・のlllイエズス　　勧・。グ34の翻1と上ヒ較できる．
言慧叉，㍊瓢：㌫ll、dl．San．E、、、n、，1。。　㌃野・・W・・k…mi・d・m・・n　K…N・・4ve・gl…h－
（Noviziat　der　Jesuiten　in　S．　Andreas　al　Quirinale）：
Olgemalde（44×34cm）
下部の銘Inschrift　unten：B．　PAVLVS　MICHI　B．　　　　　　　　　　s
IOANNES　DE　GOTO　B．　JACOBUS　CHISAI　　　　　　　　　　　s
IAPON．　SOC．　IESU　PRO　XPI　FIDE　CRUCIFIXI
LANCEISQUE　TRANSFXI　v　FEBR．　MCL
XXXXVII
3イエスズ会1：の礫刑
Die　Kreuzigung　der　drei　Jesuiten
文献Lit・：Fi’ois－Galdos，　Re／a（’i（5〃del　i14「artirio，　　　　　　　壕：
134，Abb．（gegenUber　S．129）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
36
データ不1リl　Genaueres　unbekannt
（図版提供：ディエゴ・パチェコ師）
3イェズス会f：の礫刑
Die　Kreuzigi」ng　der　drei　Jesuiten
謹《魏
35
長崎，26殉教者記念館：メダル（4．3×3．7cm）
Nagasaki，　Museum　der　26　Martyrer：Medaille（4．3×
3．7cm）
銘Inschri　ft：SS．　MM．　IAP．　S．1
他面にフランシスコ・ザビエル像Auf　der　anderen
Seite　H1．　Franz　Xavier：S．　FRANC．　XAVER．　S．1．
IND．　E．　IAP．　AP．
51
iii．列聖式（1862年）以後の26聖人全員の礫刑図　　　　　38
　Die　Kreuzigung　von　allen　26　Heiligen（Beispiele　　　　　エスカルピーソ
。。、h　d。，　Kan。ni，ati。n・im・J。h，e・1862）　　　　Esca「piz°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エウスタキオ・マリア・デ・ネンクラーレス著『日本殉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教者1丸（マドリード・1862年1：｜！，本カタログ37参照）
37　　　　　　　　　　　　　　の挿絵（16・27・m）・ホアキ・・マギストリス（1882年
トマス．カ，レ。ス．カプス　　　　　　　　　マドリードで残）の原1・！f［・1・：よる撒画
T。m2、　C。，1。、　C。p血。（V。1，n、i。1834－1899　M・d・id；　　B・・hil1・・t・ati・n（16・27・m）zu　E・　M・de　Nencla「es・
Thi，m。．Beck，，，　V，560．561）　　　　　　　Vid・d・1・・Ma・ti・e・d・I　J・p・n・M・d・id　1862
㌶㌫∴蒜二㌶；禦　＝a㌫7＝r意le器・麗l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XXIIJ，557－558）る木1」木版（5．9×9cm）
H。1。，ti、h（5．9。9、m），　d。、　auf　d・m　Deck・1　d・・　　左下の署名Sig・i・・t　li・k・unt…Lita　d・E・ca・pi・°
f。lg，。d，n　B。、h，、　zu・eh・n　i・t・Vid・・／D・L・・／　　右一ドの署名Sig・i・・t・echt・unt・n・0：M・gist「is
Ma，ti，e、　D。I　J。p6。，／San　P・d・・B・uti・t・，　San　　間5の銘1・・ch・ift　unten・VISTA　DEL　CALVA－
M。，ti。　D，　L。　A、cen、i。。，／San　F，an、i、c・Blan・・y　　RIO・DE・NANGASAKI・n　el　q・・E・・・・・・…ifica－
S。n　F，an、i、c。　D，　san　Mig。，1，／T・d・・D・1・6・d・n　　d・・1・・v・i・ti・ei・M・・ti・e・d・1　J・p・n　en　5・d・F・b「e「°
D，S。n　F，an、i，c。，　N。t。・al・・D・E・p・n・，・eg・id・d・　　d・1597・ycan・nized・・en　8・d・Juni・d・1862・
una　resefia　biografica　de　los　22　restantes　no　es－　　　　　　　dibujada　con　presencia　de　la　relacion　del　cronista　F「’
P。fi。1，，，／Y　L・D・／S・n　Mig・・I　D・L・・San…，　　J・・nP・bret・・tig・d・lma「ti「i°・
Confesor，　de　la　6rden　de　Trinitarios　descalzos，　y　　　　　上智大学吉利支丹文庫（KB535／42／41－134）；長崎，
espahol　igualmente，　Redactadas　Por　D．　Eustaquio　　　　　26聖人，；己，念館蔵
Maria　De　Nenclares，／Con　Licencia　Del　Ordinario．　　　　Tokyo，　Sophia　Universitat，　Kirishitan　Bunko；
／Madrid：／lmprenta　De　La　Esperanza，　A　Cargo　De　　　　　Nagasaki，　Museum　der　26　Martyrer
D．Antonio　Perez　Dubrull，　Editor，／calle　del　Pez，　　　　　1ヨ本26聖人の礫刑
num．6，　cuarto　principal．／1862．　［・Laures　748（519）］・　　　　　　Die　Kreuzigung　der　26　Japanischen　Heiligen
右下に署名　Signiert　rechts　unten：CAPVZ　　　　　　　　　　各殉教者に付された番‘3・はフアン・ボブーレの『教会史』
上智大学，tti利支丹文庫（KB535！42／41－134）蔵　　　　　　　　舞∫2部第3巻第2章281頁による・
Tokyo，　Sophia　Universitat，　Kirishitan　Bunko　　　　　　　　FUr　die　Nummern・die　jedem　Martyrer　beigegeben
日本26聖人の噺　　　　　　　　　　・i・d…gl・・Juan　P・b・e・Hi・t・ria　eclesiastica・2・Teil・
Di，　K，e。。igung・d・・26　J・p・ni・ch・n　H・ilig・n　　　　3・K・p・・2・Ab・ch・itt・S・　281・
図版掲載・武内　工嬬・H本殉教捌伝（1862醐2版）　　端《U・・F・lip・R・bl・・Dξgan°・　Vi‘ta　y　martiri°
　　　　ドン．エウスタキオ・マリーア・デ・ネンクラーレ　　　　　de　San　Pedi’o　Bautista，　Madrid　1927；Frois＿
ス編」，（二），r日本文化』皿，197頁，挿図　　　　　　　　　　　Galctos・Relacio’n　del　Martirio・（133）
　　一一一＿．　　一一＝・　≡　　　～殻一・・t一蹴分　　　　　　　　　　　　　　　　鋤川’r川∫」鋭ム」，〉勘、｝，
l　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　lt
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　《
i　　　　　　　　　　　　・
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39　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本26聖人の礫刑
N・AA・アウセムス著哩ペド・・パプチスタ伝・（ブ　　Di・K・eu・igung　der　26　J・p・ni・ch，n　H，ilig，n
レ．ダ’1862年1：lj）の銅版扉絵　　　　　　　　　　　　　　　　　本文22頁参照。　VgL　den　Text　S，32．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をわた一’）た長崎殉教の図一．1川II：におけるH本とメキシ
長岬姻・1｝繊N・g・sakL　P・af・k…bibli・・h・k・　　コ・t”流について一．，・採多、　N。．183（1965／3），写
　．、、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　＾　　　　　　　真　10
購蟄　、、－1灘’羅1
　　　．　　”　　　．　’1／1’　　fE　tt’　　・‘
　　　　　　　　　　　　t　　　t、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tl　t．t　×・　　　　　：・　，　　　　　i　　　　　’　　　　　　．　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　／；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　・・～・×漣　　 一 M　’一一L㊧＿．∴⇒．，、ピ
40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本26聖人の礫刑
オーギ・スト’ホント・ニエ（パリの複撃2木版1・嫁）　　　Di・K・eu・igung・d・・26　J・p・ni・ch・n　H，ilig，n
＝，蕊：11、：＝：、隠s蒜；、1：　枝・・頁参1｛（｛・　Vgl・d・nT・x・S・・2・
D．ブィー著「ll本26聖人史話二（・・りitリョン・1862　　　　　　　　病
年刊）の扉絵：ジャネット・ラニス原画による木II木版
（9．9×14．8cm）
Titelblatt（9．9x14．8cm，　Holzstich　nach　Janet　Lanys）
zu：Histoire，’Des　Vingt－Six．tMartyrs　Du　Japoni’
Crucifi6s　A　Nagasaqui．　Le　5　Fevrier　1957／Avec、．Un
Apergu　Historique　Sur　Les　Chretientes　Du　Japan、「
Depuis　Cette　Epoque　Jusqu’ANos　Jours．Par　D．
Bouix∫Docteur　en　Theologie　et　en　Droit　canon．，・．
Libraire　Catholique　De　Perisse　Freres／lmprimeurs－
Libraires　De　N．S．　P．　Le　Pape．　Paris．．．／Lyon．．．／1862．
左下および右ドに署名Signiert　links　unten　und　rechts
unten：ノPONTENIER．　SC．；Janet　Lanys
上智大学吉利支丹文庫；千代田図書館；九州大学蔵
Tokyo，　Sophia　Universittit，　Kirishitan　Bunko；
Tokyo，　Chiyoda　Bibliothek；Fukuoka，　Universitat
Kyushu
53
41　　　　　　　　　　　　　　K・pi・na・hd・mW・・k　K・t・N・・39b・w・　40・Vgl・　den
オ＿ギュスト・ポントゥニエ（本カタログ40参照）　　　　　　　Text　S・32・
Anguste　Pontenier（siehe　Kat．　Nr．40）　　　　　　　　　　　　　　文献：西村貞r日本銅版lllll志□，東京・書物展望社・1941
M．ド．モントロン著r日本聖殉教者：（リール／パ1）1：il）　　　　　年，419頁・｜刈ll《
Titelblatt（Holzstich．　l　L8×7．3cm）zu：Les　Saints／
Martyrs　Du　Japon／Pelerignage　A　Rome／En　Juin
l862／Par　Maxime　De　Montrond／Chevalier　de　Saint－
Gr6goire　le　Grand／Troisiさme直dition／Librairie　De　J．
Lefort／lmprimeur　Editeur／Lille　Paris（n．　d．）
左ドに署名Signiert　links　unten：PONTENIER
国、ソ1国会図書館（A－77）蔵
Tokyo，　Staatliche　Parlamentsbibliothek
日本26聖人の傑刑
Die　Kreuzigung　der　26　Japanischen　Heiligen
　＾　．　　　　；　　　　　　　　　　「　「　　「・．．・　　　　ド㍉
　　　　　　　　　　　　　　　　’　　・シ，，　ダしド　
　ざ・離驚竃；．鷲・1：「議㌻
｛　　　一．、』二、－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43
ぽ撫遜蒙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川有年（本カタログ42参照）
ビリヨン閲・加占義一’編r日本聖人鮮［tlL遺，ll：』（京都・
明治2041汗IDσ）銅版挿絵　（15・2×20・4cm）
Buchillustration（Kupferstich，15．2×20．4cm）zu　dem
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nischen　Martyrer，　das　von　A．　Villion　durchgesehen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　und　von　Giichi　Kako　zusammengestellt　wurde
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銘：1慶長元年二．月五日長崎S‘ノ1山に於てll本lr六聖人致
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　命の図」
i　　　　　　　　　　　　　　　ヒ智大学吉利支丹文庫蔵
l　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　Sophia　Universitat，　Kirishitan　Bunko
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll本26聖人の礫刑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Die　Kreuzigung　der　26　Japanischen　Heiligen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治44年（1911年）の増、i」’版ではイf版刷りとなってい
42　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。
石賄年（弘イヒ元髄矛」：水゜にノ1・まれ・大iE　5年残）　　蝋、西＋頂・，体搬、1聴、，鯨・書酬望社，1941
A・i…hi　l・hid・（1844－1916）　　　　　　年，418．419頁・
大阪（天主堂）・明治20年刊『日本H’六聖人　致命略伝　　　　　　図版掲載：松崎實r考註切支丹鮮血遺書』、改造社，1926
全・の銅版扉絵（9・8×14・8cm）　　　　　　　・．i・”，、三木露風r「｛本カトリ。ク教史・，頼〔・第一占房，
Titelkupfer（9・8×14・8cm）zu　dem　l887　in　Okaka　　　　　　l929年；メイラン師祓・鈴木習之編rH本二卜六聖人』，
（Japan）erschienenen　Buch　Uber　die　26　Japanischen　　　　　東京．星光社，1932年，衣紙；lll本秀煙F・　ll・六聖人殉教
Heiligen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　史話』，東京・不二屋、1｝房，1935年，図版
長崎県立図ii霊館蔵　Nagasaki，　Prafakturbibliothek
日本26聖人の礫刑
Die　Kreuzigung　der　26　Japanischen　Heiligen
本カタログ39ないし40の作品によるコピー。本文22頁参
照。
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44　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，出来るだけ写実的に描かせたという。
長崎・大浦ノ“三’｝；ζ（［1乍261（（1殉教者聖；⇔，内陣：油杉　　　　　Im　Auftrag　des　franz6sischen　Japan－Missionars，
画，1869年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pater　B．　Petitjean，　im　Jahre　1868　wurde　dieses
Nagasak㌧Kirche　der　26　Japanischen　He川gen　Mar－　　　　　Olgemalde　von　einem　Maler　in　Rom（namens　C．
　　　　　　　　　　　ココtyrer　zu　Oura：Olgemtilde．1869　　　　　　　　　　　　　　　　　Torres？）gemalt．
II本26聖人の礫刑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献：rキUシタン研究』V川，1963年，図版・解説；
Die　Kreuzigung　der　26　Japanischen　Heiligen　　　　　　　　　片岡鵬lr11r　r長崎の殉教者』，角川選、1‡33，1970年，86頁，
1867年横浜を出発してフランス・イタIJアへ旅）∫ン、た　　　　　　　挿図；丁開港四百年・長1碕図録』，　長1崎開港400年記，念
B．ブチジャン・fl教は，1868年ローマで同地の111｛1家（片　　　　　実行委員会，1970年，図版11；『聖地長崎・長崎のキリ
岡弥吉氏によればトーレスという名の画家）に製作を依　　　　　　シタン遺跡山14頁挿図
’傾してll本に戻”bた．彼は，着物・刀・陣㌻などを送っ
55
45　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nagasaki，　Stadtisches　Museum：Papier（65．0×
G．マリア＿ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　76．5cm），　ca．1945
G．Mariano　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lヨ本26聖人の礫刑
ローマ，サン・アントニオ・ディ・パードヴァ聖堂（所　　　　　　Die　Kreuzigung　der　26　Japanischen　Heiligen
蔵？）：油彩画（約250×250cm）　　　　　　　　　　　　　　　本カクログ44の作品のコピー。
Roma，　Chiesa　di　S．Antonio　di　Padova（？）：（）lgemalde　　　　　Kopie　nach　dem　Werk　Kat．　Nr．44．
（ca．250×250cm）
署名Signiert：G．　Mariano　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ぷ
日本26聖人の礫刑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舗　　　　　　，
文献：幸田成友「羅馬に在る日本殉教者図」，『和蘭夜
話』，同文祉，1931年，260－261頁，挿図；永山時英『増
訂切支丹史料集』，長崎・対外史料賓鑑刊行会，1926年，
第一・三図
図版掲載：松崎實『切支丹殉教記』，春秋社，1925年；尾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47池灘『切支惜門ii8のli胱・・昭姓・lg16年「切　　中HI秀和（・リ］治・・緑島に・Eまれ・）
毒㌶1、ノ罐、禦，、隠il；1鵜㌶　Hid・kazuN；・…（・・b・1・9…／・・pan　l9・・）
川章雄）　　　　　　霊，蕊蕊薔ロ蹴1；，e，、。lg，m、lde，
ぺ灘　　　　　　　　　　　　　　．騰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48
46　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中旧秀和（本カタログ47参照）
長崎市立博物館：日本画1，紙（65．0×76．5cm），昭和20年　　　　　　Hidekazu　Nakata（siehe　Kat・Nr・47）
頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所蔵者不明（作者所蔵？）：油彩画（25号），1944年
56
Jetziger　Besitzer　unbekannt：Olgemalde，1944
日本（26）聖人の礫刑
Die　Kreuzigung　der（26）Japanischen　Martyrer
脇川司教の依頼で製作されたV、の．
図版掲載　Abgebildet　bei：　Th．　Uyttenbroeck－S．
Schneider，　The　Twenty－Six　Martyrs　of　Japan（His－
torical　Background；Authentic　Biographical　stories）．
Nagasaki　1919（小沢，1兼・訳「Uこ一：卜六彗Il殉教者　　．
歴史的背景と略己巳　【い央出版社，図版）；池川敏雄：‘’人
物による1体力Fリ。ク教会史　　聖職者および信徒75
名伝t．；，中央出版社，1968年，挿図
49（a・b・c・）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う一しかし第．：次大戦で破壊されたため、1950年再建さ
長谷川路1】∫（ll〔京1｛Jl治30年一コーマ昭和42年）　　　　　　　　れた際，長谷lll路i：J’氏に聖堂の中央祭壇のJiil囲とその天
Luka　Hasegawa（Tokyo　1897－1967　Roma）　　　　　　　　　井のための壁画が依頼された丁祭壇後方の5つの壁面の
チヴでタヴェッキア（イタTJア），｝1本聖殉教者聖堂（フ　　　　　　うち，中央部（幅3m）およびノll右（幅，各4m）に礫
ランシスコ会修道院附属）：内陣｛IC画（高さ5m），1954　　　　　刑場面が描かれ，さらに：：枝lll堤の宿場で長1碕へと殉教
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クス　ン年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の旅路を急、ぐ一行に同行を懇願する薬師フランシスコ》
Civitavecchia（ltalienLChiesa　dei　Ss．　Maritiri　Giap一　　　　　および1・同宿アントニオと長lh奇奉行、lj：一沢ハサブロ》の2
ponesi：Apsisfresken（H6he：5m），1954　　　　　　　　　　　　場面がノll右の両端に加えられている。なお，本壁画の下
日本（26）聖人の礫刑場【｝］i（長1碕への道中および殉教直前　　　　　　絵（紙本着色，34．7×20L3，1951年）は，長谷川路可夫
のエピソード2場面を伴う）　　　　　　　　　　　　　　　　人（東京）が所蔵している．
Die　Martyriumszenen　der（26）Japanischen　Heiligen　　　　　文南《：片岡弥II∫t．．　t　t六聖人殉教の位置とその宗教」，
Martyrer（mit　zwei　Episoden　vom　Weg　nach　　　　　蛋崎i談叢二、第37輯，1955年，22－23頁；rキリシタン
Nagasaki　und　unmittelbar　vor　dem　Martyrium）　　　　　　　の美術E，宝文館，1961年，6g頁（内｜11善一・解説），図
聖堂は，1862年の列聖記念として1864年フランシスコ会　　　　　版；長谷lll路tlj’「チヴィタ・ヴェッキヤ壁画の由来」，
によって建てられ，祭壇には26聖人殉教図があ．，たとい　　　　　　ごキリシタン研究己VIJI，1963年，195－198頁，図版
57
50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iv．殉教場面を表わすその他の作品
長谷川路可（本カタ・グ49参！IS！）　　　　　　　　　　　　　　Andere　Beispiele　der　Marty血mszene
Luka　Hasegawa（Siehe　Kat．　Nr．49）
長1崎，26聖人1’i’己念館壁面：フレスコ壁画，1967年
Fresko（1967）auf　der　Wandflache　des　Museums　der
26Martyrer　zu　Nagasaki　　　　　　　　　　　　　　　　52
日本26聖人の礫刑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペルナルド・カヴァリーノ
Die　Kreuzigung　der　26　Japanischen　He川gen　　　　　　　　　Bernardo　Cavallino　（Napoli　l622－1654　Napoli；
礫刑図は《長崎への道》と題する14場面からなる壁lll‖の　　　　　Thieme－Becker・VI・224－225）
最後の場面として描れている．なお、大阪の南蛮文化館　　　　　行方不明の（1597年上ぐ崎における殉教者）礫刑図（1840
にこのフレスコ壁画のための習作（35×77cm）がある．　　　　　　年刊B・デ・ドミニチイ苫：1一ナポリの画家伝』に記され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている作品）．
Verschollenes　Gemalde　der　Kreuzigung　der
Martyrern　in　Nagasakiim　Jahr　1597，　das　von　B．　De
Dominici　（Vite　de’Pittori　etc．　napoletan匡，　ed．
1840／46，III，163）erwahnt　ist．
文献Lit．：B．　De　Dominici、　op．　cit．；p’81er，　Barocl〈
the／nen，　Bd．1，434
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フランチェスコ・マフ＝イ
51　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Francesco　Maffei　Vicenza　um　1620？－1660　Padua；
M．マレガ著『キリシタンの英雄たち』（1968年，ドン・　　　　Thieme－Becker，　XXIII，550）
ボス・ネ刑）の挿絵（8・4×13cm）　　　　　　　　スキオ，聖フランチ．スコ聖堂内1；・lt・ilil彩111i［
Buchillustration（8・4×13cm）zu　dem　I968　in　Tokyo　　　　　　Schio，　Chiesa　di　S．　Francesco（Chor）：Olgemalde
erschi・nen・n　B・・h・・n　M・M・・eg・Ub・・di・H・ld・n　　（1。1版提供，坂嚇氏）
de「japanischen　Ch「is‘en　　　　　　　フラ。シス。会関係23人の殉教
1コ本26聖人の礫刑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Das　Martyrium　der　23　Martyrer
Die　K「euzigung　de「26　Japanischen　Heiligen　　　本1。1の、輌，f．1，ややEノ∫間り瀦たちを指し札つつ座
懇雛・霧・ 難繍・　　　　　　　　　る殉教指揮者がt“ii　diLているが，このモチーフは，ペリー
C！；※難灘．㍗・’・≡灘「…‘；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ・ダ・ヴァーガの《一・万人の殉教＞＞（1522／3年頃のフ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stil　des　sechzehnten　Jahrintnderts，　Wien／MUnchen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1962，Abb．）などに見られるように典型的なマニエリス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムのモチーフである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Links　oben　im　Bild　ist　der　Befehlshaber，　sitzend，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dargestellt，　der　mit　dem　Finger　auf　die　Martyrer
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　weist：ein　typisch　manieristisches　Motiv，　das　z．　B．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　dem　Karton（ca．1522／23）des　Perino　da　Vaga
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fUr　ein　Fresko　des　Martyriums　der　Zehntausend
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oder　im　Fresko（1610）des　Bethlehemischen　Kinder－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mordes　von　Bernardino　Poccetti　im　Findelhaus　zu
58
Florenz　zu　sehen　ist．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　54
文献：坂本満rl－1本キリスト教徒殉教図のi，三につい　　　　　コルネリウス・ハツァールト著『教会史』第1巻（ウィ
て」，r美術史E　74，　Vo1．　XIX．／No．2，1969年，69頁（第　　　　　　一ン・1678年1：ll）の銅版挿絵（11・6×15・3cm）
二十三回総会研究発．表要旨）；坂本満「．E人たりない殉　　　　　Buchillustration（Kupferstich，11．6×15．3cm）zu：・・
教者」，『芸術新潮．，，　19691pllJjり・，108頁；坂本満・II「　　　　　Kirchen－Geschichte／Das　ist：／Catholisches　Christen一
村之雄『南蛮美・術E，・J・学館（ll本の美術34）、1974年，　　　　　thum／durch　die　ganze　Welt　auBgebveitet／lnsonder－
94頁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　heit／Bey　nachst　verHossenen　und　anjetzo　fiiessenden／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jahrhundert／Darinnen　kUrtzlich　beschrieben　wird／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jedes　Land　Arth　und　Belegenheit　der／Einlander
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lebens－Sitten　eygenthumliche　Secten　Satzun－／gen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Staats－Wesen　Geis卜und　Weltliche　Geprang；beson－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ders　aber　und／anBfOhrlich　beygebracht　die　erste
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Einpflantzung　das　Auffnehmen　und　die　Er－／wei－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　terung　deB　allda　eingefUhrten　wahren　Christ－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Glaubens：wie　solchers　von／vilen　eyfrigen　Blutzeu－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gen　verfochten　von　Lob－und　merck－wtirdigen　Tu・・／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gend－Thaten　viler　anderer　Christ－Helden　gezieret
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　und　von　vilen．．／wundersamen　Begebnussen　bekraffti－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　get　worden／Mit　vilfaltigen　Kupffern　zu　fUglicher
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ErkandnuB　abgebildet．　Erstlich　beschriben　und　an
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tag　gegeben／Durch／R．P．　Corne｜ium　Hazart，　Soc．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　erste　Theil　in　sich　begreiffend／Die　Asiatische　Lander
：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Japon、　China，　Tarta－／ria，　Mogor，　und　Bisnagar．／
慈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cum　Gratia＆Privilegio　Sacrae　Caesareae　Majes一
Cesterreich．Durch　LeopoldumVoigt／einerL6blichen
Universitat　Buchdrucker．IAnno　M．　DC．　LXXVIIL
59
［Lattres　523（363）］・　　　　　　　　　　　　　　　　　　II．1597年の長崎における殉教者を表わす作品
．ヒ智大学吉利支丹文庫（KB401／1！41－341）；東北大学蔵　　　　　Werke，　die　die　Mtirtyrer　von　Nagasaki　im　Jahre
Tokyo，Sophia　Universitat，KirishitanBunko；Sendai，　　　　　　　　1597　darstellen
Tohoku　Universitat
1597年長崎の殉教
Das　Martyrium　in　Nagasaki　im　Jahre　l597　　　　　　　　V．十字架を持つイエズス会士
殉教する3人のイエズス会士と4人のフランシスコ会．1二　　　　　　Die　drei　Jesuiten，　die　das　Kreuz　halten
が表わされている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57
55（a－f）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローマ，イル・ジェズー聖’t　，香部屋：171【t紀前’｝三の絵
ボルト，聖フランシスコ聖堂：レタベルの彫刻　　　　　　　　（104・2×210cm）
Porto，　Igreja　de　Sao　Francisco：Retabelskulpturen　　　　　　Roma，　Chiesa　del　GesU，　Sakristei：Gemalde　aus
十字架にかけられたフランシスコ会士6名の像　　　　　　　　　der　ersten　Halfte　des　l　7・Jh・（104・2×210cm）
Ssechs　Franziskaner　am　Kreuze　　　　　　　　　　　　　　l597－1633年の日本における殉教イエズス会士（1597年
文献Lit．：1協1θ，　Apr2s　Trente，118　　　　　　　　　　　　　　の長崎における3イエズス会士殉教者を含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jesuitenmtirtyrer　in　Japan　von　l597　bis　1633
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（darunter　die　drei　Jesuitenmartyrer　von　l597）
56　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26殉教者中の3イエズス会一i：は三段のうちの最上部に・
M．マテ，ス（ペル，。）1日蔵，17世紀．，タ，アの絵　　フランシスコ’ザビエノレと共味わされている・長谷川
Eh，m．　B，，li・，　W．　M、tthi、，1・。li，ni，ch，，　G，mald，　　路11∫氏は，〈西欧の素人画家〉の手になるものと擬Pて
。u、d，m　l7．Jh．　　　　　　　　　　いるが・一戊，R・P・タ・キ’ヴエ・ントーU（F「°ts－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Galdos，134頁参照）は，本図は1：｛本，多分，長崎で描
罐麟霊蕊㍑N・g・・akiim・・h・e　㌫÷竺二：1二蒜㌶㌶：驚
1597　　　　　　　　　　　躰殉教都1（他の二点は，亡和八帳崎大殉教1。1と元和
文献Lit・：Der　Cicerone・1927・384；Pigler・Bat’ock一　　　　　五4ド五名殉教図）のうち，本図が最も洋風画派の作風に
th・m・n・Bd・1・434　　　　　　　　　　近いこと｛よ坂嚇氏により指摘されている通りである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L．Hasegawa　schreibt　dieses　Gemalde　einem　europa－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ischen　Laienmaler　zu，　wahrend　R．　P．　Tacchi　Venturi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（vgl．　Ft・ois－Galclos，　Relacio’n　delルtarti”io，　134）　der
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Meinung　ist，　daB　es　in　Japan，　wahrscheinlich　in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nagasaki，　gemalt　und　dann　in　der　ersten　Htilfte　des
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I7．　Jahrhunderts　nach　Rom　geschickt　wurde．　Dieses
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bild　ist　allerdings　unter　den　insgesamt　drei　Werken
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　der　Sakristei　von　II　Ges心，　die　die　japanischen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Martyrer　darstellen（die　anderen　zwei　haben　das
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Martyrium　im　Jahre　l619　und　das　im　Jahre　1622
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　zum　Thema）am　besten　mit　der　japanischen　Malerei
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　im　europaischen　Stil　vergleichbar，　wie　M．　Sakamoto
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　melnt．
文献Lit．：幸田成友「羅馬に在る日本殉教者図」，『和
蘭夜話』，lrilj文社，1931年，246頁，図（三）；G．
Schurhammer，　Die　Jesuitenmissionare　des　l6．　und
17．Jahrhunderts　und　ihr　EinfluB　auf　die　japanische
Malerei．　Sonderdruck　aus　dem”Jubilaums－Band“
1933der，，Deutschen　Gese〃schaft∫｝7，　Natu，’－und
Vjlkerkunde　Ostasiens’　in　Tokyo，　S．7；Frois一
60
Galdo、v．　Rela（・i（5n‘／el　，N・la〃i”io、134．　Fig．；R．　Boxer，　　　　　年，77L『↓，図．39（解説＝坂本満）；松田毅一・「南蛮のパ
Chi・istiall　centttrs　iil／apan、　BerkeleyyiLondon　1951，　　　　　テレンー．一東西交渉史の問題をさぐる』，　NHKブック
Plate；アキリシタンの美術．：，東京・宝文館1961年，　　　　　ス，1970年，177頁（挿図）；坂本満「初期洋風画』，至
158－159頁（No．154，解説＝長谷川路可），図版；「南　　　　　文堂（く日本の美術ジNo．80），1973年，第88図，93頁
蛮美術と洋風画二、小学館C原色ll本の美術25ン，1970
58（a，b）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Franziskus　Xaver　sieht，　placiert　gewesen　sejn．
フランシスコ’デfアス’デル’リベロ（スベイン’グ　　　　　　文献：パチェコ「エスパニアの日本殉教者彫像」，202一
ラナダの彫刻家，1592－1670年）　　　　　　　　　　　　　　203頁，図版；「｜本二．1・，‘く聖人・長lll缶，5頁，挿図
Francisco　Diaz　del　Rivero（spanischer　Bildhauer，
tatjg　zu　Granada；Thieme－Becker，　IX．213）
（Antigua　Ig｜esia　de　la　Compafiia　Jesus）：Holz－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’：　　；　；．　　’。
a）．・三イくパウロ，b）κ島ジョアン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　l　卜・．　　．ゴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　　　　　　l　　　’，a）Paulus　Michi．　b）Johannes　Goto　　　　　　　　　　　　　　、　　、　　　　　　”　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　 ロ　　　ナ　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タこの聖堂自体は1580年に建築が開始され，1621年に完　　　　　　　　、　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　、i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ’
成した。フランシスコ・ディアス・デル・リペロイ乍の祭　　　　　　’．　　　違享　　　　　　　　　　、㌧
壇中央L部には，現在フラ・シスコ・ザビエ1し像が置か　　　　1　』野゜　　　　　　　L
三木，右に．五島ジョアンが配されている、き斎ディオゴ　　　　　　　　　　　　　　　　a）　　　　　　　　　　　　　b）
の像は，今は見られないが，当初は中央．E部に置かれて
いたらしい。
Heute　ist　zwar　die　Statue　des　Jakobus　Kisai　nicht
vorhanden，　aber　sie　dUrfte　ursprUnglich　oben　in
der　Mitte　des　Retabels，　wo　man　jetzt　die　Statue　des
61
59　（a，b，　c）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a）Paulus　Michi，　b）Jakobus　Kisai
アロンソ・デ・サアヴェドラ（スベインの本彫家）　　　　　　恐らくセビリアから舶来されたもの．
Alonso　de　Saavedra（Spanischer　Holzbildhauer；　　　　Wahrscheinlich　von　SevMa　importiert．
Thi・me－Beck…　X　XIX・　279）　　　　　　　　端t・．・チ．コ・リマ植⊥塒代破術に現れた日本の殉
カディス（スペイン），サンチアーゴ聖堂（イエズス会　　　　　教者二，183頁
の教会）：レタベルの木彫，1670年
Cadiz，　Iglesia　del　Apostel　Santiago　de　la　Compahia
Jesus）：Holzskulupturen　der　Retabel，1670　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61
（図版提供：7’・エゴ’パチ・珊）　　　　　　　ア。ドレア．ポ。ツ，のアトリエ（？）
a）三木パゥロ，b）五島ジョアン，　c）き斎デ材ゴ　　　　　　Werkstatt　des　Andrea　Pozzo（Trient　1　642－　1　709
b）Paulus　Michi，　b）Johannes　Goto・c）Jakobus　　　　Wien；Thieme－Becker，　XXVII，334－336）
Ki・ai　　　　　　　　　　　　ウ，＿。，イエズ絵の聖・・；ξ・油彩1，li、，18111、紀初頭（？）
中央にフランシスコ・ザビエルの像・その周囲に［］　asl　3　　　　Wien，　Jesuitenkirche（Universittitskirche）：Seitliches
イエズス会一1：の像が配されている．　　　　　　　　　　　　　Olgemalde　in　der　2．　Kapelle（Evangelistenseite），
文献：パチェコ「エスパニアのll本殉教者彫像」，203頁　　　　　Anfang　des　l8．　Jh．（？）
　　口　　1　　　欝　　　・・　　，　　「i汰談
　　　　　　　ぐ　　　　　　　　tT　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt・　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彦．
dem　Ende　des　l7．　Jh．
a）ゴ．木パウロ，b）き斎ディオゴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーt，ご・でs｛　講
漂．’辮響’縛　　鎌t．t’　r，・t　鵜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、）　一ぶ∴ぷ灘騰’　　「f
62
62
トラウンキルヘン（ヒ部オーストリァ），旧イエズス会
修道院聖堂：油彩川1（18世紀？）
Traunkirchen（Ober6sterreich），　ehemalige　Kloster－
kirche　des　Jesuitenordens　‘heutc　　Pfarrkirche）：
Seitliches　Olgemalde　im　Presbyterium，18．　Jh．？
3イェズス会lr　Die　drei　Jesuitcn
文献Lit．：　E　NUrnberger、　TraunA’　ir（・he〃s／ieili．ge
Stditten（P∫iii・i’人i”c／1‘・，　Kaρellen　um／Ft・iedhρf’）．　L　inz
1965．S　14｛＝Abbildungh　des　Prcsb｝terlums）　　　　　　　　　　　　　　、
v　　　　　　　　　：　　　t－　　　・　　や　　　　さ　　”t・・；　　　　－tt　　導　　　　　　　　　　　　・
rk　　　　嚢
娘
ゆ
・；
64
トラウンキルヘン，イエズス会修道院：油彩川l
Traunkirchen，　ehemaliges　Kloster　des　Jesuiten－
ordens：Olgemalde
3イェスス会Ir　Die　drei　Jesuiten
63
トラウンキルヘン、旧イエズス会修道1；完：油彩vlil
Traunkirchen．　ehemaliges　Kloster　des　Jcsuiten－
ordens：Olgemalde
3イエズス会1：　Die　drei　Jesuiten　　　　　　　　　　　　　　　　t
下部の銘　Inschrift　unten：SS　PAULUS　MIK［，
IACOBUS　KISAI．　IOANES　DE　GOTTO　OMNES
IAPONES．PRIM　SOCTISIESU　SCHOLASTICUS．
ALTER　COADIUTORTEMPORALIS，　TERTIUS
TYRO．　POSTQUAM　INCREDIBILI　ZELOREM
CHRISTIANAM　INTER　INFIDELES　PRO－
CURARUNT，　NON　MINORI　CONSTANTIA
CRUCIS　SUPPLICIUM　SUSTINUERE　NAGA－
SACHI
63
65　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67
コルドーパ，イエズス会の古い聖堂：油彩両　　　　　　　　　　ジュゼッペ・ボエロ『日本イエズス会聖人三木パウロ・
Cordoba，　Antiqua　Iglesla　de　la　Compafiia　de　JesUs：　　　　　五島ジ。アン・き斎ディオゴの生涯と殉教』（ローマ・
Olgemalde　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l862年刊）の銅版扉絵（10．3×7・2cm）
（図版提供：ディェゴ・パチェコ師）　　　　　　　　　　　　　Titelkupfer（10・3x7・2cm）zu：Istoria　della　vita　e　de
3イ・ズ絵」，Di・d・ei　J・・ui・・n　　　　　ma「ti「i°dei　santl　gi？PP°nesi　Pg°1°Michi・Gi°vanpi
蝋、パチ。コ・．スパ．アの川、醐者彫像、，2・頼　　S°an．　dl　G°t°rGlac°m°Chls；i　della　c°mpagnla
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　di　Gesu　compllata　dal　P．　Gluseppe　Boero　．．．
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Roma　1862．［、Laures　744（514）］．
66（a，b）
カルモーナ（スペイン），古いイエズス会の教会：木彫
（18世紀末？）
Carmona（Spanien），Antiqua　lglesia　S．　J．：Holzskulp－
turen　aus　dem　Ende　des　18．　Jh．？
a）三木パウロ，b）五島ジ・アン
a）Paulus　Michi，　b）Jehannes　Goto
文献：パチェコ「エスパニァの日本殉教者彫像」，204
頁，「日本二’卜六聖人・長崎』，27頁，挿図2
上智大学吉利支丹文庫（KB　535／50／60－78））；東洋文庫
（XVII－10－E－b／40）；慶J、ご大学蔵
Tokyo，　Sophia　Universitat，　Kirishitan　Bunko；
Tokyo，　Toyo　Bunko；Tokyo，　Keio　Universitat
3イエズス会上　Die　drej　Jesuiten
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダブリン・1862年刊『三木パウロ・き斎ディオゴ・五島
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ・アンの生涯と殉教』の銅版扉絵（11．1×7．2cm）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Titelkupfer（11．1×7．2cm）zu：The　Jesuit　Martyrs
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Japan．　A　History　of　the　Lives　and　Martyrdom　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Paul　Michi，　James　Chisai，　and　John　Soan　de　Goto，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　Father　Bcero　of　the　same　Society，　translated
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　from　the　Italian　by　a　catholic　priest．　Dublin　I　862．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立国会図』：館（C－227）蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　Parlamentsbibliothek
。）　　　b）　　　3イエズス蝕Die　d「ei　Jesuiten
64
70
サンチアーゴ・パラモ
Santiago　Paramo（Bogota　1841－1915Bogota）
ボゴタ（コロンビア），聖イグナチオ聖堂，サン・ホセ
礼拝堂：テンペラ画，750×770cm
Bogota（Kolumbien），　Iglesia　de　San　Ignacio，　Capilla
de　San　Jose：Tempera，750×770cm
イエズス会の諸聖人（H本3イエズス会士を含む）
Die　He川gen　des　Jesuitenordens（darunter　die　drei
Jesuiten　von　Japan）
本図の油彩下絵（78×70cm）も同聖堂内にある，
L‘Museo　Paramo”に残っている。
ぼ　Olskizze（78×70cm）dazu　irn　Museo　Paramo　（lgesia
de　San　Ignacio，　Bogota）．
文1献Lit．：　E．　Ospina，」EI　Pintor　Santia80　Pa’・amo
（1841－194ノ），Bogota　1941，Fig．31，43，63，　S．106ff．，
69　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　158ff．；：’11本二b六耳【｛人・長1崎』，28頁挿図
ジョヴァンニ・ガリアルディ（ローマの画家）
ローマ，イエズス会本部：油彩画
　　　　　　　　　　　　　　　のサRoma，　Curia　S．　J．：Olgemalde
3イエズス会士　Die　drei　Jesuiten
図版掲載Abgegilbet　bei：C．　Testore，1　Santi　Martiri
Kisa’∫．ノ．、　Venezia　1939．　Abb．；　「聲．ご729｝ナ　（1942
4ド2∫jり’）
71
ボゴタ，聖イグナチオ聖堂内パラモ美術館Bogota
（Kolumbien），　Igesia　de　San　Ignacio，　Museo　Paramo
65
（図版提供：ディエゴ・パチェコ師）　　　　　　　　　　　　74
3イエズス会」lDie　drei　Jesuiten　　　　　　　　　　　　　　／ミ崎・26聖人記念館：メダル（3・2×2・7cm），1846年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nagasaki，　Museum　der　26　Martyrer：Meda川e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．2×2．7cm），1846
72　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銘　Inschrift：S・S・PAULUS・JOAN・JAC・S・J・
ボゴタ，聖イグナチオ聖堂、祭蜘‖　　　　　　MARTYRI　JAPON・
Bogota，　Iglesia　de　San　Ignacio：Altargemalde　　　　　　　他面にビウス9世の肖像Auf　der　ande「en　Seite：PIUS
　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　IX　PONT．　MAX　ELECTUS　l6　JUN　I846（図版捉供：ティエゴ・パチョコ師）
3，．ズ。会1、Di，　d，ei・J。、ui、，n　　　　　3イエズ絵一L　Die　d「ei　Jesuiten
73
セビリア，イエズス会の家（香部屋）：彩陶
Sevilla，　Residencia　de　Sevilla，　Sacristia，　Capilla
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75
d°mestica：Fa「benke「amik　　　　　　　長崎，26聖人ii’己念館，メダ、レ（3。2．7、m）
（図版提供：デ・エゴ’パチ・コ師）　　　　　　N。g。、akj，・Mu、eum　d，，26　Ma・ty・e・・M・d・ill・（3・
3イェズス会1：を伴うキリスト礫刑　　　　　　　　　　　　　　　　2．7cm）
Di・K・e・・igung　Ch・i・ti　mit　d・n　d「ei　Jesui‘en　　　 銘1。、ch，ift、　S　MM　IAP
他面に聖イグナチウス・ロヨラの肖像
Auf　der　anderen　Seit：S．　IGNAT．　DE　LOY．　SO．1．
3イエズス会上　Die　drei　Jesuiten
66
76　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vi．3イエズス会士を表わすその他の作品
長崎，26聖人記念館：メダル（4・5×4cm）　　　　　　　　　　Andere　Werke，　die　die　drei　Jesuiten　darstellen
Nagasaki，　Museum　der　26　Martyrer：Medaille（4．5×
4cm）
銘　Inschrift：SOCIET．　IHS
3イエズス会上を伴うキリスト礫刑　　　　　　　　　　　　　　　　　　78
Di・K・eu・ig・・g　Ch・i・ti　mit　d・n　d・ei　J・・uit・n　　　　・一マ，サ・．アンドレアス．アル．キリナ＿レ，イエ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズス会修練所：破壊された17世紀前半のフレスコ壁1画
　　　　　　　　．　／／”　．、．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　Roma，　Noviziat　der　Jesuiten　in　S．　Andreas　al　Quiri－
　　　　　　　　　　　」　　ttt　t．t’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nale：zerst6rtes　Fresko　aus　der　ersten　Halfte　des
‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17．Jh．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3イエズス会一1：Die　drei　Jesuiten
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献Lit．：Richeome，　Peint．　spiritttelle，　P．225　et
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　suiv；Mcl　le，　Ap’ゼ∫Trente，　I　I　8
　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カヴァリエーレ・ダルビーノ（本カタログ21参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cayaliere　d，Arpino，（Siehe　Kat．　Nr．21）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　版画作品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GravUre（nach　Male：Rome，　Est．37　H．19．）
77　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3イエズス会士　Die　drei　Jesuiten
グァダラハラ（メキシコ），博物館：油彩画　　　　　　　　　　　　文献Lit・：M∂le・Apres　Trente・118
Guadalajara（Mexiko），　Museo：Olgemtilde
（図版提供：ディエゴ・バチェコ）
3イエズス会上をfトうキリスト｛iUll］　　　　　　　　　　　　　　80
Die　Kreuzigung　Christi　mit　den　drei　Jesuiten　　　　　　　　　ミシェル（？）・ドリニイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Michel（？）Dorigny（St．　Quentin　1617－1665　Paris；
Thieme－Becker，　IX，475）
片」ノ（1llflイ／｝…占～、
GravUre（nach　Male：Rome，　Est．27　M．1311｝
3イエズス会1：Die　drei　Jesuiten
文献Lit．：　Mcl　le，／lp”～s　Trente，　l　l　8
67
、　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　一』難灘羅蓑讐1講
a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c
81　（a，b，　c）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献Lit．：（Jos6　Hernandez　Diaz），　Museo　Pro一
フアン・デ・メサ（？）　　　　　　　　　　　　　　　　　　vincial　de　Be〃as　Artes，　Sevi〃a，　Madrid　l967，104，
Juan　de　Mesa（Cordoba　1583－1　627　SevMa；Thieme－　　　　108，109；パチ．コ「エスパニァの日本殉教者彫像」，
Becker，　XXIV，427）zugeschrieben　　　　　　　　　　　　　204頁，図版；
セビリア，美術館：木彫3点（高さ166，162，173cm）　　　　　　図版掲載abgebildet　bei：P・Tisn6・Spanien・Bildatlas
Sevma，　Museo　Provincial　de　Bellas　Artes：drei　　　　der　spanischen　Ku〃st・K61n　1968・S・380（Abb・65）；
Holzskulpturen－Nr．460（Johannes　Goto，166cm　　　　　『日本二十六聖人・長1碕』・8頁，挿図
hoch），　Nr．491（Paulus　Michi，162cm　hoch）und　Nr．
483（Jakobus　Kisai，173cm　hoch）
a）五島ジョァン，b）三木パウロ，　c）き斎ディオゴ
a）Johannes　Goto，　b）Paulus　Michi，　c）Jakobus
Kisai
これら3点の彫像は，セヴィリアのイエブス会の家から
美術館に入ったもので，像の身体に着物を着せるように
作られているため，頭部・首・手のみが入念に仕上げら
れている。かっては，プアン・マルティーネス・モンタ
ーニエスの作品ないし，そのアトリエの作と考えられて
いた。
Diese　drei　Statuen　stammen　aus　la　Casa　Profesa　de
la　Compfiia　de　Jes丘s，　Sevilla．　M．　E．　G6mez　Moreno
hielt　die　Statue　des　Kisai（Nr．493）fUr　ein　Werk　des
Juan　Martinez　Montafies（Alcala　la　Real　I568－
1649Sevilla）．　Hiezu　vgL　auch　J．　Sebastian　Banda－
ran，　Jes血s　de　la　Pasi6n，　obra　maravillosa　de　Martinez
Montafie⑨，　in：Boletin　de　Be〃as　Artes，1937，162－
163．Die　Statue　des　Jahannes　Goto（Nr．460）sah
M．E．　G6mez　Moreno　hingegen　als　Werk　des
Ateliers　von　Montafies　an．
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82　（a，b）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　83　（a，　b，　c）
マルセリーノ・ロルダン　　　　　　　　　　　　　　　ペドロ・ドゥケ・コルネホ
Marcelino　Ro］dan（Sevilla　l696－1776　Sevilla；　　　　Pedro　Duque　Cornejo（Sevilla　l　677－1757　C6rdoba
Thi・m・Beck・…XXVIII・・533）　　　　　　　Thi・me－Becker，　VII，424425）
長1碕，26聖人記念館；祭壇イく彫（高さ138cm），1732年　　　　　　セビリヤ，イエズス会の家：木彫胸像3点
N・g・・aki・M・・eum　d・・26　Ma・ty・e・・H・1・・k・1P－　　S・vil1・，　R・・idenci・d・1…mp。fii。　d，　J，、u、，　d，ei
turen（138cm　hoch）des　Hochaltars、1732　　　　　　　　　　　BUsten（Holz）
a）三本パウロ・b）1£島ジョアン　　　　　　　　　　　　　　3イエズス会1：Die　drei　Jesuiten
a）Paulus　Michi・　b）J°hann・・G…　　　　　（図職供・デ，・ゴ・バチ。コB、li）
これらの彫像は1970年（こヘレス’デ’ラ’フ・ンテ　ー　蝋…チ。コ．・スー・アのll本殉教者j、tt像、、204n
ラ（スペイン）のイエズス会の教会より長崎にもたらさ
れた．祭壇中央には，フランシスコ・ザビエル像，その
左右に三木パウロとr£島ジョアンとが配置されていた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
両者がf’にする抹欄の枝は殉教のシンポルである。
Diese　beiden　Statuen　wurden　1970　von　der　Jesuiten－
kirche　in　Jerez　de　la　Frontera　（Spanien）　nach
Nagasaki　gebracht．
文献：パチェコ　エス・・ニアの日本殉教者彫像」、204
ア　’　．　　「＝　　　　　　　・　、　，　　　　　　t．　　　　　　　　　　　　　　’　　　β・　　　　　　　　　　　　・　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　r　　慰灘　　　　ξ1・“・］，，／一；　響譲、
遡　ぽ讐瀟　 菖　㌧。．．，。蜘71，剤頃の絵編黙織耀離　ご1漂　』：　　Mi・te
繍　　築ご：一・：　、、：1’、・　灘　　…ズ・会llD・・d・e・J・・u…n
　　　　　　　　　　　　　　　　　a　　　　　　　　　　　　b　　　　　　骨箱の彫刻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Roma，11　GesU，，，Camerガde　S」gnacio：Skulpturen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　auf　den　Reliquiaren
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図版提供：ディェゴ・パチェコ師）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3イエズス会1：　Die　drei　Jesuiten
文献：「日本11’六i｛ll人・長崎．』，27頁の図版
党6已謹党頃』党胞■党“ffdefu・・“
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Vii．フランシスコ会士6人，フランシスコ会関　　　　　87
　係23人，および26聖人全員を表わす作品　　　　　　　リマの聖フランシスコ修道院門衛所にあった絵（現在行
W。rk。，　di・di・・ech・F・an・i・k・…，di・23　　方不明）　　　　，
Ma・・y・e・・　un－6H・ili・・d…t・11・・　　認㌶1ζ1ごn　F「anclsc°・Wachlakal：ve「s－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23フランシスコ会関係殉教者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Die　23　Martyrer　von　Nagasaki　im　Jahre　1597
86（a－f）　　　　　，　　　　文献，パチ。コ「，マ植民時代の美術に現れた躰の殉
・・理・ラ・シスコ聖鯉歌elL／i：木彫締彫り（杉　　瀦、，18碩
材；像の高さ約60cm），1674年頃
Lima，　Iglesia　de　San　Francisco，　Silleria　del　Coro：
Holzhochreliefs（H6he　der　Figur：ca．60cm），　um
1674　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　88　　（a－e）
。ラ。シス。会の殉瀦像（1597年麟・こおける殉教・　　贈，26聖人記念館：銅版画5点，18雌？　．
。。シス，会上6名蛤む）　　　　　　　N・g・・aki・　Mu・e・m　d・・26　Ma「ty「e「：5　K”pfe「stiche
Di，　Ma，ty，e，　d，、　F，an，i、k・ner－O・d・n・（d・・unt・・　　a・・dem　18・Jh・？
die　sechs　Franziskaner　von　den　26　Martyrern　in　　　　　各葉下部に付された銘　Inschriften　unten　am　Rande
Nagasaki　im　Jahre　1597）　　　　　　　　　　　　　　　　　　jedes　Blattes：B．　FRANCISCUS　BLANCO　Sacerdos
聖歌隊席は，。ラ，．，レイ。・デ・・ルペ・ラ（F・ay　　・・M…y・1・pP…°・d・Min・Discale・°ccubuit．an・
L。i、　d，　C，，vel。）の首唱のもと嚇築された．椅子席　　1597・B・FRANCISCUS　A　S・】ICHAELE　Lalcus
硝後上方、，剖に並ぶ・ラ・シス・会諸聖人の高浮彫　　M・・ty・1・pP°n°「d・Min・DLsgale！　gccubuit　an・
りのうち，6人は自ら猷槍と廿・架からして1597年の　　1597；B・C°NSALVUS　GARZIA．Lalcus　Ma「ty「
酬の殉教者像と雌される．・。・パ・。クの代麹　　1・pP・n・　O・d・Mi・・Di・cal・1　gccubuit　an・1597；B・
錫隠謬繋轍㌶㌶　灘蕾蕊蹴驚燃
図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1597年長崎における殉教者のシリーズより：フランシ
　　　　　　　　　　　　　　　’た　　　t－Ptt　’i饗　　　　　　スコ・ブランコ，フランシスコ・デ・サン・ミゲル，ゴ
　　　　　　　　　　　　　　“　、　　　　　’　　　　　　　　ンサロ・ガルシア，フェリーペ・デ・ヘスース，鳥丸レ
　　、　　’　as．》鞭　鶉　　　　　Aus　dem　Zyklus　der　Martyrer　von　Nagasaki　im　Jahre
　　　　　　　　t．．　　．　　　　　　1597　　　灘　・．．1　銘にB（，a、。、），あ。，。うか、，1862年の艘以li・∫の
　　　悩　t“　　　i．｛　　　　もので，恐らく23人のフランシスコ会関係殉教者のシリ
齢繍／lコ　ーズ中の一部と思竺、一
エw；Oz」i鴛巴鷺潔・『1㌃竺三㍗ヂ’7’　ピ織漂当う蹴こ≧ご：：：云、：完三3．
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89　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dem　Gemalde　Kat．　Nr．89　identisch．）
キアーリ（アレッサンドロ・キアーリ？）　　　　　　　　　　　　図版掲載：r日本二十六聖人・長崎』，28頁挿図
Chiari（Alessandro　Chiari？：Thieme・Becker，　VI，
484）
1862年の列聖式の時ローマのサン・ピエトロ大聖堂に飾　　　　　g1（a＿z）
られた絵（現所龍不明）　．　　　　　岡山聖虚（明治37年鴎に生まれる）
Gema｝ζe・das　bel　de「Kan°ni・at1・n（1862）i・d・・　　F，an、　S，iky。　Ok、y、m、（9，b．　i。　Hi，。，him、19・4）
Petersklrche　zu　Rom　aufgestellt　war：jetziger　Besitzer
unbekannt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローマ・ラテラノ伝道博物館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Roma，　Museo　Missionario・・Lateranense
銘Inschrift：QUI．　CHRISTI．　D．　CRUCE．　PAR－
TAM／CRUCE．　FIDEM　C・NFIRMASTIS／ADE．　　躰26聖人像シリーr　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zyklus　der　26　Japanischen　He川genSTE．　CATHOLICIS／UTL　NEQUOS／PRAE－CLARA．　SPECIE．　DECEPTOS／CRUCIS．　INI一　　文献Lit・：剛・聖虚［－26聖人川象の製作断）1’」・『聲・
MICI／IN．　VETERUM．　ERRORUM．　COENUM／　　664・1931年・　348－350頁；S・S・hUll…　N・ue　cht’istli（’he
REIICIANT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルfa～erei　in　Japan－Bi／dei‘und　Selbstbiog”aphien（／er
。ラ。シス。会関係23殉瀦の栄光　　　　　ゐ〃∂ぞど”ρ”竺c””51”‘的α蜘5cんぱ吻”’4句㌘
Di，　Gl。，i。　d，，23・M・，，y，er　　　　　　・enlt’art・E「elbu「g　L　B「・．1939：69ff・・C・C°stantin1・
　　　　．　　　　　　　　　　σ　　　　　　L’a〃e・ch〃stiana　nel／θ’川∬’・’〃－M〃〃’ale‘ノ¶a〃e　per
文献Llt・：Descri7i°ne　dell’ApP・・at・…（si・h・K・t・　　missi。na．i，　V。ticana　l　940，230　r
Nr．33），　p．41
90
ペルガラ（スペイン），聖ペドロ聖堂：1862年頃の絵　　　　　　　　　　　　・、
Vergara（Spanien，　Vizcaya），　Iglesia　de　San　Pedro：
Gemalde　um　1862
フランシスコ会関係23殉教者の栄光
Die　Glorie　der　23　Martyrer　　　　　　　　　　　　　　　　　　．『『
この絵は・1862年の列聖式の［1－1／ローマのサン・ヒエトロ　　　　　　　　：r．　　　　三
大聖堂’に飾られた。（本カタログ89の作1111とあるいは同
一かもしれない．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一．　　＿’』tt
Dieses　Werk　wardei　der　Kanonisation　（1862）in　der
Peterskirche　zu　Rom　aufgestellt．（Es　ist　eventuell　mit
裸木　　　　“
i零・己
・B㌶
）　ヒ、鴛
白迄ド，
躊畠鼠
㍍
だ
92（a－z）
愛久沢勇悟（明治42年；愛媛県に生まれる）
Yugo　Akuzawa（geb．　in　der　Ehime－Prafektur　I909）
長1崎，26聖人記念館：木版画26点（35．5×23．7cm），1962
年
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Nagasaki，　Museum　der　26　Martyrer：26　Holzschnitte　　　　　94
（35．5×23．7cm），1962　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川路可（本カタログ49参照）
日本26聖人像シリーズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Luka　Hasegawa（siehe　Kat・Nr・49）
Zykuls　der　26　Japanischen　Heiligen　　　　　　　　　　　　　大阪，南蛮文化館：油彩画，111×241cm，1956年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Osaka，　Nanban　Bunka　Kan：◎lgemalde，　l　l　1×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　241cm，1951
93　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1596年長崎における殉教
中田秀和（本カタログ47参照）　　　　　　　　　　　　　　　Das　Martyrium　in　Nagasaki　im　Jahre　1596
Hidekazu　Nakata（Siehe　Kat．　Nr．47）　　　　　　　　　　　　文献：『長谷川路｜1∫展』，大阪・南蛮文化館，1972年，図
山口，ザビエル記念堂，内陣：壁画，昭和26年　　　　　　　　　38
Yamaguchi（Japan），　Franz－Xaver－Gedenkkirche，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　窟
　P　　・　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ’，．9
聖フランシスコ・ザビエルに卒いられた等身大の日本26
聖人・福音イサベラ・高lll右近・細川ガラシア
撫議㌧蒜惣霊　蕊、
文献・中田秀和「26聖殉教者作画の剛，・カ・・。ク　難1
泉斤1葺1』，　19541ド1月31FIり’，　r弔1きく1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舟越保武（大IE元年岩下県に生まれる）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yasutake　Funakoshi（geb．　jn　der　Iwate－Prafektur
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1912）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎，西坂公園，日本26聖人記念碑：ブロンズ・レリー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ，　19621♀
一鑛慈慾鰭⊇鞭濠蜜工一’ 　　　　N。g、、aki，　Munum，nt　d，，26　J、pani、ch，n　H，ilig，n、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bronzehochreliefs，1962
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本26聖人像
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Die　Japanischen　26　Heiligen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　習作素描が数点長崎・26聖人記念館にある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Einige　Vorzeichn皿gen　dazu　befinden　sich　im
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Museum　der　26　Martyrer　zu　Nagasaki
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献Lit．：『キリシタン研究』VIII，1963年，図版：舟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越保武「聖人像の制作を了えて」，「長崎談叢』第40輯，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22－23頁；藤本四八（撮影）『長崎26殉教者　　舟越保武
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彫刻作品集』，美術出版社1963年，（The　26　Martアrs　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nagasaki力y　Yasutake　Fttnakoshi，　Tokyo　1963）
一
　』、　　「　　　　　　「　　　　　　綴・謬．eg，ilt
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研修報告　　　　　　　　　　　　　　　　Sur　la　conservation　des　estampes，
版画作品の保存管理について　　　　　　　Par　Haruki　YAEGAsHI
八重樫春樹
　筆者は，1973年9月から1974年11月まで，　　　素描が同列に置かれるのは，いうまでもなく
ブリティッシュ・カウンシルの給費留学生と　　　両者が多くの場合紙という共通の基底材をも
して渡英し，主としてヨーロッパ版画史の研　　　ち，ほぼ共通の管理を要求するからである。
究に専念した　とにかく15ヵ月という短期間　　　ロンドンのブリティッシュ・ミュージアム
であり，特定のテーマに集中して考察を行な　　　（以ドBMと略す）やヴィクトリア・アンド・
うよりもできる限り数多くの作品を直に手に　　　アル・・一ト美術館（以ドv＆Aと略す）な
取って丹念に観察しながらヨーロッハ版画史　　　どではそれぞれ彪大な数の版画や素描を所蔵
を通観することを第一の目的としたのだが，　　　しており，当然そのほんの一部しか展示され
それさえ満足に完了せぬうちに帰国しなけれ　　　ていないが，所蔵作品はすべて公開を建て前
ばならぬ時が来たのは，何としても残念なこ　　　としており，閲覧室にはカタログが完備して
とであった。筆者はこの過程で，英国の美術　　　いて，それに基づいて要求すれば見せてくれ
館における版画作品の保存管理の方法を見，　　　る。ただ，世界的に貴重な作品を多く所蔵す
学ぶところが人きかった。また，筆者が滞英　　　るBMの場合，閲覧のためにはしかるべき保
中折にふれて読んだ版画保存関係の著述で最　　　証人が必要である。V＆Aでは筆記用具など
も理想的と思われるのは、Carl　Zigrosser＆　　　も割合自由だが，　BMやエディンバラのナシ
Christa　M．　Gaehde，　A（7uide　to　the　Co〃ecting　　　ヨナル・ギャラリー・オヴ・スコットランド
＆Care　of　Original　Prints，　London，1966　　　では，万年筆は勿論，ボールペン，色鉛筆も
（Copyright：Print　Council　of　America，以一ド　　　使用禁iEである。万一作品あるいはマットに
Guideと略す）の第七章The　Care　and　Con一　　染みの付いた場合，鉛筆以外は容易に消し去
servation　of　Fine　Prints（執筆担当はChrista　　　ることができないことを考えれば，極めて当
M．Gaehde）であったが，英国の各美術館に　　　然の処置である。
おける保存管理の在り方も，その理想的な状　　　　版画は通例マットに貼って保護される。作
態を目指して常に改善が進められている様子　　　品そのものを手で扱うことは，汚れや破損を
であった。以ドは，英国各美術館における現　　　招きやすいし，またむき出しのままの保存で
状を一L記著述に照らしながら，版画作品保存　　　は作品の表面が擦れて紙の肌合いが著しく損
管理のあり得べき状態を要約的に記したもの　　　われるし，特に銅版画の場合では盛り上がっ
である。今後わが国においても版画コレクシ　　　たインクが擦り減って，線の美しさが失われ
ヨンは増大するであろうが，そこに常に付帯　　　る。マットは台紙部と窓縁部から成り，作品
する保存管理上の問題に対して，この文が多　　　は両者の間にサンドイッチ状に挾まれる。台
少とも参考になるならば幸甚である。　　　　　　紙と窓縁は同サイズで，糊付きの布テープを
　　　　　＊　　＊　　＊　　　　　蝶番にして開閉できるようになっている。作
　欧米の美術館では，通例「版画素描部門」　　　品は台紙の方に貼り，マージン（作品外縁の
という独立の部門が設けられている。版画と　　　余白）の部分を窓縁でおさえる形になってい
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図1　マット
布テーフ
ヒンジ
薄f：の和紙
図2　窓縁断面
＼　　　　　　／
細かいヤスリまたはサンドペー一バーてわ’5ーかに角を落とす
図3　収納箱
収納箱断面（部分）
木
べ材　　』 　　ラク・へ一パー一／またはとり酬
表1耐Y’：またはクロス
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るが15，16111：紀の特にドイツの銅版画やレン　　　から，絶対使用すべきでない。樹脂接着剤そ
プラントの版画の場合マージンがほとんどな　　　の他の接着剤は，シンナー系のものは絶対使
いことが多く、これらの場合は作品を間に挟　　　川してはならないし，また水溶性のものでも
むことができないので台紙と窓縁が全面で貼　　　合成保存料などの含有が考えられるから，そ
り合わされていることもある一作品の台紙へ　　　の使用は避けた方が無難である。窓縁の窓は
の貼り付けは，当然ながら1白：接ではなくピン　　　作品のサイズに合せて刃物で斜めに切り落と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ：）ジを川いて行なうが、ヒンジの材料としては　　　すが，その縁は鋭く手を傷つけたり作品を破
作品よりも薄手の和紙が最もよく（和紙は仲　　　損したりする恐れがあるので，サンド・へ一
縮に対する順応度が高く作品への負担が少な　　　・・一か日の細かな鍾でわずかに角を落として
いし，また必要に際して取り除く場合も他の　　　おくのがよい（図2）c，
材質に比べて容易である），この小片をふた　　　　マットの材料となる厚紙は，英国の美術館
つ折りにしたものを作品の大きさに応じて2　　　では無酸紙acid－free　boardを使川している
～数箇，作品のヒ辺あるいは台紙と窓縁が連　　　が，これは製紙過程で漂白剤として酸を用い
結された側に向かった辺に米糊（米を細かく　　　ずソーダ系の薬品を川いたものである。欧米
曝いたものを煮て作る．でき合いで買う場合　　　では製紙川繊維の漂白に亜硫酸などの酸を加
は防腐剤が含有されていないことを確認する　　　えることが多いが，そのようにしてできた紙
こと）で貼り付ける．この際糊の情はヒンジ　　　は微量ながら亜硫酸ガスなどの有害ガスを発
を透過しないよう少なめにし，かつヒンジの　　　散することがあるので，長い間には版画の紙
折った側にわずかに余白を残すようにするの　　　やインクに変質を招くおそれがあり，マット
がよい（図1）一、作品の一辺だけによって貼る　　　用厚紙としては望ましくない。前掲書Guide
のは、作品の気候条件の変化による伸縮を妨　　　では，ぼろ100％を原料とした厚紙rag－fiber
げないためでもあり，また，ウォーター・マ　　　mat　stockのみを使用すべきだとしている。
一 クや紙質その他の調査の日的で裏面を兄る　　　これは版画や素描の保存用，特にマット用と
必要が起った場合への備えでもある一しかし，　　　して調製されたものである。これが推薦され
閲覧者の多い美術館では，特に小さなしかも　　　る理山は，温度，湿度などの変化に最も強い
貴重な版画の場合，盗難防IEのために作品の　　　こと，適当な気候条件ドではセルローズを犯
四辺全部を，直にあるいはヒンジを川いて台　　　すバクテリアや徽に対する抵抗力が抜群であ
紙に貼り付けていることが多い一ただしこの　　　ることである。マットの厚さは，長い方の両
方法が作品保存上の理想に適ったものでない　　　端を支えてほとんどたわまぬ程度，通常の扱
ことは，いうまでもない一なお，版画を台紙　　　いでは折れることのない厚さが必要である。
に貼る際，市販のセロファン・テーフ類，ビ　　　窓縁の厚さは作品のサイズに合わせたもので
ニール・テープ，粘着テーフなどは，作品に　　　よいが，少くとも額に入れた際に作品がガラ
とり返しのつかない染みをつくることになる　　　ス面に接触しないだけの厚さは必要である。
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ガラスは気候的変化によって空気中の水蒸気　　　望ましいとしている。なお，箱の作成の際
を露結させやすいからである。マットの大き　　　木材，紙，クロス，革などの接合に接着料が
さは，美術館などで何段階かの標準化したサ　　　使われるわけだが，いうまでもなく有害ガス
イズを採用している。これは，数点ずつまと　　　を発散する樹脂系シンナー系の接着剤は使用
めて箱に収納するためである。Guideは，一　　　すべきでない。なお重ねたマットの上下に各
般に美術館が採用しているサイズとして，次　　　一枚ずつ，マットと同質の厚紙を保護板とし
の数値を掲げている。30×40in（756×1020　　　て加えるのがよい。
mm），22×28　in（559×710mm），16×22　in　　　　閲覧その他の場合のマットの取扱いの際厳
（406×559mm），　14i／4×191／4　in（362×490　　　守すべきことは，必ず両手で扱うこと，窓縁
mm）あるいは14×18　in（360×457　mm）。　　　　の而に指を触れないようにすることである。
　閲覧の際の事故を妨ぐためにあるいは防塵　　　最も安全な扱い方は，レコード盤を持つ場合
の目的で，窓縁と作品の間に透明あるいはそ　　　と同じように，両端を掌でおさえ両手の指で
れに近いシートを描むことがあるが，その材　　　裏面を支えるようにして持つ。マットを片手
料の選択には充分な注意を要する。セロファ　　　でつかみあげあるいは片手で運ぶようなこと
ンは鑑賞上も醜いうえ，湿気を呼びやすく作　　　は，絶対に避けるべきである。マットは作品
品に粘着することがある。セルロイドは，燃　　に従属するもので汚損しても取替えることが
えやすく自然発火の危険もあるし，紙に有害　　　できるとはいえ，度々作品を台紙から剥がし
な硝酸が含まれている。軟質の塩化ビニール　　　たり貼りつけたりするのは好ましくないので，
には可塑剤フタル酸ジプチルが含まれ，やは　　　マットの表面には極力指で触れないようにす
り有害なガスを発散するcGuideは，ポリエチ　　　るにこしたことはない。
レン系統で安全なものとしてポリエチレン・　　　　マットを納めた箱は，通例ガラス戸のつい
テレフィタレイト（ダクロン，テリレン，テ　　　た棚にねせておくか立てておかれるが，ねせ
トロンなど）を掲げている。　　　　　　　　　　ておく方がより理想的である。というのは，
　マットで保護された版画や素描は箱に納め　　　作品が平面に保たれ「波打ち」のおこるのが
て保存ナるが，英国の美術館で使用している　　　避けられるからである。作品はマットの窓縁
のは大旨（図3）のような構造のものである。　　の厚みによって，上に重ねられたマットとの
この構造は，蓋を開いて箱の中に重ねて納め　　　摩擦から保護されており，そこに空間の遊び
てあるマットをそのまま蓋の側に移し，その　　　ができるので，マットが立っている場合の方
後に一点一点鑑賞しながら箱の方に戻してゆ　　　が「波打ち」が生じやすいわけである。箱を
くという閲覧方式に便利である。ちなみに，　　　ねせておく場合は箱どうしを積み重ねずに，
蓋と本体が別々にできた箱は，作品を取り出　　　一箱一箱が納まる棚がほしい。やむをえず箱
すのに非常に不便で推薦できない。Guideは，　　を立てる場合は，マッ1が常に垂直に保てる
箱の内側全体にrag－fiber　boardを貼るのが　　　ように留意する。箱の中に遊びのある場合は，
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厚紙（acid－free　board，あるいはrag－fiber　備は昼夜を分かたず活動さすべきであり，特
board）を補充して、マットが傾斜しないよ　　　に冬期など同設備の昼間のみの運転は，【’f害
うにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　あって一利なしといえる．作品を箱に入れ，
　版画の保管宝あるいは閲覧宝1よ，完全に空　　　ガラス戸つきの棚に納めるのは，外部の気候
気調整されていなければならない丁紙は、力　　　的変化に対する緩衝の意味でもある。保管室，
ンヴァス等に比べてずっと温度や湿度の影響　　　閲覧室内は，いうまでもなく禁煙である．火
を受けやすい．紙の黄変や、徽等による褐色　　　災防止のためばかりでなく，空気の清浄を保
の染みfoxingは，特殊な薬品によって洗浄　　　つためである．近代都llfにおいては，空気は
復元することは可能だが，紙の肌合いを損う　　　硫化カスその他で汚染されているのか通例で
可能性が人きいし、銅版画の場合はわずかな　　　ある．それゆえ，都市の夫術館では空気浄化
がら浮き出しているインクを’ド板なものにし　　　のための設備を持つことが望ましいであろう。
てしまうことがある、紙はいわば生きもので，　　美術品管理において大気汚染に対処しなけれ
乾燥し過ぎるのも湿度のあり過ぎるのも，作　　　ばならないのは，なにもブロンズ彫刻だけで
品にとって致命的な損害の原因となるから注　　　はないのである。紙魚などの害虫の侵入，繁
意を要する．どのような紙ても、最大の強度　　　殖にも，絶えず注意を払わなければならない．
が保たれるのは、相対湿度50～65％の間であ　　　ただし，防虫剤，殺虫剤の選択には，充分慎
る。Guideによれば，湿度がこの範囲内で温　　　重を要する。紙の変色，汚損，あるいは化学
度が約20℃以ドであれば，細菌類も活動し　　　的な「焼け」の原因となる場合があるからで
ないという．温度25℃以E、相対湿度30％　　　ある。最近，空気中の酸素を吸収して，密閉
以下では，紙は老化が早まって脆くなる。老　　　された限定空間内を酸欠にする薬剤が開発さ
化が極度に進むと，再び湿気を与’えても元に　　　れたが，対微性物，対害虫の課題に沿って実
戻らない、相対湿度75％以liでは，空気中　　　験してみる価値はありそうである。
の微生物が紙に付着して活動し，作品の汚損　　　　一時的に，あるいは何らかのH的でマット
の原因になる一この活動は，時にして驚くべ　　　に貼らない作品の保存には，ポートフォリオ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た　とうき早さで進行するものである一また，湿度が　　　（あるいは畳紙）か抽出に入れるのがよい。
高過ぎると，作品の波打ち，ふくらみの原因　　　この際作品一点一点を二つ折りにした無酸薄
となり，これが頻繁に起こると，やはり紙は　　　洋紙acid－free　tissueに挾み，作品どうしが擦
老化する．空中湿度が一・）9していても温度が　　　れ合うのを避ける，マットに貼らない版画は、
低くなると，過飽和状態となり余剰の水分が　　　直接手で触れる回数を少なくしたい。取扱い
紙に吸収される．温度の頻繁な変化は相対湿　　　の際には、手に脂肪や汚れのないことを確認
度の変化を招く上，紙の伸縮が反復されて紙　　　する．
の組織内での摩擦，組織のほぐれを生じ，こ　　　　版画は光の影響を受けやすい。特に太陽光
れも老化の原因となる。従って，空気調整設　　　線は，紙やインクの変色あるいは槌色を生じ
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る力が大きいので，直射日光に作品を曝すこ　　　浮きあがった部分が焼けて変色して，作品の
とは絶対に避けなければならない。最も被害　　　価値を著しく損うことがある。
を受けやすいのは19世紀のリトグラフやポス　　　　版画を額に入れる場合の注意は，画面が決
ターで，太陽光線の入る場所に展示した際わ　　　してガラスに触れないようにすること，内部
ずか2・3週間で甚しい影響を受けたという　　　に塵が侵入しないようにすることである。塵
（Guide）。展示室および閲覧室の照明には，　　　を額に入れないためには，額の裏蓋と額縁と
必ず槌色防止のための処置をすることが大切　　　の隙間をガム・テーフで日張りする。台紙と
である。螢光灯は絶対に槌色防止処理をした　　　ガラスを重ね合せ，その四辺にテープを貼り
ものでなければならないが，市販の槌色防止　　　めぐらして密閉した例があるが，これは空気
螢光管は紫外線の遮断が完全でないことが多　　　中の水分も封じ込められることになり，温度
いうえ，長時間の使用では効力が減退するの　　　の変化によって過飽和状態を生じるので好ま
で，槌色防止塗料の塗布を定期的に行なう必　　　しくない。額の裏蓋にはベニヤ合板がよく使
要がある。版画作品が展示される場所では，　　　われるが，合板加工用の接着剤が紙に有害な
紫外線の量がゼロであることが望ましいが，　　　ガスを発散することがあるので，避けるにご
紙やインクを害するのは紫外線だけではない。　　したことはない。最も安全な材料は強化ボー
可視光線そのものが紙の分子構造を破壊し，　　　ドてある。空気調整が完全でない部屋に額を
紙を脆弱なものにする。それゆえ，作品を不　　　かける場合は，額の裏の四隅にコルクか木片
必要に光に曝すことは避けなければならない。　　をとりつけて，額の裏側の空気の流通をよく
展示の場合の作品への照度は50ルックス以下　　　するのがよい。
であることが望ましい。ひとつの作品が連続　　　　以一Eに述べたような版画作品の保存管理の
して展示される期間は最長2・3ヵ月とし，展　　　在り方は，わが国ではまだ徹底されていない。
示後少くとも同じ期間は休息、させるべきであ　　　従って必要な材料もほとんど国内では生産さ
る。休息は紙の寿命を保つために重要な処置　　　れていない。Guideは，それぞれの材料を生
である。休息は額に入れたままでなく，必ず　　　産する米国内の業者を紹介している。わが国
箱の中で水平に保って与えなければならない。　　でも版画素描作品の保存管理に対する認識が
額の中に長期間放置することは，作品の波打　　　高まり，必要な材料が国内生産されて入手が
ちふくらみを招き、これに空気中の酸素が作　　　容易になることが望まれる次第である。
用した場合，台紙に密着した部分が白く残り
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所蔵作品の修復報告　　　　　　　　　　　　RaPPort　de　la　restauration　des　tableaux
一昭和48年4月より昭和49年3月まで一　　　　　　　dans　la　collection　du　Mus6e（avril　l973
長谷川三郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mars　l　974），　par　Saburoh　HAsEGAwA
国立西洋美術館では，昭和48年度中に下記4点の　　　　　なお，本作品はllfl和49年度中に全面裏打ちによる
所蔵作品の修復を行った．修復はいずれも絵画修　　　　　絵具層の固定修復を行うr定である．
復家黒江光彦氏による。なおこの修復報告は黒江
氏の修復処1置記録に基いて作成したものである。　　　　　4　（P・1959－194）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴァン・トンゲン、ターバンの女t・
1　（P・1959－105）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1922年ヒt’i　油彩　カンヴァス　65×54cm
ポ＿ル．ゴ＿ガン、ブルターニュ風景　　　　　　　　右眼ヒ腿巳部分に，湿度の急激な低下が原因と思
1888年　油彩　カンヴァス　89×ll65cm　　　　　　　　　　われる絵具の剥離．本作品は保存状態良好で絵具
この作品は全面にわたって絵具層に大小の欠損部　　　　　の剥離が発見されたのは初めてである。
分及び剥離箇所があり，また塵埃の付着によって　　　　　修復処置：蜜臓およびダンマール樹脂等の混合接
色彩効果も損われていた．　　　　　　　　　　　　　　　着剤による剥離箇所（1ヵ所）及び剥片（1片）
修復処置：蜜臓およびダンマール樹脂等の混合接　　　　　の固定．
着剤を用いて剥落箇所周辺及び剥落箇所を固定。
作品裏面の除塵。テレビン精油，アルコール，ミ
ネラル・スピリット及び一部に弱アンモニア水を
使用して画而を洗浄．胡粉＋チタン白＋ポリビニ
ー ル・アルコールによって絵具の欠損部分充填。
デトランプによる補彩．マット・ニスによる保護
膜塗装。
2　（P・1959－137）
アンリ・マルタン《自画像tt
油彩　カンヴァス　55×64．3cm
左頬髭部分に絵具の剥離．
修復処置：蜜膿およびダンマール樹脂等の混合接
着剤による剥離箇所（1ヵ所）の固定．
3　（P・1959－153）
クロート・モネ・陽を浴びるホフラ並木’
1891年　油彩　カンヴァス　925×73．5cm
この作品は，絵具層のカンヴァスへの固着が弱く，
常に亀裂・剥離の危険にさらされている，今回は
画面中央部に絵具の剥離箇所が発見された。
修復処置：蜜臓およびダンマール樹脂等の混合接
着剤による剥離箇所（1ヵ所）の固定。
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事業記録　昭和48年度
特別展記録　　　　　　　　　　　　　　　　　巡回展記録
・；
｛
　羨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’”　一一
　9
　ξ
t／　．　＃・・　　　　●松方コレクシ。ン展
1973．10．28～1973．11．25
●ウィーンの国立美術館所蔵　イタリア・ル　　会場＝高知県立郷土文化会館
ネッサンスのブロンズと素描　　　　　　　　　高知県，高知県教育委員会，高知市，高知市
Italienishche　Kleinbronzen　und　Handzeich一　教育委員会，高知新聞社，　RKC高知放送と共
nungen　der　Renaissance　und　des　Manierismus　　催
aus　6sterreichischem　Staatsbesitz　　　　　　　出品内容＝絵画…………62点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kY亥ll…………19，点
1973．8．18～1973．10．14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘言卜81，点
主催：国立西洋美術館・ウィーン美術史博物　　入場者＝105，498人
館・アルベルティーナ美術館
出品内容＝ブロンズ…………ll2点
　　　　　素　　描…………33点
　　　　　　　　　　　計145点
入場者＝　71，667人
80
講演会記録　　　　　　　　　　　　　　　　　テレビ放送
●「イタリア・ルネッサンスのブロンズと素　　文化庁提供「美をもとめて」
描」展　特別講演会　　　　　　　　　　　　　　放映：TBS系　毎日曜日午前8時～8時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●「クロード・モネの世界」
1973．9．22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ic！，J　1回　　1973．8．19
マニエリズモの彫刻　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汀52匝1　1973．8．26鯨大轍授前川誠郎　　　　●・イタ・1ア．バ。サンスのブ。ンズ，
1973．9．29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1973．9．9．
ルネッサンスと占代
早稲川大学教授　澤柳大／il郎
1973．10．6
ウィーン美術史博物館の彫刻と工芸
ウィーン美術史博物館彫刻工芸部　マンフレ
ー ト・ライテ＝ヤスハー（通訳　越宏一）
●特別講演会
1973．9．26
絵画の科学的調査と芸術学的評価
バイエルン州文化財保護局監査官ヨハネス・
タウベルト（通訳　千足仲行）
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資料
歳出歳入表
歳出予算表（単位千円）
　事項／年度
国立西洋美術館運営費
人に伴う経費
庶務部運営
事業部運営
特別展開催
巡回展開催
博物館等特別経費
陳列館新営敷地購入
一 般研究費
施設設備整備
国立西洋美術館
創　　設　　費
備考
　39
79，806
22，469
　6，129
（30，000）
33，806
　8，665
　2，143
　　379
　129
6，086
　40　41‘42　43…44145　46　47　48　　　　　　　　　　　　　1　　　　191，636 144，913 263，385　197，8211150，333　161，913　188，369　　270，3921　　220，212
　　　　　　　　　　　　　1　　1　　　　：　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　49，837　　56，429　　　64，500　　　　71，95226，472　　29，455 33，576　　38，361　　42，856
㎡6田1（5。％llll（5。16；；；（5。％glgi（5。％；器（6。lbl；1（7。lb981（14。lbl；；（8・瀦
33，81155，180i　55，22257，80gl　57，038‘67，67777，688148，46589，370
　　　　　　　　　　　　　　　　　　11，140i　4〔）1902i　43，104　　3〔｝・066／　37・800．　3〔））507　　3〔｝）458　　　39，28r　　　　34っ675
　2，147’　　2，1511　　2，155　　　2，160　　　2，165　　　2，179　　　2，189　　　　2，204　　　　　2，231
　　　1　　　　　　　　　　　　‘
　　523‘　　　　600　　　　　600　　　　　600　　　　　558　　　　　558　　　　　558　　　　　　558　　　　　　　558
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　1　　　　　　　　　1　　　　　　　112，　5°°S4，　483i°1°°　°　°
　　　　　　　　　　　125　　　　　125　　　　　125　　　　　125　　　　　　125　　　　　　　125　　　　　　　　129129　　129　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　1°，　8349・　636j8・　9422，　556　°亀943…476ち5771　2’　867
1　　i　　　　　　　　l　　‘　　　　　　　　　　　，
1　事業部運営欄（）書は，美術作品購入費である。
2　昭和38年度施設設備整備70，576千円は，講堂および事務庁舎の新営費である。
歳入実績表（単位千円）
　事項／年度　　　　39　‘　40　　　41　　　42　　　43　1　44　　　45　i　46　　　47　　　　48
雑収入143，99726，180128，23637，08853，62232，64732，　55361，65237，0．53　31，　853，466
　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31，9771　31，862　　60，917　　　36，87031，457，4001入場料等収入 43， 61725，808i 27，726136，58753，　079　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1その他 38。37，151。5。154367。i　691117351，。83！396，、。66
年度別入館者総数（含特別展）
昭和34年度　584，861　昭和38年度　　444，031
昭和35年度　400，218　昭和39年度　1，045，944
昭和36年度　280，146　昭和40年度　　393，228
昭和37年度　341，250　昭和41年度　　690，231
昭和 2年度　567，490
昭和43年度　761，609
昭和44年度　　312，291，
昭和45年度　424，630：
昭和46年度　937，3031
昭和47年度　439，128
昭和48年度　313，806
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職員名簿
昭和49年3月31日現在
国立西洋美術館評議員会評議員　　国立西洋美術館職員
（五十音順）　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　1
7蕊∴61；fヤ株燃社重ミ　離酬　細智三郎ご‖綱　杣賦
，桓；〔国，i，：博物飽ミ　　　　　　　　　　　次則消取扱　　山田智三郎
稲田　清助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庶務課
東京国立近代丈彿i館長
岡田　　譲　　　　　　　　　　　　1髪藷辮1官　　　服部　栄次
；㍑u當術館長　　　‘隻藷灘轡杉本鋼
講纏5　　　；嬬霧官　西山博
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評論家　　　　　　　　　　　　　　‘褒曇毒霧官　　　舟橋さち子
谷川　徹三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文部事務官　　　戸松　靖子
株式会社丸善社長　東京商L会議所副会頭　　　　‘
川務員　　　　小林江考丁
嬰騒㌫　　　田島庄平
又部事務官　　　肥後　豊司
文問酪官　　　太田原　武
文部技官　　　　白倉　山大
文部技官　　　　大竹　乙弘
文部技官　　　　小宮　勝男
用務員　　　　平山　節子
司　　　忠　　　　　　　　　　　　文部事務官　　　湯口太多史　　　用務員　　　　長島　武夫
桝ぽ教撤興財卜蒋柳｛hl’　　　　　；鞘員　　　　渡辺和子　　事務補佐員　　伊藤　　昌
～」三中　作雄　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文綱湖官　浜田孝
評論家
富永　惣一　　　　　　　　　　　　　　文部’lt“S官　　　　樋口　泰一・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　文部事務官　　　　山王堂正行
鳩lll威一郎　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文綱溺官　　　小林清太郎
神奈111県立近1ぺ丈術館長
土方　定一　　　　　　　　　　　　　　　文綱溺官　　　　）i：上武運児
柏〔都副剛［ば1ヒ担LD　　　　　　　　　文綱湖官　　　JIJJ　l　t　l正公
船橋　俊通　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文部‘1酪官　　　　石ノト　茂夫
［］米文化教白テレビ番組交流協会理事1ξ　　　　　1
松方　三郎　　　　　　　　　　　　　　文部1溺官　　　内藤　満枝
国際文化会館↓享務理事　　　　　　　　　　　　　文部81｝務’｝’r　　　中村　繁子
松本　重治
峨ミ艦，員、。家　　　　斐§謬官　1’lfi治美
宮本　三郎　　　　　　　　　　　　　文禍溺官　　　須田　文子
瓢霊台献名誉教授　　文聯官　市川勇
日本学士院会員　　東大名誉教授
脇村義太郎
事業課
斐綴昏　　　穴沢一人
（鴇皇葬藷査係長　佐々木英也
文部技官
文調：技官　　　　　越　　　宏一
懸織鰍　穴沢“夫
文部技官　　　　　　ノ＼重樫春樹
（Vi：）文部技官　　長谷川三郎
蔓灘係長　千足イ桁
文部技官　　　　長谷川三郎
事務補佐員　　　　田近　祥子
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